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口絵1

遺跡周辺の航空写真（国土地理院発行のものを複製したものである）



口絵2

竪穴住居跡出土の土器1
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例 言

本書は日本道路公団札幌支社が行う北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事に伴い、財団

法人北海道埋蔵文化財センターが平成l1年度と平成12年度に実施した八雲町山越2遺跡の埋蔵文

化財発掘調査報告書である。

調査は第2調査部第5調査課が担当した。

本書の執筆はV章を除いて笠原興、佐藤剛柳瀬由佳が分担し、全体の編集は主に笠原興

が行った。文責は各項の文末に記してある。

遺物の整理は土器を佐藤剛、石器等を柳瀬由佳が担当した。

現地調査の写真撮影は笠原興、佐藤剛、柳瀬由佳が撮影し、室内での遺物撮影は笠原興が

担当した。

各種同定、分析などは下記に依頼した。

黒曜石の原石産地同定：京都大学原子炉実験所藁科哲夫氏

放射性炭素年代測定：株式会社地球科学研究所

土壌に残存する脂肪の分析：株式会社ズコーシャ総合科学研究所中野寛子、長田正宏

植物遺体の|司定：札幌国際大学吉崎昌一、北海道大学埋蔵文化財調査室椿坂恭代

石器の石材鑑定は第一調査部第一調査課花岡正光の指導のもと柳瀬由佳が行った。

遺物・記録類は整理及び報告書作成後、八雲町教育委員会が保管する。

調査に当たっては下記の諸機関、各氏からご指導協力をいただいた。

北海道教育庁文化課、八雲町教育委員会、長万部町教育委員会、森町教育委員会、八雲町立山

越小学校、株式会社工藤組、八雲町郷土資料館三浦孝一・柴田信一・横山英介・菊池博、長

万部町教育委員会佐藤稔、山田朋美・水野一夫、森町教育委員会藤田登、南茅部町教育

委員会阿部千春・福田祐二、南茅部町埋蔵文化財調査団小林貢・佐々木日登美・輪島慎二・

坪井睦美、七飯町教育委員会石本省三、木古内町教育委員会山田央、函館市教育委員会

田原良信・中村公宣・佐藤智雄・野村祐一、虻田町教育委員会角田隆志、伊達市教育委員会

大島直行・青野友哉・小島朋夏、今金町教育委員会寺崎康史、北海道開拓記念館平川善祥・

右代啓視
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記号等の説明

1．文および図表中では、次の略号を使用した。

H:住居跡P:土坑TP:Tピット F:焼土S :集石FC:フレイク・チップ集中

HP:住居跡内で確認された士坑HF :住居跡内で確認された焼土

2．実測図の縮尺は、原則として次のとおりであり、すべてにスケールを付けている。

遺 構 1 ： 40復原土器 1 ： 3 土器拓本 1 ： 3 土製品 1 ： 3

剥片石器 1 ： 2 磨製石斧 1 ： 2礫石器 1 ： 3

3．遺構図中の方位は真北を、 レベルは標高を（単位m)を示す。

4．遺構の規模については、次の要領で示した。尚、一部破壊されているために推定の困難なものな

どは、現存長を（ ）で示した。

確認面での「長軸の上端／下端×短軸の上端／下端×確認面からの最大深・最大厚」で示した。

5．士層の標記で基本土居はローマ数字、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

土層注記のうち駒ケ岳d火|｣I灰は略号:Ko-dを用いている。

6．土居の混在状態は、基本土居や上記の略号などを用いて主に下記のように表してある。

A+B:AとBがほぼ同量混じる。

A>B:AにBが少量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。

7．土層説明には『新版標準土色帖1997年版』と『土壌調査ハンドブック・ペドロジスト懇談会編」

を使用した。

8．遺構平面図の出土遺物は記載のない限り、以下の記号を用いている。

○：土器◇：剥片石器□：礫石器△：フレイク▽：礫

（床面・坑底出土のものはすべて黒塗り）

菫：炭化物□：焼土

9．石器・土製品・石製品の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。

剥片石器、礫石器は機能部にこだわらず長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。

尚、遺物実測図中でたたき痕はV－V、すり痕は←→で範囲を表した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名：北海道縦貫自動車道埋蔵文化財発掘誹l査

委託者： '三|本道路公団北海道支社札|幌建設局

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：山越2遺跡 （北海道教育委員会登載番号B-16-44)

所在地：山越郡八雲町山越362ほか

調査面積: 3,915㎡（平成11年度: 430㎡、平成12年度: 3,485㎡）

調査期間：平成11年4月1日～平成12年3月31日

平成12年4月1日～平成13年3月31日

2調査体制

（平成11年度）

理 事 長大沢 満

専務理事佐藤哲人

（平成11年5月31日まで）

専務理事宮崎 勝

（平成11年6月1日から）

常務理事木村尚俊

第2調査部長鬼柳 彰

第5調査課長熊谷仁志（発掘担当者）

主 査谷島由貴（発掘担当者）

主 任笠原 興

文化財保護主事広田良成

文化財保護主事柳瀬由佳

（平成12年度）

理 事 長

専務理事

常務理事

第2調査部長

第5調査課長

主 査

主 任

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

満

勝

俊

彰

志

貴

興

剛

成

佳

尚

仁

由

良

由

大沢

宮崎

木村

鬼柳

熊谷

谷島

笠原

佐藤

広田

柳瀬

(発掘担当者）

(発掘担当者）

(発掘担当者）

(発掘担当者）

3調査の経緯

北海道縦貫自動車道（函館～名寄間）は函館市から室藺、苫小牧、札幌市を経由し名寄市にいたる

総延長488kmの路線である。現在、長万部から和寒インターチェンジ間で供用されており、七飯～長

万部間の路線については平成5年11月から工事が進められている。 この事業に関する埋蔵文化財包蔵

地については、 日本道路公団札幌支社から事前協議がなされ、協議を受けた北海道教育委員会は平成

2年4月に所在確認調査を、平成7年5月以降範囲確認調査を実施している。 この結果、工事計画変

更が不可能なことから、発掘調査を必要とする遺跡は日本道路公団長万部工事事務所管内（八雲|Ⅱ]字

立岩～長万部町字富野間の33.3km)で計13か所、函館工事事務所管内の八雲町（山越・野田生・落

部・栄浜地区）で13か所となった。山越2遺跡は昭和54年10月に八雲町教育委員会によって一般分布

調査が行われ、所在が確認されていた。その後平成11年7月に範囲確認調査が行われ、 8月から発掘

調査必要範囲4,470㎡のうち430㎡についてトレンチ調査を行い、今年度ですべての調査を終了した。

（笠原）

1
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I 調査の概要

4調査の方法

（1） 調査区の設定

調査区の設定に当たっては北海道縦貫自動車 （七飯～長万部）工事予定図1,000分の1図を使用

した。工事予定中央線のSTA597とSTA598を通る線を機軸のMラインとして4m方眼を設定した。

この方眼は南東端交点のアルファベットと数字の組み合わせで呼称した。例えば、Mラインと18ラ

インの交点の南東側がM-18区となる （図1-3)｡

平面直角座標系第XI系中の各座標値は以下の通り。

STA597 X=-197,627,406 Y=+7,519,193

STA598X=-197,579,855 Y=+7,431,225

（2） 基本土層

土居の区分

山越2遺跡の土層断面図を図1-5 ･ 6に示した。調査区は南東側が台地部分で、北西側には旧

河道部がある。台地部分の中央部15ライン付近から20ラインにかけて、北西側は耕作による肖ll平を

受け、包含層であるⅢ層の残存状態は良好ではない。そのため堆積状態の良好なRラインの北東壁

と、 旧河道部の南西壁において土層断面を観察し、記録した。また、沢縁辺部で検出された竪穴住

居跡H-3 ･ 4 ･ 6の周囲からはまとまった量の遺物と、堀上げ土と思われる層を確認したため、

急遼ベルトを設定し調査した。

尚H－9周辺のV層の下位から、砂質で堅くしまる「にぶい黄褐色士(10YR6/4) 」の分布が

見られた。

また、 P－3の坑底には、淡黄色ローム(2.5Y8/4)が見られる。

I層：表土・耕作土耕作により一部(Ko-d)が混じる。

Ⅱ層：駒ケ岳起源の灰白色火山灰(Ko-d) ｡
V V V

Ⅲa層：黒褐色腐植土Ⅲ層の上位にみられるやや淡い色調を

呈する薄層をⅢa層として区別した。

今年度の調査で、旧河道部から白頭山起源と思われる苫小牧一

白頭山降下火山灰(B-Tm)がブロック状に認められた。

Ⅲb層：黒色腐植土Ⅲa層、 Ⅲb層ともに断面観察において区

別されるが、遺物を取り上げる段階では両者ともⅢ層として取

り上げた。遺物からは時期の違いを明確にできない。

河道跡縁辺部の0-23･24グリッドの周囲から堀上げ土と思わ

れる層が検出されている。

Ⅳ層：暗褐色土漸移層

V層：褐色ローム層遺構の一部の床面あるいは壁面から、 クッ

タラ起源と思われる降下軽石と濁川起源と考えられる降下火山

灰が検出されている。

V

図1－4基本土層模式図

(3) 発掘調査の方法

調査は調査範囲内の包含層の状態や士層の堆積状況、遺構、遺物の出土分布を確認するため、平

成11年度に25％調査をおこなった。その結果、台地部分の15ラインから20ラインについては耕作に

５

I

Ⅱ

Ⅲa

~~~~~~~~~~Ⅲb

Ⅳ
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八雲町山越2遺跡

よる撹乱が部分的にV層まで及んでいることを確認した。また、台地上に住居跡、土坑及び焼土を

検出し、Ⅲ層が台地部の南東側と、 旧河道部に残されている事がわかった。

平成12年度には発掘調査に先行して重機による表土と耕作土を除去し、河道部の抜根等を搬出し

た。調査区の設定および境界杭、 4m方眼の基準杭打設は業者に委託した。

遺物は4×4mのグリッドを単位として層毎に取り上げ、遺構出土の遺物は出土状況などを記録

して取り上げた。また旧河道部の斜面部分と河床については可能な範囲で遺物収集を中心とした調

査を行うこととした。

(4) 整理の方法

遺物は、遺構出土のものは遺構ごとに、包含層出土のものは発掘区ごとに分け、 またそれぞれ層

位ごとに取り上げを行った。現地では野外作業と並行して遺物の水洗、分類遺物台|帳登録を行った。

土器に関しては微細なものを除いて注記作業を行った。注記は遺跡名「山越2」を「Y2」 と略

記し、続けて遺構名もしくは発掘区 （グリッド名） ・遺物番号・出土層位を記入した。現地での

一次整理終了後、遺構ごともしくはグリッドごとに仮収納し、江別へ搬送した。

江別の整理作業所では台1帳と遺物の照合をした後、個別の遺物の分類の再検討を行い、必要なも

のに関しては分類を変更した。その後土器については接合、復原作業を行い、復原できた個体は実

測図を作成した。破片資料は時期のわかるものや、文様が明瞭なものを中心に抽出し、拓影図及び

断面図の作成を行った。石器については、成品を中心に遺構、包含層を問わず、実測図の作成につ

とめた。 （笠原）

5遺物の分類

（1） 土器

土器は便宜的にI群を縄文時代早期、 Ⅱ群を前期、Ⅲ群を中期、Ⅳ群を後期、v群を晩期、Ⅵ群

を続縄文時代、Ⅶ群を擦文時代相当のものとした。 この各群に、アルファベットの大文字を組み合

わせ、前半(A類)、後半(B類)、あるいは前葉(A類)、 中葉(B類)、後葉(C類）に分類してい

る。また必要に応じて細分類 （例A－1類など）を行った。

本遺跡で出土した資料には、 I群Ⅱ群Ⅲ群、Ⅳ群の土器がある。

I群縄文時代早期に属する土器群。

A類貝殻文が施されるもの

B類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文等の施されるもの

（今回は出土していない）

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群

A類縄文の施された丸底、尖底を特色とするもの （今回は出土していない）

B類円筒土器下層式に相当するもの

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

A類円筒土器上層式に相当、 もしくはその系譜を引くと考えられるもの

A－1類円筒土器上層式 (a、 b、 c式）に相当するもの （今回は出土していない）

A－2類サイベ沢Ⅶ式に相当するもの

A－3類見晴町式に相当するもの

B類榎林式、大安在B式、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当するもの

B－1類榎林式に相当するもの （今回は出土していない）
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I 調査の概要

B－2類大安在B式、 ノダップⅡ式に相当するもの

B－3類煉瓦台式に相当するもの

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群

A類天祐寺式、涌元式、 トリサキ式、大津式、 白坂3式、十腰内1式に相当するもの

B類ウサクマイC式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

C類堂林式、三ツ谷式、湯の里3式に相当するもの （今回は出土していない）

V群縄文時代晩期に属する土器群 （今回は出土していない）

A類大洞B式、大洞BC式に相当するもの

B類大洞C]式、大洞C2式に相当するもの

C類大洞A式、大洞A'式に相当するもの

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群 （今回は出土していない）

Ⅶ群擦文時代に属する土器群 （今回は出土していない）

（佐藤）

(2) 石器

石器は、剥片石器類・礫石器類に大別し、それぞれ器種ごとに分類した。 さらに、形態あるいは

製作方法によって細分類したものもある。また、特に礫石器に多くみられる機能の複合したものに

ついては、原則的に以下の分類のより後に記載した中に含めた。

図中で、縁辺に磨耗痕・すり痕がみられるものは←→で、たたき痕が見られるものはV－Vで、

その範囲を示した。

剥片石器類

石鱸

1無茎のもの a三角形のもの

b柳葉形のもの

c菱形のもの

d五角形のもの

e木葉形のもの

f上記にあてはまらないもの

2有茎のもの a茎部の明瞭なもの

b茎部の不明瞭なもの

c上記にあてはまらないもの

8上記にあてはまらないもの

9未成品

0細分の困難な破片

石槍

1無茎のもの a柳葉形のもの

b木葉形のもの

2有茎のもの a茎部の明瞭なもの

b茎部の不明瞭なもの

9未成品

0細分の困難な破片など

(1) 平基 (2) 凹基
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八雲町山越2遺跡

ドリル

1剥片の一部に機能部を作出したもの

2つまみ部が明瞭なもの

3つまみ部が不明瞭なもの

4つまみ部が不明瞭なもののうち、棒状のもの

5他石器からの転用品

9未成品

0細分の困難な破片

つまみ付きナイフ

1縦形のもの a片面全面加工のもの

b両面加工のもの

c周縁加工のもの

d剥片をあまり加工しない、粗雑なつくりのもの

2横形のもの

8上記にあてはまらないもの

9未成品

0細分の困難な破片

スクレイパー

1縦形のもの a側縁（長辺）に刃部をもつもの

b端部（短辺）に刃部をもつもの

c尖頭部を作出するもの

d側縁から端部にかけて連続する刃部をもつもの

e上記にあてはまらないもの

2横形のもの a側縁（短辺）に刃部をもつもの

b端部（長辺）に刃部をもつもの

c尖頭部を作出するもの

d側縁から端部にかけて連続する刃部をもつもの

e上記にあてはまらないもの

3ラウンドスクレイパー

4箆状石器

8上記にあてはまらないもの

0細分の困難な未成品

両面加工石器石槍とは、尖頭部の有無で区別した。また、加工が粗

の未製品として扱った。

Rフレイク

Uフレイク

石器未成品整形と思われる加工が認められるが、器種を特定できな

石核

剥片・剥片砕片

原石

加工が粗

器種を特定できな

先端が未加工のものは石槍く、

いもの
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I 調査の概要

礫石器類

石斧

1短冊形のもの

2溌形のもの

3小形のもの

4湾曲する刃部をもつ、丸のみ形のもの

8上記にあてはまらないもの

0細分の困難な破片

擦り切り残片

たたき石

1棒状礫・扁平礫などを素材とし、端部に使用痕がみられるもの

2扁平礫・棒状礫などを素材とし、側縁に使用痕がみられるもの

3扁平礫・棒状礫などを素材とし、平坦面に使用痕がみられるもの（くぼみ石を含む）

4球状礫を素材とし、ほぼ全周に使用痕が見られるもの

8上記にあてはまらないもの

0細分の困難な破片

すり石

1断面三角形の礫を素材とし、稜に使用痕が見られるもの

2扁平礫などを素材とし、側縁に使用痕がみられるもの

3扁平礫・棒状礫などを素材とし、平坦面に使用痕がみられるもの

4扁平礫の両端に打ち欠きがあり、側縁に使用痕がみられるもの

5主に扁平礫が半円状に加工され、その弦に使用痕が見られるもの（半円状扁平打製刀5主に扁平礫が半|リ状に加工され、その弦に使用痕が見られるもの（半円状扁平打製石器）

6北海道式石冠

7球状礫を素材とし、ほぼ全周に使用痕が見られるもの

8上記にあてはまらないもの

9未成品：主に上記4． 5 ． 6類|可様に加工されるが、使用痕が認められないもの。 4類c9未成姉：主に上記4． 5 ． 6類|可様に加工されるが、使用痕が認められないもの。 4類の未製品

としたものは石錘の可能性もあるが、大きさがすり石と|司程度のものはすり石に分類した。

0細分の困難な破片

砥石

石鋸今回の調査では出土していない

石錘今回の調査では出土していない

加工痕のある礫意lXl不明の加工が認められる礫を一括した

石皿・台石

礫剥片礫石器の作成の際に生じたと思われる礫石器と同じ石材の剥片。石材から、石斧製作に伴う

ものと、すり石などの作製に伴うものに分けられる。

礫 （柳瀬）
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八雲町 l｣I越2遺跡

6調査の概要

山越2遺跡は標高30～40mの舌状に延びる海岸段丘上に位置する。調査区は、東側に向かって緩や

かに傾斜する台地部分と、南から北西に流れる旧河道部からなっている。遺構及び遺物の分布は主に

この台地上から河道部の縁辺部にかけて検出されている。

検出された遺構は竪穴住居跡10軒、土坑30基焼土14カ所、フレイク・チップ集中2カ所、集石2

カ所、炭化物集中2カ所、埋設土器2基、柱穴状ピットが8基検出された。

竪穴住居跡には土器埋設炉を伴う縄文時代中期中葉Ⅲ群A－3類のものが4軒 (H-3･4･ 6 ･

9）で、Ⅲ群A－2類の時期のものが3軒 (H-7･ 8･10)、いずれも河道部の縁辺部から検出さ

れている。

また、石組み炉を伴うⅣ群A類の時期のもの (H-1･ 2･ 5)が台地部分で3軒検出された。

土坑は30基検{Hした。平面形には円形や楕円形のものがあり、浅い皿状のものから深さ約1.70mを

計る大形のものまである。 これらは河道部の縁辺部から検出された縄文時代中期中葉の時期の竪穴住

居周辺から多く検出されている。検出された30基の土坑のうち、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類～Ⅲ

群A－3類の時期のものが80%を占めている。性格は土曠墓: 2基(P-15･19)、フラスコ状ピット ：

2基(P-22･23)、用途不明の土坑が26基ある。 この他にⅣ群A類の時期のH-2HP-1について

も残存脂肪酸分析により、土壌墓である可能性が指摘されている（第V章3 ．図1参照)。

焼土は17カ所で確認された。 10カ所が台地部分で、他の焼土は河道縁辺部の住居の周辺で確認され

ている。検出された17カ所のうち、Ⅲ群A－2類～Ⅲ群A－3類の時期のものが53%を占め、他はⅢ

群A－2類～Ⅳ群A類の範鴫にはいるものと考えられる。遺構との帰属関係が窺えるものに、 F-1 ･

2があり、 IIIj者はH-10に伴うものと考えられる。またF-15･ 16はH－3の覆土中から検出され、 F－

17はH－4の覆土巾から見つかったものである。

遺物は各時期の土器、各種の石器類が出土している。特に住居跡の床面から、土器埋設炉や横倒し

状態の土器、 これに伴う石器が出土し、時期や、土器・石器の組成を知る貴重な資料が得られている。

（笠原）
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Ⅱ遺跡の位置と環境

Ⅱ遺跡の位置と環境

1 遺跡周辺の環境

八雲町は渡島半島の北東部内浦湾（噴火湾）の最奥部に面し、渡島管内で最も広い面積736,47k㎡を

有する町である。北側はルコツ川を挟み長万部町と南側は茂無部川を境に森町と隣接する。 この間の

海岸線は34kmに及んでいる。西側は渡島半島を日本海側と太平洋側とに二分する渡島山地を挟んで

檜山支庁の5町（今金町、北檜山町、熊石町、厚沢部町、乙部町） と接している。

市街地は「サケ」が遡上し、 自然産卵することで有名な清流遊落部川の河口、支流である砂藺部川

によって形成された扇状地の末端に発達している。落部川、野田追川、奥津内川をはじめ内浦湾に注

ぐ大小河川の流域や緩やかに発達した丘陵地帯には酪農を中心とした農家が点在する。北海道の酪農

の先進地であり、養殖ホタテの生産基地でもある。

「自然美術館の町」のキャッチフレーズ通り、噴火湾を背にすると砂蘭部岳、雄鉾岳、渡島半島の

最高峰遊楽部岳(1,276m)、太櫓岳の山並みが、 また、南部に広がる丘陵地帯に立つと北東に羊蹄山、

南東には駒ケ岳の優美な姿が一望できる。

町名八雲の旧名は「遊楽部｣、アイヌ語で「ユー・ラップ」 （温泉下る川）あるいは「イ・ウ・ラァ・

ペッ」 （共に流れる川一支流がたくさん集まって流れ下る－） と呼んでいた。明治14年ここに農場を

作った旧尾張藩主徳川慶勝候が『古事記』の古歌「八雲立つ出雲八重垣妻籠みに八重垣作る

その八重垣を」の古歌の意をとって改名したものである。

山越の地名は『角川日本地名大辞典』によると 「古くはヤムキシナイ・ヤムクシナイなどといった。

(中略）地名は、アイヌ語のヤムウクウシナイ （栗のいがを拾うことが何時も行われる沢の意）に由

来するという （ゆうらふ16．改訂八雲町史)。 「北海道蝦夷語地名解」ではヤムクシュナイ （栗沢の意)、

松浦武四郎「廻浦日記」ではヤムクシナイ （栗多き沢の意） とある。当地の本名はハロシベウシ（杭

を切った跡が多いの意） といったという （丁巳日誌)｡」 と記載されている。

寛政3年の「東蝦夷地道中記」に「ユーラップ場所」内の地名として「ヤモキシナイ、本名ヤモウ

リシナイ」 とある。また、管江真澄の「えぞのてぶり」によれば「ヤムヲコシナイ」 「ヤムヲホロシ

ナイ」 とあり、 「アイヌ集落の地で、運卜屋が所在、また当地以北のユウラップ方面には和人の家は

ない｡」 と記されている。寛政11年の東蝦夷地幕領化に伴いヤムクシナイが山越内と改められ、寛政12

年には当地が和人の住む地とアイヌの住む地の境界にあたり、番所（関所）を設置したとある。昭和

31年に大字が廃止され、現在の山越となる。また、山越内関所跡は、国道5号線沿いの旧山越小学校

敷地内に所在している。

山越2遺跡は八雲町の市街地から南へ約10km、標高30～40mの舌状に延びる海岸段丘上に位置し、

内浦湾を望める風光明媚な場所にある。遺跡の西側を境川、東側を無名の沢に挟まれ、南東側には農

道（通称ミルクロード）が走っている。調査区は現在まで畑地として使用されていた所である。旧河

道の縁辺部にはアイヌ語地名の起源となった栗の大木が繁茂し、 当時の様子を残している。 このあた

りには、第二次世界大戦当時軍隊によって幾本もの電柱が立てられたとのことであり、調査の結果

でも1.50×0.60m程の長方形の士坑が3カ所検出された。また、そのうちの2カ所の坑底からは電柱

と思われる柱状の木の残片が確認されている。 （笠原）

2周辺の遺跡

平成12年11月現在、八雲町内では旧石器時代から縄文時代、続縄文時代、擦文時代にかけての75ヵ
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八雲町 l l1越2遺跡

所の遺跡が登載されている。縄文時代を主体とする時期の複合する遺跡が8割以上を占め、その多く

が内浦湾に面した標高約20～40m、高いところでは標高約80mの海岸段丘上に立地する。特に市街地

の南側を流れるハシノスベツ川から野田生地区にかけての約7kmの間には31カ所もの遺跡が連綿と

連なっており、海岸段丘上の全域が遺跡と言っても過言ではない。浜松地区にあるコタン温泉遺跡は

ビユウヒ川左岸の標高21m～34mの段丘上に立地する遺跡で、昭和62年(1987年）から5カ年にわた

り調査が行われ、縄文中期から後・晩期にかけての多数の住居跡、士曠、貝塚等の遺構と55万点にも

のぼる遺物が検出されている。 （三浦・柴田1992)。野田追川以南では落部、栄浜地区にかけての海岸

沿いに10ヵ所の遺跡が点在する。

町の最も南側、森町との境を流れる茂無川左岸の段丘上には縄文前期後半から続縄文時代にかけて

の大規模な集落跡である栄浜1遺跡がある。昭和56年（1981年）以降4度の調査が行われ48万点にも

のぼる多量の遺物および多数の遺構が検出されたもので、最終面積は100,000㎡前後にも広がると予

想されている （三浦・柴田1981)。八雲町の北部では、 山崎川と長万部町との境界であるルコツ川に

かけて発達する標高30m～40mの海岸段丘上に山崎4遺跡、 シラリカ2遺跡（北埋調報142)をはじ

め13カ所の遺跡がある。内陸部では遊楽部川上流の上八雲地区に発達した標高60～70mの河岸段丘上

にIH石器時代の遺跡群のあることが古くから知られている。 ':I!流域の春日地区の河岸段丘上にも1カ

所確認されている。 この他市街地の西側を北流する （遊楽部川の支流である）砂薗部川によって形成

された標高10m～14mの平坦な扇状地上に4カ所の遺跡がある。 これまで調査された遠跡の一部につ

いて概要を以下に記した。

l l l石器時代の遺跡では、八雲ll1]-の市街地から11kmほど離れた遊楽部川上流の上八雲、富咲地区の

標高60～70mの段丘上にある大関校庭遺跡、上八雲1遺跡、富咲遺跡、上八雲2遺跡、ナンマッカ遺

跡上八雲4遺跡、上八雲5遺跡、上八雲6遺跡の8カ所が確認されている。遺跡は遊楽部川を挟み

互いに直線距離にして2.5km程の狭い範囲に点在している。

縄文時代早期の遺跡では貝殻文、条痕文・沈線文士器がl1 1崎1遺跡・八雲3遺跡・浜松2遺跡・大

新遺跡・栄浜1遺跡・コタン温泉遺跡から出土している。山崎1遺跡からはキャリパー状の器形をも

つ物見台式が出土している （三浦1980. 1984)。

縄文時代前期の遺跡ではコタン温泉遺跡があり、 ｜'l筒下層b式、 c式相当の土器が出土している。

当センターが調査を実施した山崎5遺跡ではb～c式相当の住居跡が、栄浜1遺跡では円筒下層式d

式期の住居跡が5軒検出されている （三浦・柴田1987･1998)｡

縄文時代中期に入ると遺跡は多くなり、八雲|{1]内の9割以上の遺跡から円筒土器上層式が検出され

ている。栄浜1遺跡は中期後半を主体に前期後半から中期末葉の煉瓦台式に至るまでの大集落が形成

されている。住居跡は200軒にのぼり、墓を含む土曠は500基を上回る。平成9年度の調査では軽石

を加工した「家形石製品」が出土し、縄文時代の住居の形態を伝える遺物として注目を集めた（三浦・

柴田1998)。また、平成10年度から3カ年に渡って当センターによって調査された111崎4遺跡も今年

度で調査を終了した。その結果、 中期前半を主体とする竪穴住居跡24軒、土曠111基等が検出された。

(北埋調報162)

純文時代後期の遺跡では、 コタン温泉遺跡からトリサキ式、大津式、 白坂3式期に属する住居跡が

10数軒と墓を含む多数の土壌等が検出されている。 このほかにも堂林式期の資料も少量出土している。

縄文時代晩期を主体とする遺跡は少なく、台の上遺跡、 lll越5遺跡で大洞C2式、A式がある。

続縄文時代の遺跡は18ヵ所を数える。なかでも山崎1遺跡では昭和20年代後半には恵山式期の完形

土器が幾つも採集される程の良好な遺跡であったらしい。 （柴旧1991)｡

擦文時代の遺跡には熱田川左岸のトコタン2遺跡、 シラリカ川左岸のシラリカ遺跡がある。 （笠原）
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Ⅱ遺跡の位置と環境

表Ⅱ－1 八雲町内の遺跡一覧

立地（ ）内標尚 時期 文献・備考遺跡名 登載番号図番号 所在地

奥津|ﾉ1川右岸の海岸
段If （標高8～20m）

続縄文 採染資料あり。柴Hl （1991a）オクツナイ遺跡 浜松1， 31， 39ほかB－16－11

ボン奥津内川左岸
の海岸段丘

中期・後期・続縄
文

U]川（1956）のトコタン遺跡C地点トコタン1遺跡 熱田44ほか２ B 16－2

海岸段丘（20～28m） ! ' 1期浜松l遺跡 浜松259ほか3 B－16－4

昭和35年調査の大関遺跡。吉崎（1961) 、三浦・柴
｢｢I （1993）

遊楽部川河岸段丘
(70～75m）

大関校庭遺跡 |H石器上八雲296ほかB－16－51

シラリカ3遺跡 騏岩98， 326 海岸段丘（25～40m）5 B－16－6

遊楽部川河岸段丘
(70～80m）

昭和35年.39年調査トワルベツ遺跡。吉崎（1961）上八雲1遺跡 旧石器上八雲286ほか6 B－16－7

遊楽部川河岸段11

(60～65m）
富咲遺跡 富咲164ほか 旧石器

【
ｆ B－16－8

ブュウヒ川左岸海
岸段丘（21～34m）

早期～晩期・続縄
文

浜松281コタン温泉遺跡 三#巾・柴田（1992）B－16－98

砂蘭部川扇状地の
扇央（32m）

早・中．晩期・続
縄文

大新遺跡 大新47ほか 三浦・柴田（1997. 1998a）9 B－16－lO

' 1 1越1遺跡 山越434-1ほか 海岸段丘（30m） ! ' '期10 B－16－ll

三浦(1980･1984)採集資料あり。
柴111 （1991a・ l991b）

早期～晩期・続縄
文

111崎l遺跡 山崎154ほか 海岸段丘（20～40m）11 B 16 l2

野11 |辿川の河岸段
｢f （15～20m）

中期～晩期・統縄

文
台の上遺跡 東野505ほか 三浦（1987）

1m

L畠 B－16－13

砂蘭部川の扇状地
(l()、）

八霊1遺跡 出雲町40．41 ．42 中期・晩期B－16－l413

シラリカ川河岸段
丘（5～10m）

シラリカ遺跡 統繩文・擦文 採集資料あり。柴川（199lb）黒岩100ほか
1．

14 B－l6－l5

野川迫川右岸の河
岸段丘（4()、）

小金沢通跡 束野625ほか 中期15 B－l6－l6

浜' ' 1 1遺跡 落部470ほか 海岸段庇（14～15m） 続縄文 昭和34年． 37年,洲査の落部遺跡。桜井（1961 . 1964）16 B 16－l7

野I } l追川の河岸段
丘（60～65m）

桜野l遺跡 桜野25-1ほか 中期17 B－16－18

遊楽部川河岸段17

(85m）
上八雲2遺跡 上八雲334ほか '1]石器18 B－16－l9

遊楽部川の河峠段
丘（30～50m）

'､シノスベッ遺跡 大新72-3ほか 中期19 B 16－20

酒屋川左岸海岸段
丘（20～30m）

元1 11牧場遺跡 浜松105ほか20 前期． 『' 1期 '1岬'132年調査の元山遺跡。川川（1958）B－16－21

砂M部川の扇状地
(20～28m）

八雲2遺跡 相生町116ほか 晩期ワ1
=4 B－16－22

中期・続縄文・擦
文

トコタン2遺跡 熱田17ほか 海岸段丘（17～38m）22 昭和42年．55年調査の熱田遺跡。武内・山| } I （1968）B－l6－23

トコタン4遺跡 熱田105-1ほか 海岸段丘（25～45m）
の、

畠0 B－16－24

ブュウヒ川右岸海
岸段丘（20～30m）

浜松2遺跡 浜松123ほか
旬~4

乙袈 B－16－25 早期～晩期 三浦（1989）三浦・柴田（1991）

浜松6遺跡 浜松214-220 海岸段丘（10～20m）
n戸

乙③ B－16－26

浜松3遺跡 浜松224ほか 海岸段丘（25～32m） 中期B 16－27Z6

トコタン川右岸の
砂I元

熱' 1 1 1遺跡 熱田223-1、 ‐2 続縄文
、ワ

ムイ B－16－28

鉄11 1遺跡 浜松517ほか28 海岸段丘（60m） 後期B－16－29

昭和49年町文化財調査員が所在確認調査。
三油（1984）

新牧場遺跡29 東野757ほか 海岸段丘（30,,） 後期B－16 30

遊楽部川の河岸段
丘（105m）

ナンマッカ遺跡30 上八雲252ほかB 16－31 旧石器 採柴資料あり。三浦（1984）

トコタン3遺跡 熱H162ほか31 海岸段丘（35m） 中期B 16－32

I塊無川左岸海岸段
丘（32～36m）

Iiij期～l晩191 ．続繩
文

三浦（1983 . 1998) 、三浦・柴' 1 1 （1986. 1987) 、柴
川（1991b・ 1995）

栄浜l遺別 栄浜92ほか$秘 B 16－33

遊楽部川左岸河岸
段丘（14m）

春日1遺跡 春H24ほかqq
LJJ 後期・晩期B－16－34

遊楽部川河岸段丘
(1()0m）

'二八雲4遺跡34 上八雲502-4. 6B－16－35 旧石器

遊楽部川河岸段丘
(60m）

~上八雲5遺跡｡］員
JJ 上八雲502-431B－16－36 旧石器

上八雲6遺跡
、ハ

OU lz八雲290-1ほか 独立丘（80m） | | |石器 採築尚料あり。三浦（1984）B－16－37

山崎川の河岸段丘
(17～25m）

前期・中期・続縄
文

1 1 1崎2遺跡37 山崎154ほかB－16－38

山|崎川左岸河岸段

丘（15～32m）
' 1 1崎3遺跡38 ' ' 1崎364ほか 前期. ！ ' 1期B 16－39
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八雲町山越2遺跡

立地（ ）内標間 文献・術轌遺跡名 箭俄番号 所在地 時期図番号

海岸段丘（38m）黒岩275ほか ' ' 1期黒岩1遺跡 B－16－4039

海岸段丘（40m）黒岩2遺跡 照岩261ほか 中期B－16－4110

砂蘭部川の扇状地
(14m）

早期・前期・晩期 三浦（1990）八雲3遺跡 三杉町26B－16－421］

海岸段丘（20～24m） |晩期・擦文浜松254ほか浜松4遺跡 B－l6 4342

境川右岸の海岸段
丘（20～30m）

平成11年・ ’2年度調査。 本報告書' 1｣越2遺跡 11 1越349ほか 中期～後期B－16－4443

境川左岸の海岸段
丘（32～34m）

山越4()21ほか 前期～晩期' 11越3遺跡 B－l6－4544

海岸段丘（30～39m）山越324ほか '' 1期' 1 1越4遺跡 B－16 46イE
fJ

野1 1 1生307ほか 海岸段丘（33～30m） I ' 1期野田生l遺跡 B－l6－4716

海岸段丘（34～39m） ''1期野田生2遺跡 野lH生355ほかB－16 4847

海岸段丘（25～37m）野川生394ほか 中期野田生3遺跡 B－l6 4918

野|Ⅱ生378ほか 海岸段丘（26～38m） Il 1期野田生4遡跡 B－I6－501Q
エゾ

海岸段丘（30～35m） 中期野' 1 1生303ほか野田生5遺跡 B－16－5150

野|+|辿川の河岸段
丘（70～75m）

' 1期.晩期桜野2遺跡 桜野.11-1ほかB－16－5251

野田迫川の河岸段
丘（80～85m）

I | '期・晩期桜野3遺跡 桜野22ほか52 B－16－53

海岸段丘（15～18m） 統縄文落部459ほか浜! i '2遺跡 B－l6－5453

海岸段丘（31m） 中期栄浜214ほか栄浜2遺跡 B－16－5554

三W|i ・柴田（1988）海岸段丘（14m） |iiI期～|晩期1 1 1越5遺跡 '11越475．47655 B－l6－56

海岸段丘（14m） 中期・続縄文 三浦・柴田（1988）山越6週跡 111越214．474 ． 475B－16 5756

早・後・晩期・続

繩文
海岸段丘（10～30m） 三浦・柴田（1995）浜松114-1ほか浜松5週跡 B－l6－58頁ワ

J1

前・中・晩期・続

縄文
海岸段丘（42～55m） 三i術・柴田（1998b）旭丘3-8ほか旭丘1遺跡 B－l6－5958

平成10 . 11年皮洲査。住｝｢I}跡1(） 土城20ほか。調査
継統

海岸段丘（25～45m） '71雌～後期1 1 1崎213-1ほか' ' 1崎4遮別 B－16－6059

ポンシラリカl遺

跡
平成11年度調査。土塘1焼土5ほか。調査継続海岸段丘（30m） 早期～後期黒瑞6921ほかB－16－6160

､|え成11年度調背。土塘2塊上lほか。 ，淵在継続肺期・ 【| 1期海岸段ITz （35～4()、）山|崎5辿跡 1 1 1崎195-1～4ほかB－16 626］

海岸段丘（45m） 前期・後期照岩245ほか製岩3遺跡 B－16－6362

シラリカ川左岸海

岸段丘（‘1()、）

早期～中lUl ・続縄
文

､'た成11年度調査。木報告書肌器289. 290ほかシラリカ2遺跡 B－l6－6463

山越399ほか山越10遮跡 B－16－6564

海岸段丘（30～45m）浜松273-1～5ほか浜松7遺別 B－16－6665

海岸段丘（50～60m）浜松280, 378ほか浜松8遺跡 B－16－6766

海岸段丘（30～50m）浜松302～305ほか浜松9遺跡 B－16－6867

海岸段丘（30～40m）山越471～473ほか1 11越7遺跡 B－16 6968

海岸段庇（30～40m）' ' 1越438-1, 440山越8遺跡 B－l6－7069

海岸段丘（20～35m）' 1 1越325～327ほか'11越9遺跡 B－16－7I70

海岸段{T二 （20～30m） 中期野' 1 1生434, 438野111生6適跡 B－l6 72弓1

イ上

後期・晩期・擦文海岸段庇（10～40m）東野遺跡 東野252～260B－l6－73
弓、

イム

海岸段丘（10～40m） ｢| '期栄浜3遺跡 襲浜240～242B－16 7473

栄浜269～274,河川

敬
海岸段I記（25～50m）栄浜4遺跡 B－16 757‘1

海岸段丘（35～50m）黙岩59375 黒器4遺跡 B－16－76
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

概要

調査区は標高30～40mで、東側に向かって緩やかに傾斜する台地部分と、南から北西に流れる旧河

道部から成る。遺構はこの台地上から沢の縁辺部にかけて検出された。

遺構は竪穴式住居跡、土坑、焼土、フレイク・チップ集中、集石、炭化物集中、柱穴状ピット、埋

設土器を検出し、土坑については墓の可能性があるものを「土曠」 とし、区別した。また、柱穴状ピッ

トについては組み合わせが認められるものについて「建物」 として扱った。

竪穴式住居跡は10軒で、縄文時代中期中葉のもの7軒が18ラインから西側の沢縁辺部から、後期初

頭のもの3軒は、調査区東側の台地部分から検出している。そしてH-3 ･ 4･ 6 ･ 9は縄文時代中

期中葉のⅢ群A－3類、H-7 ･ 8 ･ 10は中期中葉Ⅲ群A－2類、H-1 ･ 2 ． 5は縄文時代後期初

頭Ⅳ群A類の時期に構築されたものと考えられる。

土坑は30基検出し、沢縁辺部から縄文時代中期中葉の時期の竪穴住居跡周辺から見つかっている。

平面形には円形や楕円形のものがあり、浅い皿状のものから深さ約1.70mを計る大形のものまであ

る。土坑には土壌墓： 2基、貯蔵穴と思われるフラスコ状ピット ： 2基、用途不明の土坑が26基あ

るが、 この他に後期初頭のH-2HP-1についても残存脂肪酸分析により、土墳墓である可能性が

指摘されている。

焼土は17カ所検出され、 10カ所が台地部分で、他の焼土は沢縁辺部の住居の周辺で確認されている。

フレイク・チップ集中は台地部分で2カ所検出された。共に黒曜石のフレイク・チップ集中である。

炭化物集中も2カ所検出され、台地部分の南東側で1カ所、東端で1カ所見つかっている。

埋設土器1は土壌墓であるP-15に隣接して出土した。また埋設土器2はH-10の南隅から出土し

ている。遺物は各時期の土器、各種の石器等が出土している。特に住居跡の床面から、土器埋設炉や

石器等が出土し、時期や遺物の組成を知るうえで貴重な資料が得られている。 （笠原）

1 住居跡

H-1 (図Ⅲ－2 ･ 3、図版9－2， 10-1 ･ 2， 11-1 ･ 2， 55-1)

位置・立地 J-11 ･ 12

規 模3.17／274×3.08/2.67×0.44m

平 面 形円形

確認・調査平成11年度のトレンチ調査で確認された、平面が円形を呈する竪穴式住居である。

I層除去後、Ⅲ層上面でほぼ円形に堆積するKo-dの広がりを検出した。遺構である事が想定された

が、 11年度の調査期間の関係上本調査に懸かれないため、 トレンチによる確認調査を行った。その結

果、 V層のローム質土を掘り込んで造られた遺構である可能性が高いと判断された。

この段階で調査を終了し、次年度に本調査を行う事になった。今年度の調査は再度Ko-dの堆積す

る周辺の精査と除去から行った。

最も厚い部分で20cm程堆積するKo-dを除去した後、土層観察用のベルトを設定し掘り下げを行った。

約30cm掘り下げたところで、ほぼ円形に配置された石組み炉を確認し、その下位からは明瞭な住居跡

の床面を確認した。床面から出土した石組みは、住居の中央よりやや南東側に位置する。

平面形はやや不整な円形で、東側と北東側の壁面の一部が風倒木で壊されていた。
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物
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ⅡI 遺構と遺構出土の遺物

覆土は上下に大きく2つに区分できる。覆土上位はⅢ層の黒色腐植土、覆土下位はローム質土が混じ

る黒褐色土である。掘り込み面はⅢ層の中位から上位にかけてと思われる。壁の立ち上がりは急で、

床面は中央部にやや凸凹がある。 この窪んだ床面から僅かに焼土粒を確認した。

付属施設床面から検出した石組み炉に伴う明瞭な焼土や炭化物は確認されていない。また石組

み炉そのものからは明らかな被熱の痕跡が認められるものが7点あった。僅かに確認できた焼土粒につ

いては写真のみの記録にとどめているため、付属施設としての記録は行っていない。 ピットは7基検出

した。いずれも口径は約20cmで、HP-1･2･ 3･5･ 6はほぼ直立し、先端部は杭状である。HP-

4は壁柱穴で口径、深さ共に約20cmである。HP-7はやや浅く柱穴ではない可能性もある。

遺物出土状況床面からⅣ群A類が19点、剥片1点、すり石1点、石皿・台石3点、礫が24点出土

した。礫24点のうち11点は、石組み炉に用いられたものである。覆土中からはⅣ群A類が44点、石鍼

1点、石槍1点、すり石1点、砥石3点等が出土している。

時 期縄文時代後期初頭Ⅳ群A類の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 1は床面と覆土および包含層、 2 ． 3 ． 5は床面と覆土が接合し、 4は覆土中から

出土している。 1～5はⅣ群A類。 1～3は口縁部にタガ状の貼付けと無文帯を持つ。 口唇は角張り、

口唇上は磨かれ平坦である。縄文は貼付け後に施文している。 2， 3は同一個体の可能性が高い。 4

の口唇は折返し状で、 口縁端部から縦に貼付けをし､縄文施文後に貼付け上は竹管状工具の刺突によ

る円形文、竹管状工具による横方向からの刺突が加えられる。地文はLR縄文で、貼付け上の縄文は

地文と同じ原体による縦回転である。 （佐藤）

石 器6 ． 7はともに床面から出土したもの。 6はすり石4類。 7は石皿である。 (柳瀬）

H-2 (図Ⅲ－4、図版9－2， 12-1 ･ 2、 13-1 ･ 2， 14-1， 56-1)

位置・立地K･L-13･ 14

規 模3.01/2.70×2.62/2.37×0.42m

平 面 形隅丸方形

確認・調査台地部分のほぼ中央、Ⅳ層の上面で楕円形の落ち込みを確認した。包含層であるⅢ

層が耕作による削平を受けているために、漸移層のⅣ層での検出となった。遺構の覆土を想定し、土

居観察用のベルトを設定して周辺の精査とプラン確認のための掘り下げを行った。

確認面から30cm程掘り下げたところで明瞭な住居跡の床面と壁を確認し、住居跡と判断した。

覆土は主にⅢ層の黒色腐植土によって構成されるが、下位にはややローム粒が多く含まれている。

掘り込み面はⅢ層中と思われる。壁の立ち上がりは急で、床面は硬く締まるがやや凸凹がある。 この

床面部分のほぼ中央からやや大形の楕円形の落ち込みを検出した。 この落ち込みはHP-1として調

査を行った。長軸方向に向かって半裁し、覆土の堆積状況を確認しながら70cm程掘り下げたところで

ほぼ曠底面を確認することが出来た。覆土の堆積状況は明らかに埋め戻されており、プランの形状か

らも土壌墓が想定されたため、擴底直上と曠底面の土壌を採取した（第V章3図1）。採取したサン

プルは残存脂肪酸の分析を実施した。その結果、かなり高い値の高等動物に由来する脂肪が残存して

いた可能性が指摘されている （第V章3）。

付属施設HP-1のほかに、床面から小ピットを5基検出した。HP-3･ 5･ 6は口径が

約10～15cmでほぼ直立し、先端部は杭状である。HP-3が最も深く約30cmを計る。HP-2は壁柱

穴で、HP-4は坑底面に段がある。焼土等は検出していない。

遺物出土状況H－2の床面からⅣ群A類が5点、剥片1点、石Ⅲ．台石が1点出土した。HP-
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

1の覆土中からはⅢ群A－3類が3点、Ⅳ群A類2点、スクレイパーが1点出土した。HP-2の覆

土中からもⅣ群A類が2点出土した。H－2の覆土中からはⅣ群A類が18点、Ⅲ群A－2類が2点出

土している。

時 期縄文時代後期初頭Ⅳ群A類の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 1は覆土2層出土、Ⅲ群A－2類。口唇上に縄による刻みが加えられ、地文は羽状

縄文で結束1種である。 （佐藤）

石 器2は床面直上から出土した石皿。敲打で楕円形に整形される。 （柳瀬）

H-3 (図Ⅲ－5～11､図版14-2， 15-1 ･ 2， 16-1～3， 17-1～5， 18-1，56-2、57-1,

58-1, 59-1）

位置・立地N･0-22･23、台地部分の、河道に近い縁辺に立地する。

規 模5.03/4.43×3.38/2.82×1.13m

平 面 形隅丸長方形。

確認・調査 I層除去後のⅢ層下位付近で、 Ko-dと褐色のⅢa層の落ち込みとして検出した。

トレンチで床面を確認し、また、土坑P－3と重複しており、 これに切られていることを確認して、

掘り下げを行った｡H-3の調査中および調査後に、床面でP-28を、壁面でP-24を検出した。

P－3より古く、 P-24･28より新しい。東壁付近では、覆土は木根により覆土中層まで攪乱され

ており、また、南西隅付近は風倒木により攪乱されている。

覆土は主に埋め戻しと考えられ、大きく4層からなる。セクション図土層5 ． 4の上面において、

F-15･ 16の2カ所の焼土が形成されており、周囲には炭化物が多く分布していた。 これに伴って、

遺物がややまとまって出土したことから、埋没途中のくぼみを利用し、 F-15． 16を炉とした生活面

であると判断した。 この面では、柱穴などの他の付属施設は検出されていない。 P－3はこの生活面

の後に構築されている。土層2はほぼ純粋なロームの二次堆積層で、先述の生活面を覆っている。V

層の深部に見られる淡黄色ロームが混入していることから、深い遺構の掘り上げ土と思われ、重複す

るP－3のものである可能性もある。

なお、炭化物が多くみられた、床面直上・埋設土器内･HF2土層1の土壌を採取しフローテーシヨ

ン処理を行ったところ、少数の炭化植物種子を検出した。 これらについて同定を依頼したところ、ニ

ワトコ属の種子などが同定された（第V章4)。また、HF2土居1 ．F-16から採取した炭化物に

ついて、放射性炭素による年代測定を依頼したところ、補正値で4410±40, 4270±40の値が得られた

(第V章2)。 この値は、出土した土器からはおおよそ妥当な値と考えられるが、双方ともⅢ群A－3

類土器を伴うことから実際に2つの試料の差がこれほど開いていたとは考えにくい。

床面・壁面床面は平坦で、部分的に淡黄色ロームが露出している。立ち上がりは急で、壁はや

やひらく。

付属施設HF1･ 2と埋設土器を長軸上で検出した。HF1は地床炉で、床面のロームが弱

く被熱している。HF2と埋設土器は隣接している。HF2は、浅い掘り込みのある地床炉で、 ロー

ムが被熱した焼土の上を、炭化物を大量に含む黄褐色土が覆っている。埋設土器は、比較的大形の土

器の下半部を使用しており、上端は床面よりも若干低い。内部の埋土には、焼土や炭化物が大量に混

入しており、土器埋設炉と考えられる。HPは4カ所検出した。HP2はP－3の坑底および壁面で

検出した。規模・形態から柱穴と思われる。しかし、調査の終了後床面をさらに10cmほど掘り下げ、

また遺構外でも柱穴の検出に努めたが、ほかに明瞭な柱穴は検川できなかった。他のHPは、形態や

ワワ
ムI
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傾きから柱穴とは断定しがたく、また配置や対応関係も不規則である。

遺物出土状況床面からは、埋設土器のほか、南東の壁際から大形の土器の破片が出土した。南側

の壁際では、頁岩のドリル2点およびフレイクがまとまって出土し、またすぐ近くでたたき石2点が

出土した。北西角の壁際では、たたき石、すり石、砥石各1点と、 これらと同程度の大きさの礫がま

とまって出土した。

生活面とした土居4 ． 5の上面からは、 まとまって出土した1個体分のⅢ群A－3類のほか、すり

石、たたき石、石lⅢ、円盤状土製品などが出土している。覆土からは、Ⅲ群A-3類、Ⅲ群A-2類、

石鑛スクレイパーなどが、計1,300点ほど出土している。土器で一部、 P－3との接合がみられる

が、本来的にはH－3の覆土に属するものが流れ込んだものと考えられる。

なお、覆土の遺物についてはセクション面を利用して4分割し、南角から反時計回りにa ． b･ c ･

dと区画して取り上げた。また遺物の取り上げ層位については、取り上げ覆土1層がセクション図土

居1に、覆土2層が土層2に、覆土3層が土居3～7に、覆土4層が土層8～10にそれぞれ対応する。

時 期床面、生活面ともに、出土した土器から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－3類の時期

である。 （柳瀬）

掲載遺物：土器5は床面埋設土器、 1 ･ 17は床面、 18はHP3覆土、 32～36は覆土3層生活面出土、

その他は覆土出土及び覆土出土と周辺の包含層とが接合している。 6～11はⅢ群A－2類土器。 6 ．

7は台形状、 8は山形の突起部をもつ。 9は口縁部、 10は口縁部～胴部、 11はllil部である。 6は横位

の5条の粘土紐の貼付けと2個の小粒状の貼付けが施され、その下位に沈線文を施文する。口唇上は

縄の縦の刻みが加えられる。 7は1条の横位の貼付け、貼付け上及び口唇上は縄の縦の刻みが加えら

れる。 8は2条の横位の貼付け、貼付け上にはへう状工具による縦の刻みが加えられる。頂部は口唇

に沿って縄の押圧、 口唇上は縄の縦の刻みが加えられる。 9は折返し口縁で、地文はL縄文。小突起

の可能性がある。 10の中央の横位沈線文は波状文。 11はRL縄文附加条1種(L縄文附加2条）で結節

がある。 1～5， 12～19, 32～35はⅢ群A－3類土器。 1は肥厚し磨かれ面をもつ口唇上に沿って沈

線、突起頂部には縦の短刻線が加えられる。 口縁部文様は口縁に沿った2本の沈線文、胴部の2本の

沈線文により横位に、波頂部から垂下する2本の沈線文により縦に区画される。 2の口唇は肥厚し磨

かれ面をもつ。頚部に3本の横環する沈線文、波頂部下の胴部に渦巻き文がそれぞれ施され、 2本の

沈線文により連結されている。地文はR撚糸文。 3は大型の1111部～底部。残存率1/8である。 4は

小型の胴部～底部。 5は大型の胴部～底部。内面は底部から5cmほど赤化し、その上部8cmほどはター

ル状のコゲの付着がある。外面にもタール状のコゲの付着がある。 12～14は山形の波頂部、 15は口縁

部、 16～19は胴部。 12･ 13の口唇はやや肥厚し、 14は口唇に肥厚し磨かれた面をもつもの。 12の波頂

部には縄による3本の縦の刻み、 口唇上は地文と同じ原体による回転施文。 13の口唇上は縄の斜めの

刻み。 14は口唇上に沿って沈線、波頂部には渦巻き文と円形刺突。沈線及び刺突は竹管状工具による。

15は無文で、 口唇上に竹管状工具による斜めからの円形刺突。縦の擦痕が認められる。 17の地文はR

L縄文の結束2種19の地文はR撚糸文である。 32は肥厚し面をもつ口唇に沿って沈線、波頂部には

指頭押圧による円形文が加えられる。口唇は沈線施文後に磨かれる。 33．34は1111部で、 33には沈線が

施文される。 35は底部。 36はⅢ群A－3類土器の円板状土製品。両端から穿孔を試みているが、貫通

していない。地文はRL縄文。 （佐藤）

石 器21～23．25．27．28．30は床面から出土したもの、他は覆土から出土したものであ

る。 20は流紋岩製の石鐡未成品。 21 ･22は床面でフレイクとともにまとまって出土したドリル。いず

れも1類である。 23～25はスクレイパー、 23．24は1a類。 24は大形で、弧状の刃部をもつ。 25は両
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側縁に刃部をもち、左側縁は両面加工、右側縁は片面加工である。 26は両面加工石器。下端は原石

面で、未成紬の可能性がある。 27はたたき石。 2類で、端部と平坦面にも使用痕がみられる。 28．29

はすり石。 28は2類。 29は6類：北海道式石冠。緑色の凝灰岩製で、 にぎり部はごくわずかに敲打

で作り出される。 30は砥石。側縁にはたたき痕がみられる。 30は加工痕のある礫。安II1岩の板状角礫

の一端が打ち欠かれている。すり石5類：半円状扁平打製石器の未成品の可能性がある。

37～39は覆土3層の生活面から出土したもの。 37はたたき石1類。上下端にたたき痕がみられ、被

熱により変色している。 38はすり石4類。 39は石Ⅲ1．被熱しており、全周に変色．はじけが見られる。

（柳瀬）

H-4 (IxIⅢ－12～18、図版18-2， 19-1～4， 20-1～5， 21-1， 60-1、 61-1 ． 2， 62-1)

位置・立地0-24･25、河道部に近い、台地縁辺の緩やかな斜面に立地する。

規 模4.55/4.06×3.38/282×0.99m

平 面 形舟形に近い隅丸方形。

確認・調査周辺の包含層は、河道部分へ向かって薄くなっており、 I層除去後のⅢ層下位付近で、

Ko-dと褐色のⅢa層の大きな落ち込みとして検出した。 トレンチで床面を確認し、掘り下げを行った。

調査中に重複するP-17を確認しており、 これより新しい。H－6に隣接する。東壁付近は、覆土から

床面にかけて木根により攪乱されており、 また、北隅の部分では風倒木により一部攪乱を受けている。

覆土は、黄褐色系土・黒色系土・褐色系士などがおもに層状に堆積している。セクション図土居16は

黒褐色土で、上面で焼土F-17が形成されており、それに伴って遺物がまとまって出土したことから、

埋没途中のくぼみを利用し、 F-17を炉とした生活面と考えられる。 この面では、柱穴などの他の付属

施設は検出されていない。黄褐色系の土層1 ． 1 ‐は覆土として調査したが、H－4およびP-17を覆っ

ており、掘り上げ土と思われる。 ｜司じく黄褐色系の土層7 ． 8 ． 9も|司様に掘り上げ土と思われる。

なお、埋設土器内の焼土についてフローテーション処理を行ったが、 同定可能な炭化植物種子は検

出されなかった。

床面・壁面床面はやや凹凸があり、部分的にv層に含まれるクッタラ起源の降下軽石と思われ

る黄褐色砂が露lllしている。壁はやや急に立ち上がり、壁は開く。

付属施設床而で、HF1および埋設土器1 ． 2を検出した。いずれも長軸上に位置する。H

F1はV層に含まれる黄褐色砂が被熱する地床炉である。埋設土器1は底部付近のみを利用しており、

内部には焼土が形成されていることから、土器埋設炉である。埋設土器2はHF1と埋設土器1の間

に位置している。床而のレベルでは、図示した右端の2点が床面に突き刺さった状態で検出された。

半蔵したところ、径20cmほどの掘り込みと、その内部に、上下・表裏が不規則に重なった土器片26

点を確認した。埋設土器1と同一個体の口縁部であることから、炉には使用されなかった破片が一時

保管のために埋められた可能性などが考えられる。なお、床面においては、他の調査の終了後、更に

10cmほどを掘り下げ、 また遺構外でも柱穴の検出に努めたが、柱穴等は確認できなかった。

遺物出土状況床面からは、 2カ所の埋設土器のほか、東側壁際から小形の完形土器が横倒しの状

態で出土しており、いずれもⅢ群A－3類である。石器は、すり石、小形の石Ⅲもしくは台石の可能

性があるものなどが出土してる。また、南側の壁際では、長径5～6cmの礫が16点集中して出土した。

すべて安山岩のl '1礫あるいは亜円礫である。形状は一定していないが、 グラフで示したとおり、長径

5～6cm、短径4～5cm、重さ70～1009と、大きさおよび重さは非常に近似している。

生活面とした覆土4層では、Ⅲ群A－3類土器が3個体分出土している。 うち1個体は、 F-17の
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lmほど北側から、つぶれた状態でまとまって出土したものである。また、ⅢA－2類はP-17から

流れ込んだものと考えられる。石器は、スクレイパー、たたき石1点、すり石12点、砥石3点、石皿・

台石3点などが出土している。

このほか覆土から、Ⅲ群A－3類、Ⅲ群A－2類、石鍼1点、 スクレイパー2点、たたき石、すり

石、石皿・台石などが各層から、計1,000点ほど出土している。石皿は、大形のものが3点出土して

いる。セクション図土層24の上面では、Ⅲ群A－3類l個体が、内部に礫が入った状態で、横倒しの

状態でつぶれて出土した。土器の一部でP-17との接合がみられるが、本来的にはP-17に属するも

ので、H－4の埋没過程で流れ込んだものと思われる。

なお、覆土の遺物についてはセクション面を利用して4分割し、南角から反時計胆lりにa･b･ c ･

dと区画して取り上げた。また遺物の取り上げ層位については、 中心部の層状に堆積する部分を中心

に調査を始めたことから、若干逆転する部分があるが、取り上げ覆土1層がセクション図土層1 ．

1 ＝ ・ 2に、取り上げ覆土2層が本来はⅢb層である土居3～5に、主に掘り上げ士の覆土3層が土

居6～9に、生活面とした覆土4層が土居16～18に、床面を覆う覆土5層が21～26に、覆土6層は土

層20に、覆土7層～9が11～14層にそれぞれ対応している。

時 期床面、覆土中の生活面ともに出土した土器から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－3類

の時期である。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 1 ･ 4･ 6 ･ 7 ･ 10･ 14･32は床面及び床面直上、 2は埋設土器1 ･ 2， 22は覆土

中生活面、 31 ･33はF-17 (覆土中生活面の地床炉)、その他は覆土中から出土した。 4～13, 25～30

はⅢ群A－2類。 4～8は突起部。 4は突起頂部及び突起下に縄の押圧のある貼付けが施され、 口唇

上は縄の斜めの刻み。突起部の円形の貫通孔は焼成前に加えられる。 5の口唇上は、突起に向かい右

側ではへラ状工具の、左側では縄による縦の刻み。地文は羽状縄文で結束1種。突起部の円形の貫通

孔は焼成前に加えられる。 6～8の口唇上は縄の縦の刻み。 6の突起部には刻みはみられない。 6 ．

7には、 8の突起部にみられる円形の貼付けが剥離した痕跡が認められる。 8と10は図作成後接合し

た。 9の地文は魚骨回転文で、原体はニシンの椎骨と考えられる。口唇上の円形文は、 トゲ状の突起

があり、椎窩（椎骨の関節面）によるものと考えられる。 11は胴部。 12･ 13は底部で、Ⅲ群A－3類

の可能性もある。 25～29は突起部及び口縁部。 25は突起部下に横位と縦に断面半円形の貼付け、突起

部から垂下する沈線文の途中に短い横位の貼付けがある。沈線文は、 口縁部下を巡るもの、胴部を横

環するものがあり、突起部から垂下するものにより縦に区画される。その区画内は、横走、斜行する

もの、ハの字、 L字と見られる沈線で充填される。隣り合う区画内の充填文は異なっていると思われ

る。口唇上は縄による縦の刻み。 30は胴部で、 3本組の沈線で区画され、区画内に2本組の沈線によ

るL字の充填文がみられる。 25･26･30は同一個体の可能性がある。 28は口唇上に縄の縦の刻み、突

起部はへう状工具による刻みが加えられる。突起中央には貫通孔があった可能性がある。 29にはへ

う状工具により細い弧線文が施文される。 1～3， 14～19, 22～24はⅢ群A－3類。 1は3つの波頂

部をもつ。肥厚し面をもつ口唇に縄の斜めの刻みが、波頂部には円形に縄の押圧が加えられる。沈線

は2本組で、 口縁部に沿って横環するものと3つの突起間に凸レンズ状に三単位施文されるものがあ

る。 2は、 口縁部～胴上部と底部～胴下部は地点を異にして出土したが、同一個体と判断した。胴部

中央がまったく欠落しており、接合していない。肥厚し磨かれ面をもつ口唇上に縄の斜めの刻み、波

頂部に3本の粘土紐の縦の貼付けが加えられる。地文はRL縄文で、結節が一部にみえる。底部から

3cmほど赤化し、その上部はタール状のコゲの付着があるが、外面には見られない。 3は縦長でlllil部

上半が内湾する器形である。 3つの小突起をもち、 口唇上は磨かれ、無文である。 14から16は波頂部
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1 :赤褐色土(5YR4／8）

しまり堅､粘性鮒。

V層の砂が被熱。

a37， 20m~ a

~ノ

炭化物わずかに混じる､ ﾛｰﾑ塊状に混じる。

13:黒褐色上(]OYR3／2） しまりしよう、粘性瞳l lo

14:黄褐色土(2.5Y5／6) しまりしよう､粘性胆1 1．ﾛｰﾑ主体。

15：明赤褐色焼土(5YR5／6)(F l7） しまり堅、粘性中。 16層が被熱している。

16：黒褐色上(10YR3／1） しまり軟、粘性中。炭化物、 ローム粒多く混じる。

17 ： I|音褐色上(10YR3／2) しまりしよう､粘性中。

炭化物少堂混じる、 ローム粒多く混じる。

18:黒褐色土(25Y3／2） しまり堅､粘性中｡ﾛｰﾑ粒混じる。

の1cm程の火山灰?混じる。

19： | |間灰黄褐色土(2,5Y4／2） しまりしよう、粘性中。 ローム粒状混じる。部分的に固くしまる。

20;黄褐色土(2.5Y5／4） しまりしよう､粘性中。 ローム粒状に混じる。

21 ;にぶい黄褐色土(lOYR4／3） しまりしよう、粘性中。炭化物、 ﾛｰﾑ粒多量に混じる。

22 :灰黄褐色k(lOYR4／2) しまり堅、粘性中。 ﾛｰﾑ塊状に多く混じる。

23 :明黄褐色'二(]OYR6／6) しまり堅､粘性中。 ローム主体。

24 :にぶい黄褐色土(lOYR4／3） しまり軟､粘性中。 ﾛｰﾑ粒多く混じる。

25：黄褐色上(2.5Y5／4） しまり軟、粘性中。ローム主体。

26：暗灰黄褐色上(2.5Y4／2） しまりしよう､粘性中。

H-4 (1 )

苗褐色土(25Y5／6） しまり軟､粘性中｡ V屑のﾛｰﾑ主体で､褐色上が多く混じる。

: Iのﾛｰﾑ+黒褐色上(10YR3／2） しまり軟､粘性弱。

暗褐色土(10YR3／3） しまり軟､粘性弱｡ ﾛｰﾑ細粒混じる。

の2cm程の二次堆就Ko－g(?）混じる。

黒色士(10YR1.7／I) しまり軟､粘性中｡Ⅲ肘相当。

照褐色t(lOYR3／2） しまり軟､粘性中｡ ﾛｰﾑ細粒混じる。

黒褐色土(2.5Y3／2） しまり軟､粘性弱。 ﾛｰﾑ粒混じる。

褐色上(l0YR4／6） しまり軟､粘性堅｡ ローム粒､ﾌﾛｯｸ多く混じる。

明黄褐色土(lOYR6／8） しまり軟､粘性中。

V層のﾛｰﾑ主体で､黒色~褐色土が少撞混じる。

7のﾛｰﾑ+暗褐色土(10YR3／3） しまり堅､粘性弱｡炭化物少働混じる。
7のﾛｰﾑ＋黒褐色土(l0YR3／2) しまり堅、粘性中。

黒褐色土(l0YR3／2） しまりしよう､粘性rI 1．

炭化物わずかに混じる｡ ﾛｰﾑ細粒混じる。

にぶい黄褐色士(10YR4／3） しまりしよう、粘性中。

炭化物わずかに混じる､ ﾛｰﾑ粒混じる。
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ⅡI 遺構と遺構出土の遺物

及び口縁部である。 14の波頂部は大きく肥厚し、下からと左右からの貫通孔により橋状になる。肥厚

し磨かれ面をもつ口唇上は、 口唇に沿って沈線が施文される。 15は丸みを持った波頂部。地文の縄文

は横走する。 口縁部がやや開きぎみで胴部も丸みを帯びている。Ⅲ群B類の可能性もある。 16は無文

土器。口唇上は磨かれる。外面には縦の細かな擦痕がある。 17は無文土器の胴部で、外面には縦の細

かな擦痕がある。 16･ 17は|司一個体の可能性がある。 18･ 19は底部。 22は肥厚し磨かれ面をもつ口唇

上に沿って沈線。突起頂部は渦巻き文で、突起間で一度止め、また引き始める。剥離が多く文様帯の

詳細は不明な部分が多いが、 2本組みの沈線で口縁部を2段に区画し、 さらに縦位の沈線で縦に区画

したのち、斜位、弧状の沈線が加えられる。最後に胴上部の横位の沈線で区画している。 23は小型で

縦長口縁部が強く外反する器形。地文は横走するL縄文で、なで消されている。 口唇上と内面は磨

かれる。 24は中型の上げ底の底部。地文はL縄文で、なで消されている。 （佐藤）

石 器20は覆土から出土したスクレイパー1a類。 21は床面から出土したすり石5類：半

円状扁平打製石器。被熱して変色している。

38～43は覆土中の生活面から出土したもの。 38は石鎌。 2a類で、玄武岩製。 39はスクレイパー1

a類。腹面に刃部加工がみられ、刃部の裏側にあたる背面左側縁付近に光沢がみられる。 40はたたき

石3類。背面の使用痕は播鉢状にくぼむ。端部にも使用痕がみられる。 41 ．42はすり石。 41は2類で、

腹背両面にたたき痕もみられる。 42は5類：半円状扁平打製石器。 43は石皿である。 （柳瀬）

長さ(cm) 床面礫集中長さ･重さ床面礫集中長さ･幅長さ(cm)
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H-5 (図Ⅲ-19～21、図版22･23， 63)

位置・立地H･ I-11、台地上のH－1近くに位置する。

規 模3.80/3.15× (3.31)/(2.58) ×0.29m

平面形・形態楕円形

確認・調査Ⅳ層上面で確認した。Ⅲ層上面の調査時にⅡ層の落ち込みがいくつか見られたが、

いずれも不整な平面形を呈していたため風倒木痕と考え、W層上面まで掘り下げた。その段階で楕円

形の黒色士の落ち込みとして確認した。覆土を掘り下げると床面近くで焼土粒及び炭化物粒混じりの

土層(覆土5 ． 6層)がみられた。覆土5 ． 6層は葺土が焼け落ちたことによって形成されたと考えら
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4a :にぶい黄褐色土(lOYR4／3） しまり軟､粘性弱。Ⅳ+V＞Ⅲ(ﾌﾛｯｸ状）

4b :暗褐色士(I0YR3／3） Ⅳ+V>Ⅲ(ブロック状）

5 ;極暗赤褐色上(5YR2／3) 粒子細かい、 しまり軟､粘性弱。

炭化物粒の2~4皿、焼土粒の2~6mm含む。

6 ：暗赤褐色土(5YR3／3） 粒子細かい、 しまり軟、粘性弱。

炭化物粒の2~4Ⅱ皿､焼'二粒の2~6mm含む。
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2 : '1音褐色土(lOYR3／4) しまり軟､粘性弱｡Ⅲ＋Ⅳ+V (Ⅲ､ Ⅳ､ Vﾌﾛｯｸ状）

H－5HP2

1 :暗赤褐色土(5YR3／3） 粒子細かい､ しまりしよう､粘性弱｡

焼土粒の2～4m､炭化物粒の2~6m多く含む｡

H－5HFl

l :極暗赤褐色焼土(5YR2／3） 粒子細かい、 しまりしよう､粘性弱｡

焼土粒の2～6m､炭化物粒の2~4m含む｡

2 :暗赤褐色焼土(5YR2／4） 粒子細かい､ しまりしよう､粘性弱｡

焼土粒の2～6m、炭化物粒の2～4m含む。

3 :極暗赤褐色焼土(5YR2／4） 粒子細かい､ しまりしよう､粘性弱｡

焼土粒、炭化物粒、 lと同じ。

図Ⅲ-19 H-5 (1 )

l :暗褐色土(lOYR3／3） 粒子細かい､ しまり軟､粘性弱。

i 37． 4Om i ． 」 37~ 40m j′

HP7
HP8

－r－ －マーマー

l :にぶい黄褐色土(lOYR4／3） 粒子細かい､ しまり軟､粘性弱。
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

れ、焼失家屋の可能性がある。土居の堆積状況は自然堆積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

床面・壁面床面はほぼ平坦で、壁面は風倒木痕により一部壊され不明な部分もあるが、全体的

になだらかに立ち上がる。

付属施設HF1は床面で確認した。石囲炉で、長軸と主柱穴の交点上に位置する。浅く掘りく

ぼめた後、石を組んでいる。石組み中にはすり石を転用したものが1点みられる。HP2･ 3は、焼土粒

及び炭化物粒を多く含む。HF1に伴う、灰を捨てておく施設などが想定される。HP2の使用時には、

石囲炉の石組みの状況から、HP3は使用されていない。HP1， 4～8の6本が柱穴である。主柱穴は

HP5～8の4本組みで、HP1はそのほぼ中央に位置する。HP-1は掘り方を伴う可能性がある。

遺物出土状況床面及び6層中からⅣ群A類土器1個体、すり石1点、台石1点、大形の礫1点が

出土した。

時 期縄文時代後期初頭、Ⅳ群A類の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器 1， 2は床面出土のⅣ群A類。 1の口唇は角張り、 口唇上は磨かれ平坦である。地

文は下部から上部に施文され、RL縄文で縦と横に施文方向をかえ、大きな羽状縄文にしている。 2

は胴部で、 口縁部付近の可能性が高い。 タガ状の貼付けと無文帯を持つ。地文は羽状縄文で、貼付け

後に施文している。 （佐藤）

石 器3はすり石5類：半円状扁平打製石器。比較的小形のもので、石組みに転用されて

いる。 4は覆土から出土した石Ⅲ。被熱によるはじけが見られる。 （柳瀬）

H-6 (図Ⅲ－22･23、図版24-1･ 2， 25-1 ･ 2， 64-1)

位置・立地O･P-26

規 模一／－×－／－×0.87m

平 面 形楕円形？

確認・調査河道部北東側に位置し、調査区外に一部かかる。Ⅳ層の上面で確認した。Ⅲ層まで

耕作による削平を受けているために、漸移層であるⅣ層で検出した。Ⅳ層上面において半円形の落ち

込みを確認した。遺構を想定し、土居観察用のベルトを設定して掘り下げた。確認面から約30cm程掘

り下げたところで明瞭な住居跡の床面と壁の立ち上がりを確認し、住居跡と判断した。覆土は主に黒

色士とローム粒が斑状に混じった褐色土によって構成される。掘り込み面はⅢ層中と思われる。壁の

立ち上がりは急で、床面は硬く締まりほぼ平坦である。東側の壁際の床面直上から土器の集中を確認

した。調査区外にかかるメインセクション観察中に、床面に埋設土器の一部が露出している事が確認

されたため、急違調査範囲を拡張した。 この土器は住居の中央よりやや北東側に埋設されていた。

これを取り上げた後、再度床面を精査したがピットおよび焼土は確認できなかった。

付属施設埋設土器1基の他は検出していない。

遺物出土状況床面からⅢ群A－3類が229点、土製品1点、すり石1点等が出土した。覆土中か

らもⅢ群A－3類が176点出土している。

時 期縄文時代中期中葉Ⅲ群A－3類の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 1 ･ 5 ･ 8 ･ 12･ 13は床面出土。 2は床面埋設土器。 10は床面と覆土1層が接合し

ている。その他は覆土中出土。 l1はⅢ群A－2類。大型の器形で、突起部の根元である。貼付けが加

えられている。 1～10． 12はⅢ群A－3類。 1は胴部が丸みを帯び、 口縁部が外反する器形。磨かれ

面をもつ口唇上は、 口唇に沿って沈線が施文されるが、突起部にはみられない。突起部外面には3本

の縄の縦の押圧。直線的な2本組の沈線文で、頚部、胴部、底部近くを横方向にほぼ等間隔に上下2
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段に区画し、上段は3本組の縦の沈線文が5単位ある。下段は2本組の山形の沈線文が6単位連続し、

鋸歯状になる。上段の縦の沈線文は残存する突起から垂下しているものを中心に等間隔で3等分した

後その間の2カ所をさらに等分していると考えている。残存状況と区画単位の想定から突起は3つ

の可能性がある。 2は波頂部が欠損している。口縁部は土器埋設炉として使用されていたため、脆弱

で、摩滅が著しい。磨かれ面をもつ口唇上は、縄の斜めの刻みが加えられている。内面は口唇下2cm

を除き、 タール状のコゲの付着がある。 3～7， 9は口縁部。 3の口唇は角張り、 口唇上は縄の回転

施文である。沈線文は半裁竹管状工具の内面による2本1組。口縁部に沿ったもの、円形（うずまき？)、

縦横のものがある。 4の磨かれ面をもつ口唇上は、棒状工具により斜めの刻み。 5の肥厚し磨かれ

面をもつ口唇上は、縄の回転施文である。 6は口唇で強く外反し、 口唇上面に面をもつ。上面は縄の

回転施文である。 7の口唇上は縄文の回転施文。 10は胴部で、沈線文は2本1組で半裁竹管状工具の

内面で施文している。文様は横位の区画文、ルーフ°状、弧状のものがある。 12は底部。 13はⅢ群A－

3類の円盤状土製品で、地文はRL縄文である。 （佐藤）

石 器14． 15はいずれも床面から出土したスクレイパー。 14は1a類。 15は1b類で、背

面の下端部および左側縁に光沢がみられる。 （柳瀬）

H-7 (図Ⅲ－24･25、図版26･27， 64-2)

位置・立地L･M-22･23．河道部に面した台地上縁辺部の緩やかな斜面。

規 模4~68／435× (3.50)/(3.31) ×0.57m

平面形・形態楕円形

確認・調査耕作による撹乱がⅣ層まで及び、表土除去後のV層上面で、楕円形の黒色土の落ち

込みとして確認した。覆土中に焼土粒及び炭化物粒混じりの土層（覆土2層）がみられた。覆土2層

は葺土が焼け落ちたことによって形成されたと考えられ、住居跡のほぼ全面にみられることから、焼

失家屋の可能性が高い。 2層中には2～3cmほどの礫が集中していた部分が2ケ所見られた。 4層は

貼床と考えられる。土居の堆積状況は自然堆積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

床面 ・壁面床面は斜面に沿ってやや傾斜するが、ほぼ平坦である。壁面はなだらかに立ち上がる。

付属施設HF1は4層（貼床）上面で確認した。掘り込みのある地床炉である。覆土1 ･ 2

層中に1～2cmほどの礫を含む。柱穴はHP1～11で、主柱穴はHP1～7である。 8本組みと考え

ると、HP2に対応する主柱穴はP-26の覆土中で確認できなかった可能性がある。HP8からl1は

外柱穴と考えられる。

遺物出土状況床面から遺物は出土していない。HF1の覆土2層からⅢ群A－2類土器1点、覆

土から礫98点、礫剥片1点、HP1の覆土1層中からつまみ付きナイフ1点出土した。覆土3層か

らⅢ群A－2類土器4点、 Ⅲ群A－3類土器1点、剥片1点、覆土2層から剥片1点、礫集中を中心

に礫132点出土した。

時 期縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：石器 1はHP1覆土から出土したつまみ付きナイフ1c類。流紋岩製である。 （柳瀬）

H-8 (図Ⅲ－26･27、図版28･29， 64-3)

位置・立地K-20･21。河道部に面した台地上縁辺部。

規 模 （4.68）／（4.52） ×3.42/3.18×033m

平面形・形態楕円形
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

H－7

1
35． 99 Hp10 ･35. 94

衝，“qK q7・
uup 、0 F

５７

３２

５
｜ 、35~ 90

，1
⑯I

HP8
35

"''-a) .",,刈

-片 )5． 54

-h"

HP1 1／

呈

j娑気
、、HP9

。”
”0， 〉

12
66

5 8

”,｜'ツバ6. 03 ･35. 94
15． 8

35~ 89./些・・
HP7

O!$』
)5． 62

／

H 1 月
U■ 』 U

5‘ 6 1

］

豆〆〆

,35． 85
、

P-26

35． 8035． 9 ‘1
35． 93 5 9 136

P－30川

一

Ｆ

閉

り36 ， 0 1
｛

ｌ
一
昨

HF1

15， 68

慾" “
H

－－

《‘
、，航，，

"d:

35． 75

、~－－

95０９

９

５

９

３36 21 N
36． 23

35
' 5． 99

℃一
庵
◎
畑
獅

卜

▽

３
揃

35． 80

3 1

、~

、、.36. 1 6 6. 1 0 HP4/b

。36. 1 1.

35． 79
／

620

16． 39

寸耐2，
15． 99

08
川. 34

｜
洲

－
６

３ 36， 32

’36． 4 1

畝

16． 29
}6． イ6

36． 2 136． 35

0 1.m

ざ
a36． 60m~

HP8

b'

b36‘ 60，~

トレンチ
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1 :にぶい黄褐色土(l0YR4／3） しまりしよう､粘性弱｡V>1V＞Ⅲ 1 ：暗赤褐色焼土(5YR3／4) しまりしよう､粘性高め｡

2a ：暗赤褐色土(5YR3／3） しまりしよう、粘性弱。小礫部分的に含む。 焼土粒の2～4mm，炭化物粒の2～6皿ﾉ1,礫含む。
焼土粒の2~10mm含む､炭化物粒①2～10mm多く含む｡ 2 :暗赤褐色焼土(5YR3／2） しまりしよう､粘性高め｡

2b ;暗赤褐色土(5YR3／6） しまりしよう､粘性弱｡小礫部分的に含む｡ 焼土粒の2～4m多く含む、炭化物粒の2～6皿小礫含む｡
焼土ﾌﾛｯｸ状。 3 :にぶい赤褐色焼土(2.5YR4／4） しまり堅､粘性弱｡

3 ;暗褐色土(lOYR3／4） しまり軟､粘性弱｡ V>1V＞Ⅲ 焼土粒の2～4mm，炭化物粒ゆ2~6m含む｡

4 ;にぶい黄褐色土(10YR4／3） しまり強め､粘性弱｡V＞Ⅳ>Ⅲ(Ⅲ､Ⅳ､ Vはﾌﾛｯｸ状) 4 :暗褐色焼土(lOYR3／4） しまりしよう､粘性弱｡炭化物粒ゆ2~6皿含む｡Ⅲ+Ⅳ+､

図Ⅲ－24 H-7 (1)
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Ⅲ遺椛と遺構出土の過物
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1 s黒褐色土(lOYR2／3） しまり軟､粘性弱｡Ⅲ>Ⅳ>V

2a :極昭赤褐色土(5YR2／3） しまり軟､粘性弱｡ Ⅲ＞Ⅳ>V

焼上粒の2~10mm多く含む、炭化物粒の4~8m含む｡

2b :極暗赤褐色上(5YR2／4） しまり軟､粘性弱。Ⅲ>Ⅳ>V

･焼土粒の2～10m､炭化物粒の4~8mm含む｡

3 :暗褐色土(I0YR2／3） しまり堅､粘性中｡

Ⅲ＋Ⅳ+V(ﾌﾛｯｸ状。焼土粒の2~10皿､炭化物粒の4~8m含む）

4 ：にぶい黄褐色土(10YR4／3） しまり堅、粘性蝿。Ⅳ＋V

H 8HF1 、 2

1 ：極賠赤褐色焼土(5YR2／3） しまりしよう、粘性弱。

焼土粒の2~4m、炭化物粒の2~8，少且含む｡

2 :暗赤褐色焼土(5YR3／3） しまりしよう､粘性弱｡

焼土粒の2~4m､炭化物粒の2~8m多量に含む｡

図Ⅲ-26 H-8 (1)
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物
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1 ：黒褐色土(5YR2／2） しまりしよう、粘性弱。

焼土粒の2~4mm､炭化物粒の2~8m少勵含む｡

2 ：極暗赤褐色土(5YR2／3） しまりしよう、粘性弱。

焼土粒の2～4m、炭化物粒の2～8m多堂に含む。

3 ;にぶい赤褐色土(5YR4／3） しまりしよう､粘性弱｡

焼土粒の2~4mm、炭化物粒の2~8m多量に含む｡HP5 HP6 HP7 HP8 焼土粒の2~4m､ 〃
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確認・調査耕作による撹乱がⅣ層まで及び、表土除去後のv層上面で、楕円形の黒色土の落ち

込みとして確認した。住居跡のほぼ半分は撹乱により消失しており、貼床（4層） と床面のみの確認

である。覆土中に焼土粒及び炭化物粒混じりの土居（2層）がみられた。覆土2層は葺土が焼け落ち

たことによって形成されたと考えられ、住居跡のほぼ全面にみられることから、焼失家屋の可能性が

高い。 4層は貼床と考えられる。地床炉が2カ所見られ、いずれも4層上面で確認した。HP1の覆

土中からはⅢ群A－2類土器Ⅲ群A－3類土器が出土しており、Ⅲ群A－2類土器の時期とⅢ群A－

3類土器の時期の2軒が重複していた可能性がある。土層の堆積状況は自然堆積である。掘り込み面

はⅢ層中と考えられる。

床面 ・壁面床面はほぼ平坦で、壁面はなだらかに立ち上がる。

付属施設HF1、HF2は4層（貼床）上面で確認した。明瞭な掘り込みはみられなかった。

柱穴はHP1～10である。

遺物出土状況床面から礫1点出土した。HP1の覆土中からⅢ群A－2類土器2点、Ⅲ群A－3

類土器2点、 フレイク1点、HP2の覆土中からⅢ群A－2類土器1点、HP5の覆土中から礫1点、

HP10から礫剥片1点、覆土1層からⅢ群A－2類土器10点、Ⅲ群A－3類土器5点、 Rフレイク2

点、 フレイク3点（内メノウ1点)、礫8点、覆土2層からⅢ群A－2類土器7点、Ⅲ群A－3類土

器18点、 フレイク3点（内メノウ1点)、礫1点、覆土4層からⅢ群A－2類土器7点、スクレイパー

1点、 フレイク1点、礫1点、礫剥片1点が出土した。

時 期平面形と覆土4層出土遺物から縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類の時期と考えられ

る。 （佐藤）

掲載遺物：土器 1は床面と覆土1層が接合、 2は覆土4層出土。 1 ． 2はⅢ群A－2類。 1は小型

の底部。 LR縄文で、横位回転中心だが不規則で、一部は羽状縄文にみえる。 2は胴部。地文は羽状

縄文で結束1種である。 （佐藤）

石 器3は覆土4層から出土したスクレイパー1a類である。 （柳瀬）

H-9(図Ⅲ-29～31、図版30-1 ･ 2， 31-1～3， 65-1， 66-1)

位置・立地N･O-30、河道部に面する、台地縁辺の緩やかな斜面に立地する。

規 模299／262×248／2.46×0.86m

平 面 形円形。

確認・調査周辺の包含層は河道部分へむかって薄くなっており、 I層除去後のⅢ層～Ⅳ層で、

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。 トレンチで堅くしまった床面を確認し、調査を行った。覆

土は自然堆積で、全体に堅くしまる。覆土の上半には、球状で硬くしまる火山灰と思われる砂質土が

混入しており、 Ko-gの再堆積の可能性がある。

周囲のV層では、 ローム層の下位に、砂質で粘性がなく、堅くしまる鈍い黄褐色士(10YR6/4) ig

が見られ、 この砂質層中にはクッタラ起源の降下軽石と思われる黄褐色砂がみられた。床面はこの砂

質層中に構築される。HPおよび埋設土器中の覆土には黄褐色砂が少量混入している。

また、床面で黒褐色士の落ち込みを検出し、H－9より古い土坑P-21を確認した。 P-21は、H－

9構築の際に、 ロームで覆われた可能性がある。

床面・壁面床面は平坦で堅くしまり、立ち上がりは急で、壁はややひらく。

付属施設床面ほぼ中央で埋設土器を検出した。完形土器を利用している。土器内の覆土には

炭化物が多く含まれており、 また口縁部付近に二次焼成が認められることから、土器埋設炉と考えら
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

1 :極暗褐色土(7.5YR2／3) しまり堅､粘性中｡ﾛｰﾑの2cmの塊状に大量に混じる。
火山灰？の1cmの塊状に少鼠混じる。

2 :黒褐色土(l0YR3／2） しまり堅、粘性弱｡ﾛｰﾑ粒多く混じる。
3 ：灰黄褐色土(lOYR4／2） しまり堅、粘性中。ローム粒混じる。
4 ：黒褐色上(7.5YR3／2） しまり堅、粘性中。火山灰？の3cmの塊状に多量に混じる

5 ；灰黄褐色土(lOYR4／2） しまり軟、粘性中。ローム塊状に混じる。

6 ：にぶい黄褐色土(lOYR4／3） しまりしよう、粘性中。

ﾛｰﾑ細粒の1cmの塊状に多鼠に混じる｡炭化物わずかに混じる。

7 :照褐色上(lOYR3／2) しまり堅､粘性中｡ﾛｰﾑ塊状に混じる。

炭化物わずかに混じる。

8 :照褐色t(l0YR3//1） しまり軟､粘性中｡炭化物､ﾛｰﾑ粒少堂混じる。

Ⅱ州
一 ｂ

’

HP1

c34， 1 0m~
~

､7丁
II－9HPl

l :暗褐色土(lOYR3／3）

しまりしよう、粘性弱｡

ロームプロック細粒に混じる

V肘の砂粒多く混じる。

、

U-

灰

、

~FI d34 ' 0m~ 厄 ~同 e34， 50m~ ご~~

シ＝

燭■
、~か

磯ゞE」 但
Q=

しまり軟､粘性中｡炭化物混じる､ﾛｰﾑ粒多量に混じる。

しまり軟粘性中｡焼土粒、 ﾛｰﾑ粒わずかに混じる。

炭化物細粒､多量に混じる。

しまり堅、粘性中｡V屑の砂粒混じる｡堀形。

以下3に同じ。

一

1 :熟褐色上(l0YR3／I)

2 :照褐色土(IOYR2//2） 褐色土(l0YR4／4） しまり軟、粘性弱。ローム粒多、に混じる。

哨褐色土(lOYR3／3） しまりなし、粘性弱。ローム粒多量に混じる。

１

２

3 :熱褐色土(I0YR2／2）
,

4 ：黒褐色土(lOYR3／2）

O
’

垂m
l

図Ⅲ－29 H-9
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IⅡ遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅲ－31 H-9出土の遺物(2)
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八雲町山越2遺跡

れる。HPは1カ所検出したが、他にはみられないことから、柱穴とは断定しがたい。

遺物出土状況床面からは、土器は、埋設土器のほか、北側の壁面近くで小形の完形土器が横倒し

の状態で出土した。いずれもⅢ群A－3類である。石器はつまみ付きナイフ1点、スクレイパー2点、

すり石1点、石皿1点などが出土している。覆土からは、Ⅲ群A－2類、Ⅲ群A－3類と、つまみ付

きナイフ、スクレイパー、すり石などが出土している。

なお、覆土の遺物は、原則的にセクション面を境に東半をa、西半をbとして取り上げた。遺物の

取り上げ層位については、覆土1層がセクション図土層1 ． 2 ． 4の黒褐色系土、覆土2層がセクショ

ン図土居3 ． 5 ． 6の黄褐色系土に相当する。

時 期床面から出土した土器から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－3類の時期である。 （柳瀬）

掲載遺物：土器3 ． 12は床面、 1は埋設土器。その他は覆土中及び包含層と接合している。 2 ． 4

～9はⅢ群A－2類。 2の口唇上は縄の縦の刻みが加えられ、突起下には断面山形の短い横位の貼付

けがある。貼付け上に沿って縄の圧痕、一部貼付けの周囲に縄の圧痕が加えられる。 4の口唇上は縄

の縦の刻み。正面の突起の山は2個1組である。 2個1組の突起間はV字になり、細い粘土紐でつな

げられる。V字の先端はくちばし状の貼付けがある。 さらに下部には縦の短い貼付けがあり、縄の横

の刻みが加えられる。一部残存するもう1つは山形と考えられ、 2種2対の可能性がある。山形の突

起部には粘土紐による菱形の貼付けがある。 くちばし状と縦の短い貼付けは|司じくみられる。沈線文

は3本組で、突起から垂下する沈線で縦に、 口縁に沿う沈線と胴部に横環する沈線で横方向に区画さ

れる。区画内はハの字に斜行するもの、横にした「し」の字状が施文される。地文は羽状縄文で結束

1種。 5は突起部で、縄の縦の刻み。地文はなで消されている。 6は底部に近い胴部。地文は羽状縄

文で結束1種。 7～9は胴部。 7には円形と横の貼付けがある。 8は横と弧状の沈線文がある。 1 ．

3 ･ 10～16はⅢ群A－3類。 1の肥厚し面をもつ口唇外面は、縄の回転施文。突起頂部はU字の貼付

け。貼付け上に沿って縄の押圧。突起部下にはV字状の貼付け。貼付け上の縄の押圧は沿うものと横

に刻むものがある。内面は口唇下3cmを除き、 タール状のコゲの付着がある。 3は2個1組の突起が

1つだけである。肥厚し面をもつ口唇上は縄の回転施文である。 10は波頂部。肥厚し弱い面をもつ口

唇外面は、縄の斜めの刻みがある。波頂部下は部分的に肥厚する。 11～13は胴部で、 1lには弧状、 12

には横、縦、沈線文がある。 14～16は底部。 （佐藤）

石 器17～19と21 ･22は床面・床面直上から出土したもの、 20は覆土から出土したもの。

17はつまみ付きナイフ1d類。腹面の左側縁下部に磨耗が見られる。 18～20はスクレイパー。いずれ

も1a類である。 18はやや内湾する刃部が、まばらな加工で作出されている。 19はほぼ直線的な刃部

をもつもの、 20は外湾する両面加工の刃部をもつものである。 21はすり石5類：半円状扁平打製石器。

22は石Ⅲ。小形で、断面が三角形の素材を用いている。 （柳瀬）

H-10 (図Ⅲ－32･33、図版32～34， 67-1)

位置・立地N-18． 19

規 模一／× （551）／（5.16） ×0.38m

平 面 形隅丸方形？

確認・調査台地部分北側端のPラインに一部接する。西側をP-13に壊されている。

Ⅳ層の上面で灰褐色をした不整形の広がりを確認した。遺構を想定し、土層観察用のベルトを残して

周辺の精査とプラン確認のための掘り下げを行った。確認面から約25cm程掘り下げたところで不明瞭

ではあるが床面とそれに伴う遺物を確認したため、住居跡と判断した。覆土はほぼ単層に近い灰褐色
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物
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八雲町山越2遺跡

土で占められているが、下位に炭化物を僅かに含んでいる。掘り込み面はⅢ層中と思われる。壁の立

ち上がりはやや緩やかで、床面には凸凹がある。長軸方向はほぼ東西方向と思われるが、Oラインか

ら南側を平成11年度のトレンチ調査で掘り下げられているため、 これに続く床面と壁面を検出できな

かった。 このトレンチ調査では覆土が風倒木によってかなり撹乱されていたため、住居跡の判断がつ

かなかった。この風倒木の撹乱士には焼土粒がかなり含まれていた、 この住居跡に伴う焼土(F-1 ･

F-2)であった可能性が非常に高い。

付属施設長軸方向の中央よりやや東側から炉跡HF1を検出した。層厚は約10cmで炭化物を

僅かに含む。小ピットは12基検出した。規模の大きいものが多く、いずれも口径が約40cm、深さ約60

cmを計り、直立している。

遺物出土状況床面からⅢ群A－2類が47点、Ⅲ群A－3類が4点、石Ⅲl ･台石が2点出土した。

HP-1の覆土中からはⅢ群A-2類が2点、HP3の覆土中からもⅢ群A－2類が4点出土している。

またHP3の覆土3層中より採取した炭化物をAMSによる年代測定を行った結果、BP4,360±40y

の年代が得られている。 この他H-10の覆土中からはⅢ群A－2類が17点、Ⅲ群A－3類が13点、ス

クレイパー5点等が出土している。

時 期縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 1 ． 2は床面、 3はHP1覆土1層出土、その他は覆土中から出土。すべてⅢ群A－

2類。 1は無文の小型の土器。 2の口唇上は縄の縦の刻み。文様は縄文施文後に口縁部に沿って1本、

l111部は2本の貼付けで横に区画する。細い粘土紐の貼付けは、貼付けに沿って縄の押圧が加えられる。

区画内は上向き、下向きの弧状、その間に円形文を貼り付ける。地文は羽状縄文で結束1種。 3の突

起部頂部は棒状工具による縦の刻み、 口縁部は縄の縦の刻みがある。波頂部には4本の細い貼付けで、

貼付けに沿って縄の押圧、焼成前の円形の貫通孔がある。 4は口縁部で､口唇上に縄の縦の刻み。沈

線文は2本組で、 口唇下に横、破損している部分に近いところにもある。地文は羽状縄文で、結束1

種。 5 ． 6は胴部。 5は2本組沈線で文様帯を縦と横に区画し、区画内はX字状で、交点には1本沈

線で円形文がある。上部の1本は口唇下を横環している可能性がある。地文は羽状縄文で結束1種。

6は丸みを帯びた胴部。地文は羽状縄文で、結束1種。 （佐藤）

石 器8 ． 10～12は床面から出土したもの、 7 ． 9は覆土l層から出土したもの。 7～9

はスクレイパー。いずれも1a類である。 7は直線的な刃部で、腹面右側縁に光沢がみられる。 8は

内湾する刃部をもつもの。 9は|司一地点から出土した2点が接合したものである。流紋岩製。 10･ 11

はたたき石3類。 10は三角錐形の礫を素材としている。 12は石|Ⅲである。 （柳瀬）

2土擴

P-1 (図Ⅲ-34、図版35-1 ･ 3， 68-1)

位置・立地M-19

規 模0.71/0.58×0.65/0.50×0.35m

平 面 形円形

確認・調査平成11年度のトレンチ調査で確認された、平面が円形を呈する士坑である。覆土は

ほぼ単層で、埋め戻された可能性がある。南側の一部は風倒木で壊されていた。同グリッドから埋設

土器2が検出されている。

遺物出土状況覆土中からⅢ群A－2類が1点、Ⅲ群A－3類が3点、焼成粘土塊の小破片が36点

出土した。
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

期出土した遺物から縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類～Ⅲ群A－3類の時期と考えられ

（笠原）

土器 1は覆土出土、Ⅲ群A－2類。小型の底部。 （佐藤）

器2は覆土から出土したすり石4類である。 （柳瀬）

時

る。

掲載遺物

石

P-2 (図Ⅲ-34、図版35-2 ･ 4， 68-2)

位置・立地N-13、台地上に位置する。

規 模 (0.79)/(041)×(0.25)/(0.15)×0.41m

平 面 形円形と思われる。

確認・調査椀状の土坑である。平成11年度のトレンチ調査の際に、N-13のⅢ層下位で落ち込

みを確認し、H－2と仮称した。平成12年度に調査を再開し、土層観察用のベルトを残して掘り下げ

を行ったが、堆積状況・遺物の出土状況などから、住居跡ではないと判断した。その段階で、ベルト

の壁面においてP－2を確認した。 このため、 P－2の北半は削平してしまっている。 F－6、 SP-

1に隣接する。

遺物出土状況覆土からⅢ群A－2類が出土している。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器3は覆土1層出土、Ⅲ群A－2類。頚部付近で、 2本組の沈線が施文される。

（佐藤）

P-3 (図Ⅲ－34･35、図版36-1 ･ 2， 68-3)

位置・立地0-22、河道部に近い、台地縁辺の緩やかな斜面に立地する。

規 模 （226)／1.41×1.96／1.31×1.66m

平 面 形楕円形。

確認・調査大形の土坑である。 I層除去後のⅢ層下位付近で、 Ko-dと褐色のⅢa層の大きな

落ち込みとして検出した。竪穴住居跡を想定しトレンチ調査を行ったところ、竪穴住居跡H－3と、

土坑P－3が重複しており、 P－3が新しいことを確認した。H－3の埋没途中にH－3を切って構

築されている。坑底は、 V層の深部にみられる淡黄色ローム中に構築される。覆土は埋め戻しと自然

堆積の段階があるようである。H－3からの崩落も認められる。掘り込み面はⅢ層中である。形態お

よび規模から、貯蔵穴の可能性がある。

なお、坑底直上から採取した炭化物について放射性炭素による年代測定を行ったところ、補正年代

で4370±40の値が得られた。 これは出土遺物から見るとやや古いと考えられ、 また、重複するH－3

の覆土中の生活面の試料とは、新旧関係が逆転している。 P－3の坑底付近の覆土は、埋め戻しと考

えられるので、埋め戻しの際に混入したやや古い時期の炭化材を採取してしまった可能性がある。

遺物出土状況覆土中からⅢ群A－2類、Ⅲ群A－3類Ⅲ群B類、スクレイパー、たたき石、石

皿など、計450点ほど出土している。 このうち、Ⅲ群B類は、覆土1層・ 4層から出土している。土

器で一部、H－3との接合がみられるが、本来的にはH－3覆土に属するものが崩落したものと考え

られる。

なお、遺物の取り上げ層位については、覆土1層が自然堆積と思われるセクション図土層1 ． 2に、

覆土2層が埋め戻しと思われる土層3に、覆土3層が自然堆積およびH－3からの崩落と思われる土

層4～6に、埋め戻しと思われる覆土4層が土層8 ． 9にそれぞれ対応する。
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八雲町山越2遺跡

時 期覆土4層から出土した遺物から、縄文時代中期後半、 Ⅲ群B類の時期と考えられる。

（柳瀬）

掲載遺物：土器 1 ． 6 ． 8 ． 9は覆土1層、 5は覆土2層、 2～4 ． 7 ． 10～12は覆土4層出土。

13は覆土4層と覆土1層、覆土3層撹乱が接合している。 1～4はⅢ群A－2類。 1の口唇上は縄の

縦の刻み。斜めの貼付けがあり、貼付けに沿って縄の押圧が加えられる。地文は複節LRL縄文。 2 ･

3は胴部で、 2の地文は羽状縄文で結束1種3は羽状縄文で、結束1種。 4は底部。 5～12はⅢ群

A－3類。 5 ． 7は波頂部に近く、 6 ． 8 ． 9は口縁部。肥厚し磨かれ面をもつ口唇に沿って沈線、

口縁下に2本組の沈線がある。 6はやや角張った口唇上に縄の縦の刻みが加えられる。 7は丸みのあ

る波頂部近くで、 口唇上は磨かれ、縄文は横走する。Ⅲ群B類の可能性もある。 8は口縁部がやや外

反する。 口唇上は磨かれる。地文はL縄文で、 口縁部下は斜行、胴部では縦走する。 9の口唇上は磨

かれる。地文はR縄文で、 口縁部下は斜行、胴部では縦走する。 10～12は胴部。 13はⅢ群B類。胴部

は球形に近く、 口縁部は緩やかに外反する。口唇上は磨かれ、やや角張る。波状口縁で、ゆるやかな

三角形の波頂部は4つあり、地文は横走する。 （佐藤）

石 器14． 15はいずれも覆土から出土したもの。 14はたたき石3類。背面下部には、播鉢

状の使用痕が見られる。 15はすり石4類。使用痕はたたき状で、すり面作出中の未成品の可能性があ

る。 （柳瀬）

P-4 (図Ⅲ-36、図版37-1 ･ 2， 69-1)

位置・立地K-10，台地上。

規 模1.47/1.10× (0.86)/(0.72) ×0.33m

平面形。形態楕円形

確認・調査Ⅳ層上面で、楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自然堆

積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層からIⅡ群A－2類土器1点、両面加工の石器1点、 フレイク1点、覆土2

層からⅢ群A－2類土器2点、Ⅲ層から半円状扁平打製石器1点、すり石1点が出土した。

時 期縄文時代中期中葉、Ⅲ群A-2類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：石器 1はⅢ層から出土したすり石5類：半円状扁平打製石器である。 （柳瀬）

P-5 (図Ⅲ-36、図版37-3)

位置・立地F－7，台地上。

規 模1.47/110× (0.86)/(0.72) ×0.33m

平面形・形態円形

確認・調査Ⅲb層上面で、 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積である。

掘り込み面はⅢb層上面と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。周辺の包含層からⅢ群A－2類土器が出土した。

時 期周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類土器の時期と考えら

れる。 （佐藤）
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八雲町山越2遺跡

P-6 (図Ⅲ-36、図版37-4･ 5)

位置・立地G－7，台地上でP－7に近接する。

規 模 (0.54)/(0.36) ×0.52/0.32×0.18m

平面形・形態円形

確認・調査Ⅳ層上面で、楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自然堆

積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。周辺の包含層からⅢ群A－2類土器が出土した。

時 期周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期中葉、 Ⅲ群A－2類土器の時期と考えら

れる。 （佐藤）

P-7 (図Ⅲ-36、図版37-5， 38-1)

位置・ 立地G－7，台地上でP－6に近接する。

規 模 (0.61)/(0.40) ×0.56/0.29×0.23m

平面形・形態円形

確認・調査Ⅳ層上面で、楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自然堆

積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。周辺の包含層からⅢ群A－2類土器が出土した。

時 期周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類土器の時期と考えら

れる。 （佐藤）

P-8 (図Ⅲ-37、図版38-2 ･ 3， 69-3)

位置・立地G－8，台地上。

規 模 (1.16)/(0.79) ×1.08/0.70×0.23m

平面形・形態円形

確認・調査Ⅳ層上面で、円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自然堆積

である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層中からⅢ群A-2類土器6点、礫1点、周辺の包含層からⅢ群A－2類土

器が1個体まとまって出土した。

時 期周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類土器の時期と考えら

れる。 （佐藤）

掲載遺物：土器2は覆土1層、 1 ． 3～5は周辺の包含層からまとまって出土した。 l～5はⅢ群

A－2類で、同一個体の可能性が高い。 1 ． 3は口縁部、 2は突起部、 4は胴部5は胴部～底部。

肥厚し面をもつ口唇上に等間隔に斜めに粘土紐の貼付けが施されてる。貼付け上に沿って、R縄文と

L縄文の2本を平行して押圧している。突起の頂部も同様の原体の刻みがある。 2対1組の突起と考

えられる。地文は羽状縄文の結束1種で、端部には結節がある。底部は張り出す。 （佐藤）
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八雲町山越2遺跡

P-9 (図Ⅲ-37、図版38-4 ． 5， 69-)

位置・立地 1-13，台地上。

規 模l.25/0.85×1.00/0.62×0.25m

平面形・形態楕円形

確認・調査V層上面で、楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自然堆

積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底 ・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況覆土2層中からⅣ群A類土器2点、石皿1点、礫2点出土した。

時 期出土土器から、縄文時代後期初頭Ⅳ群A類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器6は覆土2層出土、Ⅳ群A類、胴部。 （佐藤）

P-10 (図Ⅲ－38･39、図版39-1 ･2， 40-1， 69-4， 70-1)

位置・立地K･L-12

規 模2.22/1.73×1.98/1.44×0.38m

平 面 形不整な円形

確認・調査台地部分のほぼ中央、Ⅳ層の上面で確認した。平面が不整な円形を呈する土坑であ

る。覆土は主にⅢ層の腐植土と、その下位にはロームの混じる腐植土で構成されている。また覆土中

には遺物を多く含んでいる。覆土は堆積状況から自然堆積と考えられる。掘り込み面はⅢ層中で、性

格は不明。

遺物出土状況坑底からⅢ群A－2類が15点出土した。覆土中からはⅢ群A－2類が119点、Ⅳ群

A類が1点、すり石6点、礫剥片が36点出土した。

時 期 ：出土した遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器4 ． 8は床面直上、 3 ． 5は床面直上と覆土1層、包含層が接合。その他は覆土中

出土。 1～11はⅢ群A－2類。 1～2は突起部。 1の口唇上は縄の縦の刻み。突起部には3本の横位

の貼付けがあり、貼付け上に沿って縄の押圧がある。 2は山形の突起で、 口唇上は竹管状工具による

円形刺突が加えられる。突起部には2本の横位の貼付け、その下に瘤状の短い貼付けを施していた痕

跡が認められ、把手状の貼付けの可能性もある。貼付け間には竹管状工具による円形刺突が加えられ

る。 11と同一個体の可能性がある。 6は口縁部～胴部で、鉢状の器形の可能性がある。口唇上は縄の

縦の刻み。口唇外面は薄く剥離している。地文は羽状縄文で、結束1種。 3～5は突起部。 3 ． 4．

7は同一個体の可能性が高い。 3は肥厚し幅広の面をもつ口唇上はへう状工具による矢羽状の刻みと

棒状工具による円形刺突が加えられる。口唇は突起下からハの字状に開く。突起部は長方形で、頂部

外面に二重の円形文が施文される。突起頂部にはへう状工具による刺突が加えられる。突起下に縦の

貼付けがあり、貼付け上はへう状工具による斜めの刻みがある。貼付けの上端は棒状工具の刺突によ

る円形文、下端は棒状工具による円形刺突と瘤状の短い貼付けが加えられる。沈線文は3本組で、 口

唇下に沿うもの、X字状のもの、山形がある。 4も同様だが、突起下の貼付けが少し異なる。突起の

上而観は動物のようにも思われる。 3に比べやや幅広な縦の貼付け上に沿って縦の沈線があり、その

両側に縄の横の刻み、 中央に棒状工具の刺突による円形文がある。貼付けの下端には3より長めの横

位の貼付けがあり、貼付け上はへう状工具による刻み、両端に棒状工具の刺突による円形文が加えら

れる。 5は大型の器形で、台形状の突起部。 ’幅広の面を持つ突起の口唇にそって半裁竹管状工具によ

る刺突で、突起頂部は1列、その他は2列並行する。突起頂部の口唇上はへう状工具による縦の刻み
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

が加えられる。突起上辺の角にはツノ状に突起がつくが、一方は欠損している。上面観は円形で縁は

縄の刻みが加えられる。突起は細い貼付けで囲まれ、その中は4本の横位の貼付けと、下部の貼付け

に沿ったV字の貼付けがある。貼付けに沿って縄の押圧。縄の刻み及び押圧する縄は、 L縄文の2本

組。地文はRL縄文、結束2種。 8は111il部。 9は胴部～底部で、地文は羽状縄文で、結束1種。 10は

上げ底の底部。 11は把手状の貼付け、横位の貼付けと貼付け間に竹管状工具による円形刺突が加えら

れる。 2と同一個体の可能性がある。 12はⅣ群A類、胴部。縦の低い貼付け後に縄文を施文している。

（佐藤）

石 器13は覆土2層から出土した、すり石6類：北海道式石冠である。にぎり部のみを敲

打で作り出しており、使用面には部分的にたたき痕も見られる。なお、おもに覆土1 ･ 2層から出土

した計36点の礫剥片は、すべて安山岩で5種類ほどの石材が認められる。出土した6点のすり石は、

掲載した1点を除く5点は5類：半|｣1状偏平打製石器の破片あるいは未成品である。礫剥片のうち1

種類は、 この破片と同一石材の可能性があるが、他はP-10から出土したすり石と同一石材のもので

はない。 （柳瀬）

P-11 (図Ⅲ-39、図版40-2 ． 3， 70-2)

位置・立地H-12，台地上。

規 模0.87／057×0.78／0.49×0.28m

平面形・形態円形

確認・調査Ⅳ層上面で、円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は埋め戻し

の可能性がある。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・ 壁面坑底はほぼ平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況覆土2層中からⅣ群A類土器2点、石皿1点、礫2点出土した。

時 期周辺の包含層出土土器から、縄文時代後期初頭Ⅳ群A類土器の時期と考えられる。

（佐藤）

掲載遺物：土器14は覆土1層出土、Ⅳ群A類。 口縁部にタガ状の貼付けと無文帯を持つ。 口唇は角

張り、 口唇上は磨かれ平坦である。縄文は貼付け後に施文している。 （佐藤）

P-12 (図Ⅲ-39、図版41-1 ･ 2)

位置・立地G-17、河道部に近い台地上。

規 模087／0.57×0.78／0.49×0.28m

平面形・形態隅丸長方形

確認・調査V層上面で、隅丸長方形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自

然堆積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。周辺の包含層からⅢ群A－2類土器35点、Ⅲ群A－3類土

器1点、Ⅳ群A類6点が出土した。

時 期周辺の包含層出土土器のうちややまとまって出土した、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－

2類土器の時期と考えられる。 （佐藤）
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八雲町山越2遺跡

P-13 (図Ⅲ-40、図版41-3， 42-1， 70-3)

位置・立地N･O-19

規 模2.40/1.96×2.20/1.98×0.63m

平 面 形不整な円形

確認・調査H-10のプラン確認のため、Ⅳ層上面を精査中に重複する落ち込みを確認した。平

面は不整な円形を呈する。H-10を壊して構築されている。覆土は主にローム粒を多く含む褐灰色土

で占められている。掘り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明。また、坑底からH-10に伴うと思

われる小ピット2ケ所(H-10HP6･ 7)を検出した。

遺物出土状況坑底からⅢ群A－2類が3点、礫が2点出土した。覆土中からはⅢ群A－2類が4

点、スクレイパー1点、たたき石が1点出土した。

時 期出土した遺物から縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （笠原）

石 器 1は覆土1層から出土したスクレイパーla類。刃部加工面に光沢がみられる。

（柳瀬）

P-14 (図Ⅲ-40、図版42-2 ･ 3， 70-4)

位置・立地N-20，台地上。

規 模 1.29/1.10×0.82/0.64×0.20m

平面形・形態隅丸長方形

確認・調査V層上面で、隅丸長方形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土中からⅢ群A一

2類土器が破片で出土した。覆土の堆積状況は埋め戻しの可能性がある。掘り込み面はⅢ層中と考え

られる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層からⅢ群A－2類土器3点、覆土2層からⅢ群A－2類土器16点、礫1点、

覆土3層からⅢ群A－2類士器1点、覆土6層からⅢ群A－2類土器5点が出土した。Ⅲ群A－2類

土器は同一個体と考えられる。

時 期出土土器から、縄文時代中期中葉、 Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。 (佐藤）

掲載遺物：土器2は覆土1 ． 2 ． 6層が接合している。Ⅲ群A－2類、胴部。Ⅲ群A－3類の可能

性もある。 （佐藤）

P-15 (図Ⅲ-41、図版42-4･ 5， 43－1， 70-5)

位置・立地O･P-20、台地上。

規 模1.29/1.10×0.82/0.64×0.20m

平面形・形態楕円形

確認・調査V層上面で、楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。坑底から、微小な骨片を

含む粘性のややある覆土4層を確認し、遺体層と考えた。覆土4層はすべて取り上げ、骨片を精査し

たが、すべて微小な骨片で、取り上げ後は形状をとどめていなかった。遺体層と考えられる覆土4層

の上部からⅢ群B類土器の破片1点、礫3点（内メノウ1点）が出土した。覆土中からも同一個体と

考えられるⅢ群B類土器の破片が出土した。覆土の堆積状況は埋め戻しの可能性がある。掘り込み面

はⅢ層中と考えられる。周辺にはⅢ群A－3類土器の埋設土器1， SP-2、 6～8があるが、覆土

4層出土の遺物の時期から、本遺構には伴わないと考えられる。
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坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層からⅢ群B類土器11点、 フレイク1点、礫1点、覆土3層からⅢ群B類土

器1点、礫3点（内メノウ1点）が出土した。Ⅲ群B類土器は同一個体と考えられる。

時 期出土土器から、縄文時代中期後半、Ⅲ群B類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器 1は覆土1 ． 3層が接合している。Ⅲ群B類、胴部。縄文は横走している。 （佐藤）

P-16 (図Ⅲ-41、図版43-1 ． 2， 70-6)

位置・立地0-20、台地上。

規 模0.61/0.29×0.47/0.26×030m

平面形・形態卵形

確認・調査V層上面で、卵形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自然堆積

と考えられる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層からⅢ群A－2類土器1点、覆土2層からすり石1点が出土した。

時 期出土土器から、縄文時代巾期巾葉、Ⅲ群A-2類土器の時期と考えられる。 (佐藤）

掲載遺物：土器2は覆土1層出土。Ⅲ群A－2類、胴部。縄文は横走しているようにも見え、Ⅲ群

B類の可能性もある。 （佐藤）

石 器 3は覆土2層から出土したすり石4類である。 （柳瀬）

P-17 (図Ⅲ－42･43、図版43-3 ･ 4， 70-7， 71-1)

位置・立地0-24、河道部に近い、台地縁辺の緩やかな斜面に立地する。

規 模 （0.78)／(0.60)×1.01/078×075m

平 面 形楕円形の可能性がある。

確認・調査H－4の調査中に確認した。H－4と重複し、 これより古い。また、 P-23とも重

複するが、部分的であり、新旧関係は確認できなかった。覆土は自然堆積と思われる。なお、土層1

は、H－4の土層1と同一の掘り上げ土である。

遺物出土状況覆土からⅢ群A－2類、たたき石など、計100点ほど出土している。土器の一部で

H－4との接合がみられるが、 これらについては、本来的にはP-17に属するもので、H－4の埋没

過程で流れ込んだものと思われる。なお、遺物取り上げ層位については、取り上げ覆士1層はセクショ

ン図土層1に、取り上げ覆土2が土居2～4に、取り上げ覆土3層が土層5 ． 6に、取り上げ覆土4

層が土層7 ． 8にそれぞれ対応する。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器2は坑底と覆土4層、H－4覆土2 ． 4層、 1は覆土2 ． 4層、H-4覆土2 ･ 4 ･

7層が接合している。 3～8は覆土中山士。すべてⅢ群A－2類。 1は小型の器形。面を持つ1_1唇上

は縄の縦の刻みが加えられる。突起は1つまたは反対側に対になる2つで、粘土紐を突起上に巻きつ

けるように貼付けている。貼付け上に沿ってへラ状工具による2本組の沈線がある。口縁部と胴部に

横環する3本組の沈線文で文様帯を横位に区画している。U字に垂下する2本組の縦の沈線文は部分

的に書き足している。正面の突起から垂下する沈線文を中心に、縦の沈線文は三等分に区画した後そ

の問を等分し6本の区画を行い、間隔の開いてしまった突起の右側の区画にさらに1本を追加してい

ると考えられる。地文はRL縄文である。 2の' 1唇上は縄の縦の刻みが力|Iえられる。突起は中心がや
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1 ：明黄褐色土(l0YR6／6） しまり軟、粘性中。ローム主体、 H－4のﾆﾋ層lに対応。

2 :照褐色上(10YR3／1） しまり軟､粘性中｡ﾛｰﾑ細粒少蛍混じる。
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やくびれる台形状で、上面観は楕円形である。突起上は縦の縄の刻み、 2本の貼付け上に沿って縄の

押圧が加えられる。貼付けの間には2つの焼成前の貫通孔がある。突起下には把手状の貼付けがあり、

貼付け上は縄文の回転施文である。沈線文は2本組で、 口縁部と胴部に横環する沈線文で横に区画す

る。突起から垂下する沈線で縦に区画し、向かって左側の区画はさらに2等分している。左側の突起

から垂下する沈線の端部には瘤状の貼付けがある。右側の区画には上向きの弧状、左側は横位沈線に

よりさらに上下に区画され、斜位、横にした「J」字文が施文される。地文はRL縄文である。 3～

5は突起部。 3の突起口唇上は縄の斜めの刻みが加えられる。貼付けは3本で、貼付け上に沿って縄

の押圧、 4の突起口唇上は棒状工具による縦の刻みが加えられる。突起上端は円形の面となり、 2つ

の短い刻みがある。 5の突起口唇上は縄の縦の刻みが加えられる。突起下には縄の押圧が加えられた

瘤状の貼付けがある。 6は口縁部。口唇上はへう状工具による縦の刻みが加えられる。 7は胴部で、

摩滅が著しい。 8は底部。 （佐藤）

石 器 9 ･ 10はいずれも覆土3層から出土したもの。 9はスクレイパー1a類。刃部は湾

曲している。 10はたたき石3類である。 （柳瀬）

P-18 (図Ⅲ-44、図版43-1 ． 2， 70-6)

位置・立地G-18、台地上。

規 模 (0.43)/(0.34) × (0.67)/(0,52) ×0.43m

平面形・形態楕円形

確認・調査Ⅲ層上位で、楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は自然堆

積と考えられる。掘り込み面はⅢb層上面と考えられる。坑底が平坦でなく、調査区内では一部の確

認であり、周囲には風倒木もみられることから、遺構でない可能性も残る。

坑底 ・ 壁面坑底はすり鉢状にくぼみ、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況出土していない。周辺の包含層からⅢ群A－2類土器144点、 Ⅲ群B類土器1点、

Ⅳ群A類土器9点が出土した。

時 期掘り込み面と周辺の包含層出土遺物から、縄文時代後期初頭、Ⅳ群A類土器の時期

と考えられる。 （佐藤）

P-19 (図Ⅲ-44、図版43-5， 44-1， 71-2)

位置・立地L･M-23、河道部に面した台地上の緩やかな斜面。

規 模0.77／0.59×0.73/0.55×0.51m

平面形・形態円形

確認・調査v層上面で、 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。坑底から、粘性のややある

覆土3層を確認し、遺体層と考えた。遺体層と考えられる覆土3層の上面からⅢ群A－2類土器の底

部1点、半円状扁平打製石器2点、台石1点、礫1点が出土した。覆土の堆積状況は埋め戻しと考え

られる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層から礫剥片1点、覆土2層からⅢ群A－2類土器13点、 フレイク1点、礫

2点、覆土3層上面からⅢ群A－2類土器の底部1点、半円状扁平打製石器2点、台石1点、礫1点

が出土した。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。(佐藤）
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掲載遺物：土器 1～3は覆土中出土、Ⅲ群A－2類。 1

2の地文は羽状縄文で、結束1種。 3は大型の底部。

石 器4は覆土3層から出土した、すり石5類

2は胴部。 1は沈線があるが詳細は不明。

（佐藤）

半円状扁平打製石器。 （柳瀬）

P-20 (図Ⅲ-45、図版44-2 ･ 3， 71-3)

位置・立地0-31、河道部に面する、台地縁辺の緩やかな斜面に立地する。

規 模0.66/0.43×(0.36)/(0.25)×0.95m

平 面 形円形？

確認・調査調査区域外にかかっているため、形態等は不明である。N･O-31において、Ⅳ層

上面付近で黒色士の落ち込みと遺物のまとまりを検出したため、竪穴住居跡を想定して調査を行い、

その結果、 自然地形の落ち込みであると判断した。その後ベルトを除去したところ、その下位で、調

査区域外にかかる暗褐色の落ち込みとしてP-20を確認した。そのため、平面形で検出できたのは、

セクション図下半の竪穴状の部分のみである。覆土は自然堆積と思われる。性格は不明である。

遺物出土状況坑底からⅢ群A－2類が1点と礫が1点､覆土からⅢ群A－2類などが出土してい

る。なお、遺物の取り上げ居位については、取り上げ覆土1層がセクション図土層4～8に、覆土2

層が土層8に対応する。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 1 ． 2は覆土1層出土、 Ⅲ群A－2類。 1 ． 2は胴部。 2は原体の下端に結節があ

る。 （佐藤）

石 器 3 ． 4はいずれも覆土2層から出土したもの。 3はスクレイパーla類。 4はたた

き石3類である。 （柳瀬）

P-21 (図Ⅲ-45、図版44-4･ 5， 71-4)

位置・立地N･O-30、河道部に面する、台地縁辺の緩やかな斜面に立地する。

規 模0.82／068×0.78/0.53×0.43m

平 面 形楕円形。

確認・調査H－9の床面精査中に検出した。H－9より古く、H－9に上半を壊されており、

本来はかなり深い土坑であったと思われる。覆土は主に自然堆積と思われるが、土居1はH－9の床

面直上の士層に対応し、また、土層2はH－9の床面のV層と非常に類似している。 このことから、

H－9の構築時に、床面に現れたP-21を意図的に覆った可能性がある。掘り込み面はⅢ層中と思わ

れる。性格は不明である。

遺物出土状況坑底および覆土からⅢ群A－2類などが出土している。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 5は坑底、 6は覆土中出土、Ⅲ群A－2類。 5は胴部。 6は小型の底部。 （佐藤）

P-22 (図Ⅲ-46、図版44-6， 45-1， 72-1)

位置・立地N-27、河道部に面する、台地縁辺の斜面に立地する。

規 模1.45/1.17×1.30/1.18×0.79m

平 面 形円形。

確認・調査大形の土坑である。周辺には包含層は分布しておらず、 I層除去後のv層で確認し
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2 ：灰黄褐色土(l0YR4／2） しまり堅、粘性中。炭化物、 ローム細粒混じる。全体に塊状。

3 ：暗褐色土(lOYR3／3） しまり軟、粘性中。炭化物多く混じる、 ローム細粒多量に混じる。

4 ：黒褐色土(10YR3／2） しまりしよう、粘性中。炭化物混じる。

5 ：明黄褐色土(lOYR6／6） しまりしよう、粘性中。 ローム主体。

6 ：灰黄褐色土(lOYR4／2） しまりしよう、粘性中。

7 :にぶい黄褐色土(lOYR5／3） しまりしよう､粘性中。炭化物わずかに混じる。

ローム＋灰褐色系土。

8 :黒褐色土(10YR3／I) しまりしよう､粘性中。炭化物わずかに混じる。 ﾛｰﾑ粒混じる。

9 :黒色土(10YR2／1） しまりしよう、粘性中｡炭化物わずかに混じる。ﾛｰﾑ細粒多く混じる｡
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1 ：黒褐色土(10YR2／2） しまり堅、粘性中。炭化物、 ローム粒少戯混じる。

2 ：黒褐色土(IOYR2／2） しまりしよう、粘性中。炭化物少獄混じる、ローム細粒多量に混じる。

3 ;黒色土(lOYR2／1) しまり軟､粘性弱｡

4 ：褐色土(10YR4／4） しまり堅、粘性弱。 ローム粒多盆に混じる。

5 :黒褐色土(10YR3／2） しまり軟、粘性中｡ ローム細粒多鼠に混じる。

6 ：黒褐色土(10YR3／2） しまり軟、粘性中。炭化物少盈混じる、 ローム細粒多堂に混じる。

7 :褐色土(lOYR4／4） しまりしよう､粘性中｡炭化物少風混じる､褐色土粒とﾛｰﾑ粒の混合土｡

8 ：黄褐色士(10YR5／6） しまりしよう、粘性中。 ローム主体。

9:黒褐色土(10YR2／3） しまりしよう､粘性中。炭化物わずかに混じる､ﾛｰﾑ粒多童に混じる｡

10 ：にぶい黄褐色土(l0YR4／3） しまりしよう、粘性に| '。 ローム主体。

11 ：黒褐色土(l0YR3／2） しまり軟、粘性中。炭化物、 ローム粒混じる。

12 :明黄褐色土(lOYR6／6) しまりしよう､粘性【 | 1.ﾛｰﾑ主体｡

13：灰黄褐色上(l0YR4／2） しまり軟、粘性中。炭化物少量混じる、 ローム細粒多く混じる。

14： 12と同様

15:黒褐色土(10YR3／2） しまりしよう､粘性中｡

16:黒色土(l0YR2／1） しまりしよう､粘性中。炭化物多く混じる。
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

た。坑底は平坦で、壁はわずかにオーバーハングする部分が見られる。覆土は自然堆積で、崩落と思

われるロームのまとまりが坑底近くに見られることから、壁は本来オーバーハングし、 フラスコ状ピッ

トであった可能性が高い。掘り込み面はⅢ層中と思われる。形態と規模から、貯蔵穴の可能性がある。

遺物出土状況坑底から、Ⅲ群A－2類が10点、礫が1点出土している。覆土からⅢ群A－2類、

Ⅲ群A－3類、すり石など、計190点ほど出土している。なお、遺物の取り上げ層位は、取り上げ覆

土1層がセクション図土居1～9 ･ 11に、覆土2層が土層10･ 12～14に、覆土3層が土居16に対応す

る。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 1～7はすべて覆土2層出土。 1～5はⅢ群A－2類。 1の口唇上は縄の縦の刻み

が加えられる。地文は羽状縄文で、結束2種。 2～4は胴部で、沈線文が施文される。 3は縦の沈線

文の下端部に短い横位の貼付けを加えている。 5は底部。 6 ． 7はⅢ群A－3類、波頂部。 6の肥厚

する口唇上は縄の斜めの刻み、波頂部には縄の縦の押圧が3本加えられる。口唇下は2本の縄線文が

ある。波頂部から3本組の沈線が垂下する。 7は波頂部のみが肥厚し、 口唇はつまみあげて作り出し

ている。突起には縄の縦の押圧が1本ある。 （佐藤）

石 器8は覆土3層から出土した砥石である。腹面にすり痕がみられ、側縁と端部にはた

たき痕がみられる。 （柳瀬）

P-23 (図Ⅲ-47、図版45-2 ･ 3， 72-2)

位置・立地O･P-24、河道部に近い、台地縁辺の斜面に立地する。

規 模-/(1.09)×－/1.43×0.74m

平 面 形円形？

確認・調査フラスコ状ピットである。 P-17と重複するが、 ごく一部分であり、新旧関係は不

明である。周辺に風倒木痕などが多く、プランが明瞭にとらえられず、また、 P-23の東側にローム

の高まりが見られたこととから、 当初風倒木痕と誤認してしまったため、上場・中場の明確な形状は

とらえられなかった。調査区境界壁面の断面から、フラスコ状ピットと確認した。覆土はおもに埋め

戻しと思われる。掘り込み面はⅢ層中位である。形態と規模から、貯蔵穴の可能性がある。

遺物出土状況覆土からⅢ群A－2類、すり石、たたき石、石皿・台石など、 80点ほど出土して

いる。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 1 ． 2は覆土出土、Ⅲ群A－2類。 1は突起部で、 1の口唇上は縄の縦の刻みが加

えられる。 2は大型の胴部。 （佐藤）

石 器3は覆土から出土したすり石6類：北海道式石冠である。上端部とにぎり部を敲打

で整形している。使用面には部分的にたたき痕も見られる。 （柳瀬）

P-24(図Ⅲ-47、図版45-4･ 5， 72-3)

位置・立地0-23、河道部に近い、台地縁辺の斜面に立地する。

規 模 (1.30)/0.92×1.18/0.77×0.48m

平 面 形楕円形と思われる。

確認・調査H－3の調査終了後、周囲の包含層調査中、 V層で確認した。H－3とわずかに重

複し、 これより古い。壁はわずかにオーバーハングする部分がある。覆土は自然堆積と思われる。掘
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1 ：黒色土(】OYR2／1） しまりしよう、粘性弱。

2 :暗褐色土(l0YR3／3) しまりしよう､粘性弱。炭化物少型混じる､ ローム細粒多く混じる｡

3 ：にぶい黄褐色土(10YR4／3） しまりしよう、粘性中。炭化物少瞳混じる、

ローム細粒、粒多量に混じる。

4 :明黄褐色土(l0YR6／6) しまりしよう､粘性中。炭化物わずかに混じる､ ﾛｰﾑ主体｡

灰黄褐色土粒混じる。

5 :灰黄褐色土(l0YR4／3） しまりしよう､粘性中｡炭化物混じる､ ﾛｰﾑ細粒多量に混じる｡

6 ；にぶい黄褐色土(10YR5／4） しまり堅、粘性中。炭化物、 ローム細粒混じる。
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1 ：黒色上(lOYR1.7／1） しまり軟、粘性弱。

2 ：暗褐色土(10YR3／3） しまり軟、粘性弱。炭化物わずかに混じる。ローム細粒多く混じる。

3 ：黒色上(lOYR2／1） しまりしよう、粘性弱。

4 ：にぶい黄褐色土(lOYR5／4） しまり軟、粘性中。 ローム主体、塊状。

5 :暗褐色土(l0YR3／3） しまり堅粘性中｡ﾛｰﾑ細粒多く混じる｡

6 :黒褐色土(l0YR3／l） しまり軟、粘性中。ﾛｰﾑ細粒混じる｡

7 :にぶい黄褐色上(l0YR4／3） しまり堅､粘性中｡ﾛｰﾑ細粒混じる。

8 :黄褐色土(10YR5／6） しまりしよう､粘性中｡ﾛｰﾑ主体､灰褐色上混じる。

9 :灰黄褐色土(lOYR4／2） しまり堅､粘性中。ﾛｰﾑの1cm塊状に混じる｡

10 ;明黄褐色土(10YR6／6） しまり軟､粘性中｡ ﾛｰﾑ主体｡
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明である。

遺物出土状況覆土からⅢ群A－2類、すり石などが出土している。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器4は覆土出土、Ⅲ群A－2類の胴部。沈線は2本組で、横位の沈線と縦の沈線文が

あり、横位の沈線間には棒状工具による円形刺突が加えられる。 （佐藤）

P-25 (図Ⅲ 48、図版46-1， 72-4)

位置・立地K-20，台地上のH－8の床面。

規 模0.91／（0.58） ×0.89/0.62×0.55m

平面形・形態円形

確認・調査H－8床面で､円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は埋め

戻しと考えられる｡掘り込み面はⅢ層中と考えられる｡H-8HPllとの重複関係からP-25が新しい。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層からスクレイパー1点、すり石1点、礫1点、覆土2層からⅢ群A－2類

土器2点、礫1点が出土した。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。(佐藤）

掲載遺物：土器 1は覆土2層出土、Ⅲ群A－2類の胴部。 （佐藤）

石 器2 ． 3はともに覆土1層から出土したもの。 2はスクレイパー1aである。刃部に

磨耗が見られる。 3はすり石。両端に打ち欠きが加えられているが、使用痕はみられないため、 4類

の未成品,と思われる。 （柳瀬）

P-26 (図Ⅲ-48、図版46-2 ･ 3， 72-5)

位置・立地L-22･23、台地上のH－7の床面。

規 模1.36/1.02×1.32/0.96×0.57m

平面形・形態円形

確認・調査H－7床面で、円形の褐色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は埋め戻

しの可能性もある。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。H-7との重複関係からP-26が古い。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

遺物出土状況覆土2層からⅡ群B類土器3点、 Rフレイク1点、礫3点が出土した。

時 期出土遺物から、縄文時代前期後半、 Ⅱ群B類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器4 ． 5は覆土2層出土、 Ⅱ群B類。 4は肩部、明瞭な段があり、櫛歯状工具による

横位の条痕がある。 5は胴部で、櫛歯状工具による縦位の条痕がある。 （佐藤）

P-27 (図Ⅲ-49、図版46-4 ． 5)

位置・立地L-23、河道部に面した台地上縁辺部の緩やかな斜面。

規 模101/0.70×0.88/0.68×0.63m

平面形・形態円形

確認・調査v層上面で、円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は埋め戻

しの可能性もある。掘り込み面はIⅡ層中と考えられる。

坑底・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。
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1 ：暗褐色土(lOYR3／4） しまり軟、粘性弱。Ⅳ＞Ⅲ＋V(ブロック状）

2 :黒褐色土(10YR3／2） しまり軟､粘性弱。Ⅲ>Ⅳ>V

3 ：にぶい黄褐色土(l0YR3／4） しまり軟、粘性弱。 Ⅲ＋Ⅳ十V

4 ：暗褐色土(10YR3／4） しまり軟、粘性弱。Ⅲ＋Ⅳ十V

5 ：暗褐色土(10YR3／3）しまり軟、粘性弱。V＞Ⅲ＋Ⅳ

七,！

0 1m

""<－以

一
一

O 5qn

二

3

ざ、』
0 5dT1

」」

2

0 10cm

’

P-26

七,‘ 、~

気
a36． 00m ざ~~

P－26

1 :褐色土(10YR4／4) しまり堅､粘性弱。 V＞Ⅳ

2 :にぶい黄褐色土(l0YR4／3） しまり堅､粘性弱。 V+Ⅳ

bJU, 00,~ け
一

、。｡． ヱニソーテ

0 1m

ノ

D
尋~蕊三壱二ﾐ．

篝
4

Ｉ

Ｉ

Ｊ

ノ

ノ

５

グ

Ｐ

Ｈ

Ｈ

○

掘
瀧
駕

Ⅵ

一蹴,‘ 0 10cm

凶|Ⅲ－48 P-25．26

92



、遺構と遺構出土の遺物
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1 :暗褐色土(lOYR3／3） しまり軟､粘性弱｡Ⅲ＋Ⅳ+V

2 :にぶい黄褐色士(10YR4／3） しまり軟､粘性弱｡ V>

3 :暗褐色土(lOYR3／4） しまり軟､粘性弱｡ V>Ⅲ＋Ⅳ
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1 ：黄椿fr'十(7.5YR7／8） しまりしよう、粘性に'.。炭化物わずかに混じる。ローム主体、

ﾌﾛｯｸ状。灰黄褐色土少量､塊状に混じる｡

2 ：黒色土(lOYR1､7／1） しまりしよう、粘性弱。

3 :にぶい黄褐色土(lOYR5／3） しまりしよう､粘性中｡

黒色土、灰黄褐色土塊状に多く混じる。
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遺物出土状況覆土1層からⅢ群A－3類土器2点、礫2点、覆土2層からⅢ群A－3類土器1点、

半円状扁平打製石器1点、覆土3層からⅢ群A－3類土器4点、石皿1点、礫1点が出土した。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、 Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 (佐藤）

P-28 (図Ⅲ-49、図版46-6， 47-1)

位置・立地N-23、河道部に近い、台地縁辺の斜面に立地する。

規 模0.85／0.80×0.74／0.68×0.21m

平 面 形隅丸長方形。

確認・調査小形の土坑である。H－3の床面で検出した。H－3の床面とともに風倒木に攪乱

されており不明瞭であった。士層1はローム主体層で、 P-21と同様、H－3の構築時にふさがれた

可能性がある。掘り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明である。

遺物出土状況覆土から、石鑛スクレイパーなどが出土している。

時 期検出状況から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－3類の時期以前である。 （柳瀬）

掲載遺物胃石器 1 ． 2はともに覆土2層から出土したもの。 1は石鎌2a類。玄武岩製である。 2

はスクレイパー。 1a類で、上半は欠損している。 （柳瀬）

P-29 (図Ⅲ-50、図版47-2 ･ 3)

位置・立地L-22、台地上縁辺部のH-7床面。

規 模1.01/0.70×0.88/0.68×0.63m

平面形・形態円形

確認・調査H－7床面で、 円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は埋め

戻しの可能性もある。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。H-7HF1との重複関係からP-29が

古い。

坑底 ・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況覆土1層から礫1点が出土した。

時 期H－7との重複関係から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられ

るH－7の構築以前の時期と考えられる。 （佐藤）

P-30 (図Ⅲ-50、図版47-4 ･ 5， 73－1)

位置・立地L-23、河道部に面した台地上縁辺部の緩やかな斜面。

規 模1.63/1.20× (1.38)/1.10×0.78m

平面形・形態楕円形

確認・調査V層上面で、楕円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土の堆積状況は埋め

戻しの可能性がある。掘り込み面はⅢ眉中と考えられる。

坑底 ・壁面坑底はほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況覆土中からⅢ群A－2類土器20点、スクレイパー1点、 フレイク1点、たたき石

1点、礫剥片2点、礫4点が出土した。

時 期出土遺物から、縄文時代中期1'1葉、Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。 (佐藤）

掲載遺物：土器 1は覆土出土、Ⅲ群A－2類の胴部。 2本の細い貼付けと3本組の沈線がある。貼

付け上に沿って､縄の押圧が加えられる。 （佐藤）
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石 器2 ． 3はともに覆土から出土したもの。 2はスクレイパーla類。背面の刃部付近

と、腹面右側縁に光沢がみられる。 3はたたき石1類。端部3カ所に使用痕がみられる。 （柳瀬）

3焼土

F-1 (図Ⅲ-40、図版41-3， 42-1， 70-3)

位置・立地N･O-19

規 模 （1.86)／－×(1.63)/－×0.31

平 面 形不整形

確認・調査平成11年度のトレンチ調査で確認し、調査した。 I層除去後のⅣ層上面で検出した。

包含層であるⅢ層は耕作による削平を受けているため残っていなかった。平面は不整形で中央部と周

囲が風倒木によってかなり撹乱を受けている。形成面はⅢ層中と思われる。平成12年度の本調査で重

複ないし、隣接してH-10が検出され、周囲の撹乱中にH-10に伴うピットがある可能性が高い事が

わかった。 ピットは東西方向にほぼ2列に配置されており、 F－1は推定されるH-10の長軸方向の

西側に位置する。 このためこの焼土はH-10に伴うものと考えられる。

遺物出土状況覆土中と周辺からⅢ群A－2類が40点、剥片3点､すり石1点、礫が26点出土した。

時 期出土した遺物とH-10との関連から縄文時代中期前半Ⅲ群A－2類の時期と考えら

れる。 （笠原）

掲載遺物：土器 1～3は層位不明、Ⅲ群A－2類。 1は突起部。口唇上には縄の縦の刻みが加えら

れ、突起上端はくぼむ。突起には円形の貼付けがあり、 中央がくぼむ。 2 ． 3は胴部。 2には沈線が

あり、縄文は細かい。 （佐藤）

F-2 (図Ⅲ-51、図版47-6)

位置・立地M-19

規 模0.78／－×0.59/－×0.13

平 面 形不整形

確認・調査平成11年度のトレンチ調査で確認し、調査した。 I層除去後のⅣ層上面で検出した。

包含層であるⅢ層は耕作による削平を受けているため残っていない。平面は不整形で、北側に隣接し

てF-1があることから、 この焼土もH-10に伴うものと考えられる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時 期H-10との関連から縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類の時期と考えられる。 （笠原）

F-3 (図Ⅲ-51、図版48-2)

位置・立地 1-13、台地上。

規 模0.28×0.27×0.06m

平面形・形態円形

確認・調査Ⅲ層風倒木中で確認した。

遺物出土状況出土していない。周辺の包含層からⅣ群A類土器31点が出土した。

時 期周辺の包含層出土遺物から、縄文時代後期初頭、Ⅳ群A類士器の時期と考えられる。

（佐藤）
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F-4 (図Ⅲ-51、図版48-3)

位置・立地M-19

規 模0.67／－×0.63／－×0.08

平 面 形円形

確認・調査平成11年度のトレンチ調査で確認し、調査した。 I層除去後のⅣ層上面で検出した。

平面はほぼ円形で、断面形はレンズ状を呈する。形成面はⅢ層中と思われる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時 期周辺の包含層の遺物からⅢ群A－2類～Ⅳ群A類の時期が考えられる。 （笠原）

F-5 (図Ⅲ-52、図版48-4 ． 5)

位置・立地L-15

規 模0.75/－×0.65/－×0.13

平 面 形不整形

確認・調査台地部のⅢ層包含層調査中に検出した。平面は不整形で、断面形はほぼレンズ状を

呈する。底面にはやや凸凹がある。南側に隣接してF－7がある。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時 期周辺包含層の遺物からⅢ群A－2類～Ⅳ群A類の時期が考えられる。 （笠原）

F-6 (図Ⅲ-52、図版48-6， 49-1， 73-3)

位置・立地N-14，台地上に位置する。 P-2、 SP-1に隣接する。

規 模1.85×0.43×0.28m

平 面 形不整形と思われる。

確認・調査平成l1年度のトレンチ調査の際に、 N-13のⅢ層下位で落ち込みを確認し、H－2

と仮称した。平成12年度に調査を再開し、掘り下げを行ったところ、Ⅲ層中でF－6を確認した。H－

2については、住居ではないものと判断したため、 自然地形のくぼみに形成された焼土である。

遺物出土状況Ⅲ群A-2類、剥片などが出土している。

時 期出土遺物から、Ⅲ群A－2類と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 1は包含層出土、 Ⅲ群A－2類の口縁部。斜めの貼付け上には縄の縦の刻み。

（佐藤）

F-7 (図Ⅲ-52、図版48-4 ･ 5)

位置・立地L-14

規 模0.43／－×0.63/－×0.08

平 面 形不整形

確認・調査台地部のⅢ層包含層調査中に検出した。平面は不整形で、断面形はほぼレンズ状を

呈する。北側には隣接してF－7がある。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時 期周辺包含層の遺物からⅢ群A－2類～Ⅳ群A類の時期が考えられる。 （笠原）
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F-8 (図Ⅲ-52、図版49-3)

位置・立地K-20，台地上。

規 模 1.77×1.58×0.15m

平面形・形態不整形

確認・調査出土していない。H－8上面で確認した。H－8との重複関係からF-8が新しい。

H－8の焼けた貼床（覆土4層）の一部の可能性もある。

遺物出土状況出土していない。

時 期H－8との重複関係から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類土器の時期以降と考え

られる。 （佐藤）

F-9 (図Ⅲ-53、図版49-4･ 5， 73-4)

位置・立地 1－9，台地上。

規 模1.77×1.58×0.15m

平面形・形態不整形

確認・調査Ⅲ層風倒木中で確認した。

遺物出土状況出土していない。周辺の包含層からⅣ群A類土器4点、両面加工の石器2点、剥片

2点、石斧2点、石Ⅲ2点、すり石3点、加工痕のある礫1点、礫2点が出土した。

時 期周辺の包含層の遺物から、縄文時代後期初頭、Ⅳ群A類土器の時期と考えられる。

（佐藤）

掲載遺物：土器 1は包含層出土、Ⅳ群A類の胴部。細かい。 （佐藤）

石 器2～7はいずれも周辺包含層から出土したもの。 2 ． 3は両面加工石器。 2は三日

月形で、両面の中央部の稜付近に光沢がみられる。 3は被熱によるはじけがみられる。 4 ． 5はとも

に片岩製の石斧2類。 4は基部付近に一部原石面が残るが、ほぼ全面が粗割・敲打・磨りで整形され

る。 5は全面が粗割・磨りで整形される。刃部は腹面からの磨り出しが顕著で、縦方向の細かい擦痕

がみられ、わずかに磨耗している。 6はすり石4類。使用面に剥離が加えられるもの。 7は石皿。 2

点が接合している。使用面は大半が欠損する。 （柳瀬）

F-10 (図Ⅲ-54、図版49-6， 74－1)

位置・立地 1－9，台地上で、 F-11と近接する。

規 模1.54×1.20×010m

平面形・形態不整形

確認・調査Ⅲ層風倒木中で確認した。

遺物出土状況出土していない。周辺の包含層およびK-10からⅢ群A－2類土器1個体、たたき

石1点､剥片1点、礫1点が出土した。

時 期周辺の包含層の遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられ

る。 （佐藤）

掲載遺物：土器 1 ． 6は包含層出土、 1はⅣ群A類。口唇上は磨かれ、やや角張る。底部は上げ底

気味である。 6はⅢ群A－2類の胴部で、 3本組の沈線がある。 （佐藤）

10()



Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

a37， 20m~
』
伊

F-9,

、、、 --烹綴蕊一三
、、 風倒木痕

'‘'‘… ｡~漁。 ’
57/′~~~

~

気
一
Ｗ
ぺ

下
．

~一ンチ
F－9

1 :黒褐色焼土(5YR2／2） 炭化物粒の2～4mm含む｡焼土粒の2~4mm含む瞳

2 :にぶい赤褐色焼土(5YR4／3) 焼成部｡焼土粒の2~4mm含む｡

0 1m
｜ ， 1

i蕊謹
轤費′ ， ，

0 5cm

1 1

４
１
ｏ

ＯＯＯ７３

▽･37． 05

４
１
口

７
一
○

△

3

禽胤,‘
q36. 91

3

,O
~I

TIo

0 5cm

| I

ｍＣ

Ｏ

（

ｂ

１

更一一ｼI

0

4

＆

7

ここ＝夛
o bcm

｜ I

5

0 10 c、

図Ⅲ－53 F-9

101



八雲町山越2遺跡

F-l lの遺物

F-10F-1 1 -1RI'

ｎ

恥

ｌ

－

－

Ｂ

ｌ

洲

ｊ

Ｃ

‐

錆

。

‐

８９

Ｆ

６
３

８

Ａ

’

Ｉ

Ｌ

Ｄ

Ｉ

３

③

F－10B

可
Ａ
ｒ

F－1 1
nF 守句

J0． 1J

36． 8 1

一壱 一

36． 6§

一F
76

13

]6． 75

L l
F-1 1

ヅ
aウa37 ． 1 0m~ 36， 8リ

F－10
ゴ
ーa37. 10m

齢

1

／
風倒木痕

F 10

1 ：黒褐色焼土(5YR2／2） しまり軟、粘性弱。炭化物粒の2～4mm含む、

焼土粒“~4mm含む。

2 :暗赤褐色焼土(5YR3／4） しまり堅､粘性中。焼成部。焼土粒の2~4mm含む

F一皿

l :黒褐色焼土(5YR2／2） しまり軟､粘性弱｡炭化物粒の2~4mm含む､

焼土粒の2～4mm含む。

2 :略赤褐色焼上(5YR3／2） しまり堅､粘性弱｡焼成部｡焼土粒の2～4mm含む｡

3計

1mF-10の遺物 0
1 1 1

I

一一

筵
二三

1

1

〃 I

／

≦ 0 5c、

〃I

ハ I
1

蕪､ に
7

一

I轌
一 クフミミ』

、 ＝

胃二一

､>修一
一

、
凝

『、
h

織塗 I

一

~
~~

篭 Ｗ
４
↑
Ｉ

~‘!'i,！(､,
IOhD1
0』
Lq6

！
雛

蕊 蕊
ｌ
ｌ
ｑ

■
６
唖

畿無3

忽0,』

｝

UdO

陰5句・ 牡02『

一
二
●
，
幻

'0#万市万万ﾛ0.~ ~

~

州
1 1

鱗~~

6

~'二ヒーー 0 10an

5

図Ⅲ－54 F 10． 11

102



Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

F-11 (図Ⅲ-54、図版49-7 ･ 8， 74-2)

位置・立地K-9 ･ 10、台地上でF-10と近接する。

規 模1.61×0.97×0.23m

平面形・形態不整形

確認・調査Ⅲ層風倒木中で確認した。

遺物出土状況出土していない。周辺の包含層およびK-10からⅢ群A－2類土器5点、Ⅳ群A類

土器1個体と別個体4点、剥片1点、礫1点が出土した。

時 期周辺の包含層の遺物から、縄文時代後期初頭、Ⅳ群A類土器の時期と考えられる。

（佐藤）

掲載遺物：土器 3は覆土1層、 2 ． 4～6は包含層出土。 2 ． 5はⅢ群A－2類。 2は胴部。 5の

口唇に沿って、半裁竹管状工具による2対の刺突が加えられる。部分的に縦の刻み。突起外面には2

列の刺突列。突起下には焼成前の穿孔。沈線は2本組で、沈線文は口唇下と胴部に横の区画突起か

ら垂下するものにより縦に区画する。そのあとX字状に施文し、 さらに縦の沈線を加え、 米形の文様

としている。地文は羽状縄文、結束2種。 3 ． 4はⅣ群A類。 3は口縁部で、 口唇上は磨かれ角張る。

4は胴部。 （佐藤）

F-12 (図Ⅲ-55、図版50-1， 74-3)

位置・立地 1 ･ J-11，台地上。

規 模1.30×1.08×0.08m

平面形・形態不整形

確認・調査Ⅲ層中位で確認した。

遺物出土状況出土していない。周辺の包含層およびK-10からⅢ群A－2類土器23点、すり石1

点､石皿1点、剥片2点、礫4点が出土した。

時 期周辺の包含層の遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられ

る。 （佐藤）

掲載遺物：土器 1 ． 2は包含層出士、Ⅲ群A－2類。 1は胴部。 2は口縁部で、 口唇上は指頭によ

る横の圧痕が加えられる。口縁部下には棒状工具による円形の刺突列が2列ある。 （佐藤）

石 器 3は包含層から出土したすり石2類。側縁にはたたき痕もみられる。 （柳瀬）

F-13 (図Ⅲ-55、図版50-3)

位置・立地K-14

規 模0.91/－×0.63/－×0.23

平 面 形不整形

確認・調査台地部のⅣ層の上面で確認した。平面は不整形で、断面形はほぼレンズ状を呈する。

覆土中には炭化物を含む。形成面はⅢ層中と思われる。

遺物出土状況Ⅲ群A－2類が2点出土した。

時 期出土した遺物からⅢ群A－2類の時期が考えられる。 （笠原）

F-14 (図Ⅲ-55、図版50-4)

位置・立地P-24
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物

規 模0.54/－×(0.50)/－×0.13

平 面 形不整形

確認・調査台地部の北西隅のⅣ層上面で確認した。東側の一部が調査区外にかかる。平面は不

整形で、底面は平坦である。形成面はⅢ層中と思われる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時 期周辺包含層の遺物からⅢ群A－2類～Ⅳ群A類の時期が考えられる。 （笠原）

4 フレイク・チップ集中

FC-1 (図Ⅲ-56、図版50-5， 75-1)

位置・立地L－9，台地上。

規 模144×077×0.12m

平面形・形態不整形

確認・調査Ⅲ層上位で確認した。

遺物出土状況覆土1層から剥片25点（黒曜石)、周辺の包含層からⅢ群A－2類土器6点、石皿

1点が出土した。

時 期周辺の包含層出土遺物から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類土器の時期と考えら

れる。 （佐藤）

掲載遺物：石器 1は石皿。使用面の大部分には被熱によるはじけが見られる。 （柳瀬）

FC-2 (図Ⅲ-55、図版50-6， 75-2)

位置・立地P-24

規 模0.54／－×(0.50)／－×0.13

平 面 形不整形

確認・調査台地部のⅣ層上面で確認した黒曜石のフレイク・チップ集中である。平面の形は不

整形で層厚は約15cmである｡776点のフレイク・チップと共にⅢ群A－2類の土器片等が出土している。

遺物出土状況覆土中からⅢ群A－2類が67点、Ⅳ群A類が1点、スクレイパー1点、たたき石1

点、礫が24点出土した。

時 期出土した遺物からⅢ群A－2類の時期が考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器2 ． 3は覆土出土。 2はⅢ群A－2類の胴部。 3はⅣ群A類。やや内湾する口縁部。

口唇上は磨かれ角張る。縄線文により文様は構成され、 口唇下に間隔を開けて2列に巡り、その間に

斜位に施文する。 （佐藤）

石 器4 ． 5はいずれも覆土から出土したもの。 4はスクレイパー1a類。腹面左側縁に

光沢が見られる。 5はたたき石1類。頁岩の四角柱状の礫を素材としている。なお、未掲載の黒曜石

製の石鐡未製品について、原材産地同定を行ったところ、赤井川産と判定された(第v章1）。 (柳瀬）

5集石

S-1 (図Ⅲ-57、図版51-1， 75-3)

位置・立地L･M-12

規 模一／－×－／－×－

平 面 形不整形
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八雲町山越2遺跡

確認・調査P-10の北東側のⅢ層上面で確認した。配置には規則性などが見られないことから

集石遺構として扱った。礫の大きさは20～40cm程で、出土した礫7点のうち、石器に使用されたも

のが3点含まれる。また焼土などの痕跡は見つかっていない。

遺物出土状況使用された石器はたたき石1点､すり石1点、石皿が1点である。

時 期周辺包含層出土の遺物等からⅢ群A類の時期が考えられる。 （笠原）

石 器 1はすり石5類：半円状扁平打製石器。ひん岩製である。 2は石皿。使用面にはす

り痕とたたき痕がみられる。 （柳瀬）

S-2 (図Ⅲ-57、図版51-2 ･ 3)

位置・立地L･M-13

規 模0.40／－×0.30／－×0.20

平 面 形不整形

確認・調査H－2の東側のⅣ層上面で確認した小礫の集中である。 611点出土した礫の平均は

約2～3cmで、厚さ約20cm堆積する。一部木の根による撹乱を受けている。被熱等の痕跡は認めら

れない。

遺物出土状況Ⅲ群A－2類が5点、剥片が1点出土している。

時 期出土した遺物からⅢ群A－2類の時期が考えられる。 （笠原）

6炭化物集中

C-1 (図Ⅲ-58、図版51-4 ･ 5， 76-1)

位置・立地 1－8，台地上。

規 模1.80×0.55×0.03m

平面形・形態不整形

確認・調査Ⅲ層上位で確認した。

遺物出土状況覆土1層から剥片25点（黒曜石)、周辺の包含層からⅢ群A－2類土器6点、石皿

1点が出土した。

時 期周辺の包含層出土遺物から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A－2類土器の時期と考えら

れる。 （佐藤）

C-2 (図Ⅲ-58、図版52-1)

位置・立地L－9，台地上。

規 模 （0.85） × (0.50) ×0.03m

平面形・形態不整形

確認・調査Ⅲ層上面で確認した。周辺の包含層出土遺物から、本来はⅢ層上位に帰属する可能

性がある。

遺物出土状況周辺の包含層からⅢ群A－2類土器1点、Ⅲ群A－3類土器1点が出土した。

時 期周辺の包含層出土遺物から、縄文時代中期中葉Ⅲ群A-2類土器からⅢ群A-3

類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器 1は包含層出土、Ⅲ群A－2類の胴部。 （佐藤）
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Ⅲ遮構と遺構出土の遺物

7 建物・柱穴様ピット

建物跡1 （図Ⅲ-59、図版52－2）

位置・立地M･N-17，台地上。

規 模1.44×0.77×0.12m

平面形・形態不整形

確認・調査表土除去後のV層上面で確認した。構築面はⅢ層中と考えられる。

遺物出土状況出土していない。

時 期縄文時代中期中葉～後期初頭、 Ⅲ群A－2類～Ⅳ群A類土器の時期と考えられる。

（佐藤）

SP-1 (図Ⅲ-60、図版52-3 ･ 4)

位置・立地N-13，台地上に位置する。 P－2， F－6に隣接する

規 模0.26/0.10×0.22/0.10×0.32m

平 面 形円形

確認・調査平成11年度のトレンチ調査の際に、N-13のⅢ層下位で落ち込みを確認し、H-2

と仮称した。平成12年度に調査を再開し、掘り下げを行ったこところ、住居跡ではないと判断した。

その段階で、掘り下げたV層で確認した。

遺物出土状況覆土から黒曜石の剥片が5点出土している。

時 期周辺包含層出土の遺物から、Ⅲ群A－2類の可能性がある。 （柳瀬）

8埋設土器

埋設土器1 （図Ⅲ-61、図版53－2 ． 3， 76－2）

位置・立地0-20、台地上。

規 模0.24／0.14×0.24/0.13×0.25m

平面形・形態円形

確認・調査v層上面で確認した。掘り込みがみられ、その上面に土器を配置している。周辺に

SP-2、 6～8があり、竪穴式住居が肖ll平された可能性がある。

遺物出土状況覆土1層からⅢ群A－3類土器39点が出土した。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉、Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。(佐藤）

埋設土器2 （図版53－4）

位置・立地M-19

規 模一／－×－／－×－

確認．調査平成11年度のトレンチ調査で確認した。 F－’のう°ラン確認のため、周辺を精査中

にⅣ層の上面で検出した。Ⅲ群A－3類土器の口縁部を伏せた状態で出土した。南側には隣接してP－

1がある。

遺物出土状況他の遺物は出土していない。

時 期出土した遺物からⅢ群A－3類の時期であると考えられる。 （笠原）
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Ⅲ遺構と遺構出土の遺物
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W包含層の遺物

Ⅳ包含層の遺物

概要

山越2遺跡は舌状に延びる海岸段丘上に位置し、調査区は南東から北西方向に長い。最も標高の高

い調査区のほぼ中央付近から南東方向に下がる緩傾斜面を持つ台地部分と、北西側の旧河道部からなっ

ている。包含層から出土した遺物は台地部分も河道部も出土層位はすべてⅢ層である。

包含層から出土した遺物は19,486点で、 このなかには河道部から出土した686点も含まれている。

河道部からの出土は主に斜面部分と河床からで、G-20グリッドの河床からは遺物集中が見つかっ

た（図版54－2） 。

土器の内訳は縄文時代中期中葉のⅢ群A－2類が最も多く12,328点、Ⅲ群A－3類が570点、Ⅲ群B

類109点、Ⅳ群A類1,583点、 Ⅱ群B類126点、 I群A類が1点となっている。

石器の内訳は剥片石器群が1,582点、礫石器類2,607点である。

分類別の分布は（図Ⅳ－2，Ⅳ－19･20)にそれぞれ記載してある。

1 遺物集中（図W-1)

(M-11)

M-11のⅢ層中で検出された、 Ⅲ群A－2類土器の集中である。同じグリッドの南隣からFC-2

が検出されている。掲載遺物は次の通りである （図Ⅳ－9－64、W-11-89)。また、 P-10から出

土した資料（図Ⅲ－38－5） も同一個体の可能性がある。

(N-31)

N･O-31において、 自然地形の落ち込み中で樅認した。Ⅲ群B類土器の同一個体が出土している

が、磨耗が激しく接合しなかった（図Ⅳ-15-140～142)｡

(0-23･24付近、図版53-5， 54-1)

H-3 ･ 4の調査終了後、周辺の包含層の調査中、暗褐色からにぶい黄褐色を呈し、遺物を多く含

み、 またローム粒や炭化物を含む土層を確認した（図1－6－④．⑤） 。特に、同一個体の土器の比

較的小さな破片のまとまりや、石皿・台石と、それと|司程度の大きさの礫が目立って見られた。ベル

トを設定して調査を行ったが、明瞭な分布範囲は確認できなかった。調査区壁面の断面と、設定した

ベルトの土居断面、遺物の出土状況から、H－3の北側からH－4の周辺にかけて分布していたもの

と思われる。出土した遺物から、 Ⅲ群A－2類の時期の掘り上げ土の可能性がある。

また、 0-27の調査区の境界付近においても掘り上げ土と思われる暗褐色～褐色士（図1－6－③）

を確認にした。付近は河道に向かって包含層が急激に薄くなっており、確認できた分布範囲は調査区

境界沿いにわずかに20～30cm程度で、北側調査区外に広がっているものと思われる。遺物を多く含

んでおり、Ⅲ群A－2類土器141点のほか、たたき石、すり石、石Ⅲなど、計156点出土している。す

り石で0-24との接合関係が認められ、 0-23･24付近の堀り上げ土と思われる土居とほぼ同時期に

形成された可能性がある。 （柳瀬）

115



八雲町山越2遺跡

~、~

珂
刊

瓶
37， 08

、
－ 37． 07

"鐵〆瀞”“
,m'g請．
密

gl
-h"胆一

07

’

瀞
O 錘m
l ， ！ ， ！ ’

〆

3イ． 1

-k ー34． 0912

0 －JL
0 誰、

916

|§

、

、

~

、

、

１
１
ノ
、
小

一
之
（
一

／
、
誤
〆
！
、

癖蕊
|’ ~’

一尼25
一ト

IO24

、

、 簡蹴］37， 17

、
~、

～－一

、
L4－4－f

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

／
評
。)?乏卜

、

、

I
I
1

fl

､

、 ；
、途"慾…z盛‘《,．#’

、
露､↑、

渓
辺
一 鶴〆~、

＜二三〉

」

I
~~

~

図Ⅳ－1 遺物集中

116



1V包含層の遺物

2 土器（図Ⅳ－2～18、図版77～90）

河道跡も含めた包含層からは全体で15,287点が出土した。河道跡以外の包含層からはI群A類1点、

Ⅱ群B類126点､Ⅲ群A－2類12,328点、Ⅲ群A－3類570点、 Ⅲ群B類109点、Ⅳ群A類1,583点、士製

品4点が出土した。河道跡からはⅡ群B類2点、Ⅲ群A－2類509点、Ⅲ群A－3類16点、Ⅳ群A類38

点、土製品1点が出土した。掲載遺物は遺構出土以外のすべての遺物を対象にしている。

分布図（図Ⅳ－2）は出土量の多いⅢ．Ⅳ層出土のⅢ群A－2類、Ⅲ群A－3類、Ⅳ群A類を掲載

している。

Ⅲ群A－2類は、同時期の遺構の分布と同じく、遺跡全体からほぼまんべんなく出土している。

Ⅲ群A－3類は、遺跡の台地上の北側と中心に分布し、同時期の遺構、特に竪穴住居跡の分布に重

なる。竪穴住居跡の覆土中からの出土量が、包含層からの出土量に比べて多い。要因として、住居以

外に遺物を残さなかったことや、住居跡が埋まりきらない途中で遺物の廃棄が行われた可能性がある。

Ⅳ群A類は、遺跡の台地上の南側中央に分布し、同時期の遺構、特に竪穴住居跡の分布に重なる。

Ⅱ群B類土器（図Ⅳ－3）

1～4は円筒土器下層d式。 1の口唇上は縄の斜めの刻み。口唇下には縄線文が3列。刻みと縄線

文の原体はRL縄文。その下には綾繰文が2列。地文はR縄文の多軸絡状体で、軸は7本の可能性が

高い。 2は小突起部、 3は口縁部で同一個体の可能性が高い。 2 ． 3の口唇下には3本の横位の縄線

文があり、 2の小突起部では突起に沿う。地文は多軸絡状体。 4は胴部で、縦位の縄線文と上中下の

横位の縄線文がある。

Ⅲ群A類土器

Ⅲ群A類土器はA－2類（サイベ沢Ⅶ式土器)、A－3類（見晴町式土器）が出土している。

A－2類土器（サイベ沢Ⅶ式土器） （図Ⅳ－3～13）

A-2類土器は、

1．丸みをもった、または上面や外面に面をもち、やや角張る口唇

2． 口唇上の縄・へラ状・棒状工具による縦の刻み

3．文様帯は地文の上に貼付け文または沈線文で構成

4．地文は結束や結節を顕著に残す

5．突起部は口縁部よりやや外面に張出すものが多く、突起は4つが主体で、 1つまたは2つのも

のもある

6．底部は内面が角をもち、外面はほぼ垂直か、張り出す

という特徴でまとめられる土器群である。

a類文様帯が細い貼付け文で構成されるもの（5～8）

5は中型で縦長の器形、 6は突起部。 口唇上は縄の縦の刻みが加えられる。縦の貼付け上は縄の回

転押圧、横方向の貼付けには、貼付け上に沿った縄の押圧と縄の回転押圧が両方ある。文様帯の区画

は突起部下から垂下する貼付けにより縦に区画、 口縁下に沿った貼付けと胴部の横環する貼付けによ

り横に区画する。区画内には上向きの連弧文と凸レンズ状の文様がある。地文は羽状縄文、結束1種。

胴下部はなで消される。 6の口唇上はへう状工具による縦の刻み。突起部下には弧状の貼付けがあり、

貼付け上はへう状工具による縦の刻み。貼付け文は2本組で、貼付け上に沿ってR縄文･L縄文を並

列して押圧し、矢羽状を呈する擬組紐の押圧。文様帯は突起部下から垂下する縦の区画、胴部の横の
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図Ⅳ－9包含層出土の土器（7）
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区画、横の区画をさらに2等分する横位の貼付けで構成される。地文は羽状縄文、結束1種。突起上

部は欠損している。分類・集計上、A－2類（サイベ沢Ⅶ式土器）に入れてしまったが、 5， 6はサ

イベ沢Ⅵ式士器である。 7は突起部、 8は口縁部。 7の口唇上はへう状工具による縦の刻みが加えら

れる。突起部に貼付け、突起下には貼付け文がある。地文は羽状縄文、結束1種で、下端に結節があ

る。 8の口唇上と貼付け上はへう状工具によるやや斜めになる縦の刻みが加えられる。突起部下には

弧状の貼付け、 口唇下には円形と2本組の弧状の貼付けがある。沈線文は縦に垂下するもの、斜位の

ものがある。地文は羽状縄文で、結束1種。

b類貼付けが突起及びその下に限られ、文様帯は沈線文で構成されるもの（9～17)

9の口唇上は縄の刻みが加えられる。台形状の突起で焼成前の貫通孔が2つ並び貫通孔の上端に沿っ

て沈線文が施文される。突起口唇上にツノ状の2つの縦の貼付け文が加えられる。突起下には菱形と

縦の貼付けがあり、菱形内にはさらに縦の貼付けがある。菱形には貼付けに沿って縄の押圧、その内

側の縦の貼付けは縄の横の押圧、縦の貼付け上は縄の横の押圧と回転施文がある。沈線文は凸レンズ

状の文様がある。 10の口唇上と突起外面にはR縄文の斜めの刻みが加えられる。突起下には横位の貼

付けがあり、貼付け上に沿って縄の押圧。突起の外面の中心は円形にくぼむ。沈線文は口唇に沿うも

のと斜格子状が施文される。地文は羽状縄文で、結束1種。 11の口唇上は縄の縦の刻み、突起頂部外

面は縄の縦の刻みが加えられる。突起の突起下の横位の貼付け上は縄の縦の押圧がある。沈線文は口

唇に沿って施文される。 12の口唇上は縄の縦の刻みが加えられる。突起部には4本の横位と2本の短

い縦の貼付け、焼成前の楕円形の貫通孔がある。貼付け上に沿って縄の押圧がある。 13～15は上面観

が円形の突起部である。 14． 15の突起頂部中央には断面三角形の貼付けがあり、 14の貼付け上と突起

頂部は2本の縄の押圧がある。 13の口唇上は縄の矢羽根状の刻み、 14． 15は縄の縦の刻みである。突

起部の横位の貼付けは13･ 15は3本、 14は2本である。 13の貼付け上は縄の縦の押圧、 14･15は貼付

けに沿って縄の押圧である。 15の突起部には貫通孔があり、突起下には橋状の縦の貼り付けがある。

縦の貼付け上には細い粘土紐と瘤状の円形の貼付け。沈線文は、 13． 14は3本組、 15は2本組である。

13･ 14は口縁部に沿ったものと斜位、 15は口縁に沿ったものと111il部の横位沈線による区画、突起部下

に菱形が施文される。 16･ 17は突起部下に縦の貼付けがある。 16の口唇上は縄の縦の刻みが加えられ

る。縦の貼付け上は縄の斜めの刻み、下端には円形文がある。突起下には焼成前穿孔の貫通孔と横位

の貼付けの剥離した痕跡が認められる。沈線文は3本組で、 口縁に沿ったものと胴部の横位沈線によ

る区画突起部下の貼付けから垂下するものがある。 17の口唇上は縄の回転施文である。縦の貼付け

上は半裁竹管状工具の内面による下方からの押し引き文である。沈線文は半裁竹管状工具の内面の2

本組で4本単位、 口縁に沿ったものと胴部の横位沈線による区画を、 さらに上下2段に区画している。

18～20の沈線文は口縁部に沿ったものと突起部から垂下する縦と山形のものがある。 18の口唇上は縄

の縦の刻みが加えられる。突起下には横の貼付け、貼付け上は縄の縦の刻みがある。 19．20は肥厚し

面を持つ口唇で、 口唇中央に沿って沈線文がある。 19の口唇部上はへう状工具による縦とハの字の刻

みが加えられる。突起部下には瘤状の貼付けがある。 20の' 1唇部上はへう状工具による縦の刻みが

加えられる。

c類文様帯が沈線文で構成されるもの（21～43）

21は2本組の沈線文で、 口唇下、胴部、その間の弧状のものがある。 22は2本組の沈線文で胴部の

横の区画、 4本組みで縦を施文している。 23は1本沈線で、 1111部の横の区Ⅲ、突起部下の重V字と縦

区画区画内は「米」字状の文様がある。 24は口唇下の弧状、胴部の横の区画と縦区画があり、横方

向の沈線は2本組と3本組が交互に配される。 26は4本組の沈線文で、 口唇下と胴部の横の区画
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Ⅳ包含層の遺物

縦の区画がある。区画内はX字状の文様がある。 27～33は口唇下に沈線がめぐる。沈線文は、 27･30

は弧状、 28は斜位とL字、 29は斜位、 31 ．33は連続する弧状、 32は山形がある。 33の沈線は細い。 22

～28の口唇部上は縄、 31は棒状工具、 33はへう状工具の縦の刻みである。 32はへう状工具による縦と

ハの字の刻みである。 34～43は胴部に沈線文をもつ。文様帯の全体は不明であるが、 35は2本組の沈

線文と細い沈線による逆ハの字と 「Y」字、 37は凸レンズ状がある。

d類突起部、もしくはその下端に貼付けを持つもの（44～63）

44～55 ． 57は貼付けが数本ある。 44は弧状と瘤状、 44は斜位、 46は弧状と橋状、 47～55は横位の貼

付けがある。 47の貼付け上は縄の縦の刻み、 51 ･53の貼付け上はへう状工具による縦の刻み、 50･52･

55は貼付けに沿って縄の押圧、 47．48は貼付け間に縦の刻み、 57は貼付けの下部に半裁竹管状工具の

内面による刺突が加えられる。 57の突起部の上面観は円形である。

56．58～63は1本または1つの貼付けがあるもの。 56．58～62は1本の横位の貼付けで、 56． 58．

59．61 ．62は縦の縄の刻み、 60は貼付け上に沿って縄の押圧がある。 63は|ﾘ形の貼付けで、その中に

焼成前穿孔の貫通孔がある。 56～63の口唇部上は縄の縦の刻みが加えられる。

e類地文のみのもの（64～66･80～87･92～110)

64．65は上面観が円形の突起部。 66は台形状の突起。 l1唇上は縄の縦の刻みが加えられる。 80～87

は口縁部。 80の口縁部は肥厚し貼付け状になる。 81は突起部下に縦の貼付けがあり、貼付け上は縄の

横の押圧である。 92～95は胴部。 95は縦の幅の広い条痕である。 96～110は底部。

f類突起上端に縦の貼付けのあるもの（67．68）

67は2本の縦の貼付けで、貼付けに沿って縄を押圧している。 68は細い粘土紐を6本縦に貼付け、

中央に焼成前穿孔の貫通孔がある。

g類突起部が2対のもの（69～71）

69．70は台形状の突起が二対になる。 71は上面観が円形の突起が二対になる。 71の突起上面には縄

の縦の押圧がある。

h類小さい山形の突起部を持つもの（72～79）

72．73は細い粘土紐による貼付けが突起部にのみある。 74は横位、 75は瘤状、 78は縦の貼付けがあ

る。 74．75は貼付けに沿って縄の押圧がある。 78の貼付け上は縄の横の刻みが加えられる。 76．77は

瘤状の貼付けが剥離した痕跡が認められ、 77は内面からの刺突がある。 79は無文で、 口唇上に竹管状

工具による円形刺突が加えられる。

i類口縁部が肥厚し幅広の面をもち、口唇上に刺突もしくは矢羽根状の刻みをもつもの。 （88～91）

88･89･91は口唇上に半裁竹管状工具の内面による刺突、 90はへう状工具による矢羽根状の刻みと

棒状工具による円形刺突が加えられる。突起上辺の角にはツノ状に突起がつくが、一方は欠損してい

る。ツノ状の突起の上面観は円形で縁は縄の刻みが加えられる。 88の貼付け上はへう状工具による

縦の刻みが加えられる。 88．89、YP-10の5は同一個体の可能性が高い。 90の口唇は突起下からハ

の字状に開く。突起頂部外面には沈線で重円形文が施文される。 90とYP-5の3 ･ 4は同一個体の

可能性が高い。 91は横位の貼付けと断面三角形の貼付けがあり、貼付け上はへう状工具による刺突と

刻みが加えられる。突起上辺の角には、上面観が円形のツノ状の突起がつく。

j類その他の土器（111～119）

111～116は小型の器形である。 117は鉢形の器形である。 118はミニチュア土器。文様は半裁竹管状

工具の内面による刺突で、 口縁部下と底部に横の区画、 さらに横位の刺突により上下に2段に区画し

X字状の刺突を施す。 119はY字形の把手と考えられる。把手上には横位の貼付けがあり、貼付け上に

13]
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沿って縄の押圧がある。

A-3類（見晴町式土器) (図Ⅳ-14～15)

A－3類土器は、

1．肥厚し断面三角形を呈し、外面に明瞭な面をもつ口唇

2． 口唇外面に、縄・へラ状・棒状工具による斜めの刻み、縄の回転施文、 口唇外面に沿った沈線

文、波頂部外面・口唇部に細い粘土紐の貼付けなどを持つ

3．文様帯は地文の上に沈線文で構成、 2本組が多い

4．地文は単節の斜行縄文で、結節を残すものもある

5． 口縁部は波状口縁で、波頂部は4つが主体であるが、 3のものもある

6．底部はやや広い角度で胴部に立ち上がり、内面は粘土を貼付け整形しているため中心付近から

なだらかに立ち上がる

という特徴でまとめられる土器群である。

a類口唇部に細い粘土紐による貼付けを持つもの（120～122）

120～122は同一個体の可能性がある。 120の波頂部は2対の山形の小突起で波頂部内外面に凸レン

ズ状、 口唇部にU字状の貼り付けがある。U字状の貼付け上に沿って縄の押圧が加えられる。 121 ･

122には渦巻き状の貼付けがある。口唇上は縄の斜めの刻みが加えられる。

b類口唇部外面に縄・棒状工具による斜めの刻み、縄の回転施文のあるもの（123～128）

123･124は文様帯が沈線文で構成される。沈線文は2本組である。 123の沈線文は口唇下に沿うも

の、波頂部から垂下するもの、弧状のもの、 124は口唇下に沿うもの、その下の横位のものがある。

口唇外面は縄の斜めの刻み。 125は縄線文をもつ。口唇下に沿うもの、波頂部から垂下するものがあ

る。波頂部外面には4本の縄の縦の押圧が加えられる。 口唇外面は縄の斜めの刻みがある。 126． 127

は波頂部に縦の縄の押圧が加えられる。 126は1本、 127は4本である。口唇外面は縄の斜めの刻み。

128は縄文のみのもの。 129は口唇部外面に棒状工具による斜めの刻みがある。

c類口唇外面に沿った沈線文のあるもの(130～132)

130～132の沈線文は、 130の沈線文は口唇下に沿うもの、波頂部から垂下する縦位の鋸歯状、その

下に弧状のもの、 131は口唇下に沿うもの、その下の横位のもの、 132は口唇下に沿うものがある。 130

の口唇外面に沿った沈線文は波頂部で途切れる。

d類a～c類以外のもの(133～135)

133～135は斜行縄文のある胴部破片。

e類小型のもの(137～139)

136･137は沈線文をもつ。 136の沈線文は胴部最大径の部分に横位、縦に垂下するもの、 137は胴部

最大径の部分とその下に横位がある。 139の口唇部は丸みを帯び無文で、地文の縄文のみである。 3

つの小波状を呈する可能性がある。 138は底部。

Ⅲ群B類土器（図Ⅳ-15）

140～142は大安住B式。幅広の貼付けをもち、貼付け上に沿って縄の押圧がある。 140は口縁部に

ハの字、 口縁部下に横環する貼付け、 141は口唇下に横環する貼付けと縦位の貼付け、 142は胴部に横

環する貼付けがある。 142の口縁部はやや内湾気味に立ち上がり、 141の口縁部は内湾する。 142の胴

部は丸みを帯びる。地文の縄文は140は斜行、 141 ･ 142はやや横走する。

132



Ⅳ包含層の遺物

…

鰯
瀞

貴龍寺亨

聴

泌
罵劔鐸減1¥翰勾式

〃
M鋤
1 1

角

》
》

斡
錨

図Ⅳ－14包含層出土の土器（12）

133



八雲町山越2遺跡

一

篭i塒

を漣酪曾

0 10C

惚謹鍾蕊態鱗，: :蕊蝿蕊溌鍵．

~~

10cm0

15包含層出土の土器（13）図Ⅳ

134



W包含層の遺物

Ⅳ群A類土器（図Ⅳ-16～18)

煉瓦台式と天祐寺式土器が出土している。煉瓦台式は当分類上はⅢ群B類であるが、本遺跡では分

布・出土状態にⅣ群A類土器と明瞭な差を確認できず、貼付けを持つもの以外細分出来なかった。ま

た出土量も少ないことから、Ⅳ群A類土器に分類し、集計している。

煉瓦台式土器（143～148)

縦位、横位に低い幅広の貼付けをもち、貼付けの後、地文の縄文を施文するものがある。

143･145は縦位、横位に低い幅広の貼付け、 144･146～148は横位に低い幅広の貼付けがある。

天祐寺式土器（149～194）

タガ状の幅広の貼付けをもつもの。円形、棒状工具による刺突、縄線文を持つものがある。

149～157は口縁部に無文帯を持つもの。横位の横環する貼付けは、 149は2本、 150～152は3本、

153. 154は2本かそれ以上、 155 ． 156は口唇部の1本かそれ以上である。 149． 154は縦位もしくは斜

位に貼付けを持つ。 149･155は面をもつ口唇上に縄の回転施文。 156の口唇は丸みをもって肥厚する。

157は口縁部下に貼付けがあり、 口唇下と口縁部下の貼付け状に沿って縄線文がある。

158～165は刺突を持つもの。 158は口唇外面にタガ状のl幅広の貼付けがあり、貼付け上に竹管状工

具の刺突による円形文が加えられる。 159は口縁部に幅広の貼付け、胴部にやや細めの縦と横の貼付

けがある。 口縁部の貼付け上は棒状工具による斜めからの横位の刺突、胴部の横の貼付け上に竹管状

工具の刺突による円形文が加えられる。 160は口唇下に円形の貼付け文、貼付け上に竹管状工具の刺

突による円形文が加えられる。 161は口唇下にタガ状の幅広の貼付け、貼付け上に竹管状工具の刺突

による円形文が加えられる。 161は胴部にタガ状の'幅広の貼付け、貼付け上に竹管状工具の刺突によ

る円形文が加えられる。 163･164は同一個体の可能性がある。口唇下に2列の横位と縦位の細い半裁

竹管状工具の内面による刺突が加えられる。 165は口唇下に横位の短刻線状の半裁竹管状工具の内面

による刺突列がある。

166～175は縄線文を持つもの。 166～170は無文の口縁部に縄線文をもつ。 167･ 168は口唇部下に縄

線文をもち、 167は無文部にV字状の縄線文がある。 166･ 169･ 170は無文部下に縄線文がある。 171

~175は地文の縄文の上に縄線文がある。 171は口唇部下、 口縁部下に横位、その間に縦位の縄線文が

ある。 172は口唇部外面が無文で、その口唇部下と口縁部下に横位の縄線文がある。 173は口唇部下に

2本の縄線文がある。 174は胴部にV字状の縄線文、 175は胴部最大径の下に2本の横位、胴部下、底

部外面に1本の横位の縄線文がある。

176～180は地文の縄文のみのもの。 177． 179． 180は口唇が角張り、 176･178は丸みがある。

181･ 182は無文の土器。 181は口縁部が開く器形である。

183． 184は地文の縄文が網目状撚糸文のもの。

185～191は底部。 187･189～191は底部から開きながら立ち上がる器形である。

192～194は小型で胴部が丸みを帯びる器形である。 192･193は口縁部が無文で外反する。 194は口

縁部が無文でその下と胴部に縄線文をもつ。 194は煉瓦台式に伴出例があり、同式の可能性が高い。

195は無文で、貼付けにより文様帯が構成されるもの。折返し口縁で口縁部が外反し、胴部に丸み

のある器形である。十腰内1式と考えられる。

土製品（図Ⅳ-18）

土製品はすべて円板状土製品である。

196はⅢ群A－2類の円板状土製品。地文の縄文はLR縄文である。 197～199はⅡI群A－3類の円
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Ⅳ包含層の遺物

板状土製I1111．地文の縄文はRL縄文である。 198･199は貫通孔が貫通しておらず、未成fi,!!である。

3石器等（図Ⅳ-19～28、図版91～96）

遺構出土のものを除いた、包含層等からは、石器類が合計4,914点出土した。内訳は剥片石器類1,525

点、礫石器類2,959点、石製品10点である。剥片石器では、 8割を剥片が占める。石核・剥片・原石

を除いた石器は351点で、スクレイパーが半数近くの169点を占める。次いで、 Rフレイク、 Uフレイ

クが多く70点、 31点出土しており、石鎌が1割弱の29点、石槍16点、つまみ付きナイフ14点、 ドリル

12点、両面加工石器10点が出土している。礫石器類では、礫が8割を占め、礫剥片が193点出土して

いる。礫石器は403点で、半数以上の216点がすり石である。 このほかたたき石63点、砥石7点が出土

しており、 また、石斧は破片が多く個体数を表すものではないが、 31点出土している。石皿・台石は

81点で、破片も多いが、約半数の40点ほどは長径40cmを超えるような大形のものである。礫剥片は、

石斧作製の際に生じる泥岩・片岩などのものと、すり石などの作製・使用の際に生じる安山岩などの

ものがあり、前者は2点、後者は185点出土している。石製品は10点出土しており、垂飾、異形石器、

薄い板状に整形された片岩片などがある。

石器類の分布は、包含層の残存状況・分布状況と対応している。包含層の残存する部分では比較的

均等に分布しており、掘り上げ土と思われる土層の分布するO･P-23～25に集中する傾向が見られ

る。礫石器、特に石皿・台石において、 O・P-23～25に集中する傾向が強いほかは、器種による分

布の違いは顕著ではない。

石材は、各器種に共通して、剥片石器類では頁岩が、礫石器類では安山岩が圧倒的に多い。 このた

め、掲載石器一覧表においては全点について石材の記載を行っているが、本文中では頁岩あるいは安

山岩以外の石材についてのみ記載した。なお、黒曜石製の石器の一部については原材産地同定を依頼

した（第V章1節） 。

なお、図Ⅳ－19･20に示した分布図は、出土層位の不明瞭な表採等のものは除いている。

石鱸（図Ⅳ－21－1～8）

29点出土した。 2類・有茎のものが多く19点で、 1類のものは2点である。未成品は4点出土して

いる。石材は頁岩が多く7割ほどを占めており、ほかには玄武岩、黒曜石、 メノウがみられる。

1～8は石鎌。 1 ． 2は1類のもの、 3～8は2類のもの。 1はla(1)類：三角形のもの、 2は

1e類：木葉形のものである。 3～7は、 2a類：茎の明瞭なもの、 8は2b :類、茎の不明瞭なも

のである。 5は側縁上半に磨耗がみられ、スクレイパーとして使用された可能性もある。 7は小形の

ものである。 6は黒曜石製、 7 ． 8は玄武岩製。

石槍（図Ⅳ－21-9～14)

16点出土した。約半数が、形態の不|ﾘlな破片や未成,lii!!である。 1類：無茎のものが3点、 2類：有

茎のものが5点出土している。石材は、頁岩が9点、黒曜石6点、玄武岩1点である。他の器種と比

較して黒曜石の比率が高い。

9～14は石槍。 9～l1は1類、 12～13は2類、 14は未成品である。 9は1a類：柳葉形のものであ

る。 10･ 11は1b類：木葉形のもの。 11は周縁加工のもの。 12･ 13は2b類：茎の不明瞭なもの。 13

は加工がやや粗雑で、未成品の可能性もある。 14は2a類：茎の明瞭なものの未成品と思われる。 10･

12は黒曜石製。

ドリル（図Ⅳ-21-15～17)

12点出土した。 1類：剥片の一部に使用痕を作出するものが多く7点、 3類：つまみ部が不明瞭な
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ものが3点、 4類：棒状のものが2点出土している。石材は、 メノウ1点以外はすべて頁岩である。

15～17はドリル。 15は1類、 16は3類、 17は4類である。 15･ 16はともに上端部に原石面が残る。

17は菱形を呈し、上下両端に機能部をもつ。

つまみ付きナイフ （図Ⅳ-21-18～21）

14点出土した。すべて1類：縦形のもので、 1c類：周縁加工のものが8点、 1d類：粗雑なつく

りのものが4点出土している。石材は、 1d類の1点の流紋岩をのぞき、頁岩である。

18～21はつまみ付きナイフ。 18～20は1c類、 21は1d類である。 19は背面では素材の稜が、腹面

では両側縁付近が磨耗し、光沢がみられる。 20は背面左側縁と腹面の両側縁で光沢がみられる。 21は

腹面左側縁に若干磨耗がみられる。

スクレイパー（|叉|Ⅳ-22～23-22～35）

169点出土した。 1割ほどが形態の不明な破片で、 1類：縦形のものが138点と8割ほどを占めてお

り、 2類：横形のものが5点、 4類：箆状石器が2点出土している。またこのほか、 8類：これらに

あてはまらないものも11点出土している。 1類では、 1a類：長辺に刃部をもつものが圧倒的に多く

131点出土しており、ほかには1b類：端部に刃部をもつものが2点、 1c類：尖頭部を作出するも

の、 1d類：側縁から端部にかけて連続した刃部をもつものが1点ずつ出土している。 2類では、 2

b類：端部に刃部を持つものが3点、 2a類、側縁に刃部を持つものが1点、 2d類：側縁から端部

に連続した刃部を持つものが1点みられる。石材はほとんどが頁岩で、ほかには玄武岩が2点、黒曜

石が1点、流紋岩が1点出土している。

22～35はスクレイパー。 22～29はla類。 26･29は大形である。 22～26は刃部が直線的なもの、 28･

29は刃部が外湾するもの、 27は刃部が内湾するもの。 22は腹面両側縁に光沢がみられる。 25は、背

面の刃部付近と、腹面の左半で光沢が顕著である。 28は腹面両側縁にわずかに光沢がみられる。 30･

31は2b類。 31は腹面下端中央部の膨らんだ部分に光沢がみられる。 32．33は4類。 32は粗い両面加

工で整形される。 33は片面加工で断面カマボコ状に整形される。背面の上端、剥離の稜の部分に磨耗

が見られる。 34．35は8類としたもの。 34はもち手をもつような形状で、両面からの周縁加工で整形

されている。 35は片面加工のもので、下端はくぼんで整形される。 23は黒曜石製、 32は玄武岩製であ

る。

両面加工石器（|叉|Ⅳ-23-36～39）

10点出土した。形状は木葉形のものが多い。石材は、頁岩7点、玄武岩2点、黒曜石1点である。

36～39は両面加工石器。 36は三日月形に近いもの。 37は木葉形になると思われる。 38は粗い加工で、

三角形に近く整形される。 39は厚みがあり、背面から下端に原石面が残る。 37は黒l1il石製である。

石核（図Ⅳ－24－40．41）

7点出土した。すべて頁岩である。

40･41は石核。 ともに小形のもので、原石面が大きく残る。

なお、黒曜石製の、 6 ･ 10･ 12･23･37について原材産地同定を依頼したところ、 10･23は赤石山、

6． 12．37は赤井ﾉ| |と判定された（第V章1節)。

石斧（図Ⅳ-24-42）

31点出土した。そのうち21点は形態の不明な破片である。形態のわかるものでは、 1類：短冊形の

ものが5点、 2類：溌形のものが1点、未成品が4点出土している。石材は、片岩が17点、緑色泥岩

が11点、泥岩が1点で、徹攪岩と思われるものが1点みられる。

42は石斧1類。片岩製で、粗割・敲打・磨りで全面が整形される。
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たたき石（図Ⅳ－24．25－43～49）

63点出土した。 3類：平坦面に使用痕がみられるものが多く、約7割の44点出土しており、ほかに

は、 1類：端部に使用痕がみられるものが8点、 2類：平坦面に使用痕がみられるものが5点、 4類

球状礫を素材とするものが1点みられる。また、 3類に含めたものの中には、平坦面と端部、平坦面

と側縁など、複数カ所に使用痕がみられるものも7点ある。石材は、安山岩が56点と多数を占め、ほ

かには凝灰岩、ひん岩がわずかにみられる。

43～49はたたき石。 43は2類、 44～49は3類。 43は2類としたが、側縁のうちでも頂部に使用痕が

みられ、 1類に近い。 44は小形のもので、 V層に含まれる風化した安山岩を素材としている。 45は部

分的に被熱し、赤化している。 47は線状の使用痕がみられる。 48．49は大形のものである。 48は端部

にも使用痕がみられる。 49は大きさから、台石的に使用されたものの可能性がある。 47は凝灰岩製で

ある。

すり石（図Ⅳ－25 ．26－50～63）

217点出土した。 5類：半円状扁平打製石器が多く、約4割の94点、ついで4類：両端に打ち欠き

が加えられるものがやや多く56点、 2類：扁平礫の側縁に使用痕がみられるものが14点出土している。

ほかに、 6類：北海道式石冠が6点、 3類：平坦面に使用痕がみられるものが2点、 1類：断面三角

形の礫を用いるものが2点みられた。また、 4類あるいは5類と同様の加工が加えられているが、使

用痕が認められないものが、それぞれ22点、 6点出土しており、未使用品と思われる。 4類の未使

用品については、石錘の可能性も考えられるが、使用痕のあるものと同程度の大きさであることから、

すり石に含めた。 5類の未使用品としたものには、使用面に剥離が加えられるものもみられ、 これら

は使用痕が形成されない程度、わずかに使用された可能性も考えられる。また、 6類とした中には使

用面にたたき痕のみが認められるものが3点含まれ、未成品の可能性もある。石材は、たたき石と同

様、安山岩が186点と圧倒的に多く、 このほかには、凝灰岩、ひん岩、石英斑岩、片岩が少数みられ

る。

50～64はすり石。 50．51は2類および2類の未成品、 52は3類、 53～55は4類およびその未成品、

56～60は5類61 ．62は6類である。 50は小形で、使用面が加工されないもの。 51は2類の未成品と

したが、 2類には使用面に剥離が加えられるものはほとんどみられないことから、 4類あるいは5類

の未成品の可能性もある。 52は平坦で広範囲の使用面が形成されている。 53．54はともに使用面に剥

離が加えられるもの。 55は下面が|幅広に敲打で整形されているようで、未成品と思われる。 60は使用

面が加工されないもの、 56～59は使用面に剥離が加えられるもの。 56は小形のもの。 61は敲打でにぎ

り部が作り出される。 62は下面に幅広の使用面が認められるが、 にぎり部はほとんど作り出されな

い。 63は2類の可能性があるもの。素材の形状を利用し、加工せずに使用した可能性がある。 64は5

類の未成品の可能性がある。左端部が、 5類と同様に使用された可能性があるが、使用痕は明瞭では

ない。

砥石（図Ⅳ－26－65．66）

7点出土した。扁平礫の平坦面に使用痕がみられるものがほとんどである。石材は、砂岩製のもの

4点、安山岩製のもの2点、凝灰岩製のもの1点である。

65．66は砥石。 ともに砂岩製である。 65はわずかに使用痕がみられる。 66は4面に使用痕が見ら

れるもの。実測後に図の下に破片が接合し、完形となった。 、

石皿・台石（図Ⅳ-26～28-67～72）

81点出土した。形態の不明な破片も多いが、先述のとおり、約半数が40cmを超えるような、大形
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のものである。周縁が敲打で整形されるものが2点あり、 ともにK-10から出土している。石材は、

1点のみひん岩と思われるものがあるが、ほかはすべて安山岩である。

67～72は石皿あるいは台石である。 67．68は小形のもの。 67は使用面が帯状でゆるくU字状にくぼ

んでおり、砥石の可能性もある。 69は皿状にくぼんだ礫を素材とし、その中央に使用痕がみられる。

71は周縁が敲打で整形されるもの。 72は台石である。

石製品（図Ⅳ-28-73～76）

10点出土している。 うち4点は同一個体で、薄い板状の片岩製のもので、全面磨りで整形されてい

る。接合しないため、形態は不明である。ほかには、掲載したもの、および軽石製の垂飾と思われる

ものなどが出土している。

73は頁岩製。上下端が加工される。未成品の可能性もある。 74は撤攪岩製の垂飾。擦り切りで整形

されたと思われ、上面に痕跡が残る。全面が磨りで加工される。穿孔は両側から行われる。 75は安山

岩製で、棒状の礫を素材とし、両端を剥離あるいは敲打で平坦に整形したのち、敲打により凹帯をめ

ぐらすもの。石錘の可能性もある。 これに類似したものが、 O-23のⅢ層からも1点出土している。

76は安山岩製。全体が磨りで角柱状に整形され、両端に、敲打によると思われる、すり鉢状のくぼみ

が作られる。
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V自然科学的手法による分析結果

1 八雲町山越2遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析

藁科哲男

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光x線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遺物の

石材産地推定を行なっている!)、 2) ~ 3) 。

石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した

岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を満たし、

その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十分条件を満たし、ただ一カ所の一致す

る露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『石器とある産地の原石

が一致したからと言って、そこの産地のものと言い切れないが、 しかし一致しなかった場合そこの産

地のものでないと言い切れる』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が

非常に重要な意味があり、見える様式として形態・文様、見えない様式として土器・青銅器・ガラス

などの人手が加わった調合素材がある。一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性が

あり、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。石器の様式

による分類ではなく、 自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地

が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土してい

るなどを十分条件の代用にすると、産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石器原材であっ

ても、遺跡近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。人が移動させた石

器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満たしても、原材産地と出土遺跡の間に地質

的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原

材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ち

に考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、

C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。一方B産地と一致しなかった

場合は、結果は考古学の資料として非常に有用である。石器に関してはB産地と交流がなかったと言

い切れるのである。 ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、 B、 C、

D･ ･ ･ ･ )の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれ

ば、石器がA産地の原石と決定することができる。 この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準

が混乱し不可能であると思われる。また、 自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、

それぞれが使用している産地分析法によってそれぞれ異なり、実際に行ってみなければ分からない。

産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した

産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行い、 これを

産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地

ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを

153



八雲町 lll越2遺跡

対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石

産出地点と、現代人が分析のために採取した原石産出地とは、異なる地点である可能性は十分に考え

られる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限に近い個数の平均値と分散を推測して判

定を行うホテリングのT2検定を行う。 この検定を全ての産地について行い、ある石器原材と|司じ成

分組成の原石はA産地では10個中に一個みられ、 B産地では一万個中に一個、 C産地では百万個中に

一個、 D産地では・ ・ ・ ・一個と各産地毎に結果が得られるような、客観的な検定結果からA産地の

原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率

を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は八雲町山越2遺跡出土の黒曜石製石器6個と剥片6個の合計12個で、産地分析

の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、 Ca、Ti、Mn、 Fe、 Rb， Sr、Y、 Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、Ti/K，Mn/Zr、 Fe/Zr、Rb/Zr、 Sr/Zr、Y/Zr、

Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸東関東、中信高原、伊豆箱

根、伊豆七烏の神津島、山陰九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。黒曜石原

産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表1に示す。 この原

石群に、原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると、 196個の原石群になる。

ここで北海道地域および一部の東北地域の産地について記述する。白滝地域の原産地は、北海道紋

別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点があり、

また白土沢、八号沢などでも転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒|曜石は色に関係無

く赤石山群（旧白滝第一群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区

別できない原石が採取でき、 あじさい群を作った（旧白滝第二群)。また、八号沢の黒曜石原石と白

土沢の転礫は梨肌で、元素組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫のうち

70％は||暁加沢群になり、元素組成からはあじさい滝群と区別できず、残りの30％は赤石山群に一致す

る。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道と秋田林道より採取される。清水の沢林道で

採取される原石の元素組成は置戸所山群にまとまる。また秋田林道で採取される原石は置戸山群にま

とまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第一群および第2群に分類

される。 この原産地は常呂川に通じる流域にあり、常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在は

まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士'幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および

沢の中より採取され、原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から

音更川、 さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股

産の原石の組成と相互に近似している。また、上士I幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫

の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別で

きず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原材産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これ

ら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 この

複数の産地をまとめて十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えら

れる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原
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石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および

忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 これらを組成で分類すると88％は名

寄第一群に、 また12％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北

部などから採集される黒曜石の円礫は、 20％が近文台第一群、 69％が近文台第二群、 11％が近文台第

三群それぞれ分類された。また、滝川市江部乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類する

と約79％が滝川群にまとまり、 21％が近文台第二群・第三群に組成が一致する。滝川群に一致する組

成の原石は、北竜IH]恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す

丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況や礫状は滝川産黒曜石と|司じで、

秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一

致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取でき

る。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川

第一群を、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第二群を作った。 これ

ら第一群・第二群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定さ

れる。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第一群第二群の2群に区別され、豊泉第

二群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青

森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石

で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ヶ沢地区に流入す

る中村川の上流で1点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ぱみ地区より採取さ

れている。青森県西津軽郡深浦町の海岸や|司町の六角沢、およびこの沢筋に位置する露頭より採取さ

れた原石で六角沢群を、 また、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に

似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪

岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第一、二群と弁別は可能である

が原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鎌が作れる

大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5cm大のもの

もみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒|曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析での水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響は

ほとんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合と、除かずに行っ

た場合とで同定される原産地に差はないからである。他の元素比量についても風化の影響を完全に否

定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さが伴うが、遺物の石材産地の判定

を誤るようなことはない。

今回分析した山越2遺跡の黒曜石製石器・剥片の分析結果を表2に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには、数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの一変量だけを考えると、表2の試料番号73673番の遺物ではRb/Zrの値は1.070で、赤井川第一

群の［平均値］ ± ［標準偏差値］は、 0.969±0.060である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を

基準にして考えると遺物は原石群から1．60離れている。 ところで赤井川原産地から100個の原石を採っ

てきて分析すると、平均値から±1.60のずれより大きいものが10個ある。すなわち、 この遺物が、

1r＝『ー
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赤井川第一群の原石から作られていたと仮定しても、 1.60以上離れる確率は10%であると言える。

だから、赤井川第一群の平均値から1.60しか離れていないときには、 この遺物が赤井川第一群の原

石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群に比較すると、赤

石山群の平均値からの隔たりは、約70である。 これを確率の言葉で表現すると、赤石山群の原石を

採ってきて分析したとき、平均値から70以上離れている確率は、千万分の一であると言える。 この

ように、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられな

いから、 この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと断定できる。 これらのことを簡単

にまとめて言うと、 「この遺物は赤井川第一群に10％の確率で帰属され、信頼限界の0.1%を満たして

いることから赤井川第一群原石が使用されていると同定され、 さらに赤石山群に十万分の一％の低い

確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから赤石山原石でないと同定される｣。遺物が一ケ

所の産地（赤井川産地） と一致したからと言って、例え赤井川第1群と赤石山群の原石は成分が異なっ

ていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）

であることから、他の産地に一致しないとは言えない。同種岩石の中での分類である以上、他の産地

にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川産地）に一致し必要条件を満足したと言っ

ても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の196個すべての原石群に

ついて行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消してい

くことにより、はじめて赤井川産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Zrといっ

た唯1ヶの変量だけでなく、前述した8ヶの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければなら

ならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素とRb元素との間に相関があり、 Caの量を計ればRbの量

は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、

Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。 したがって、 もしRb量だけが少しずれている場

合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならない。 このことを数量的に導き出せるよ

うにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリング

のT2検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4) ‘ 5) 。産地

の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では196個の推定確率結果が得られている。今回産地分

析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記

入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要

な意味を含んでいる。すなわち、赤井川産原石と判定された遺物について、 カムチャッカ産原石とか

ロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない

結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表3に記入した。原石群を作った原石試料は直径3

cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられな

い事情があり、短時間で測定を打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が

含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。 したがって、小さな遺物

の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1％に達しない確率を示す場合が比較的

多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の

値を記した。 この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値が

小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの

原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺物

の判定は複雑である。 これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた

戸門第一、蔭森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、第二群、十勝三股群に比較的似ているために、
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遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、 またこれら3ケ所の原産地に同

時に同定される場合がしばしば見られるからである。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡

で多数の遺物を分析し戸門第一群と第二群に同定される頻度を求め、 これを戸門産地における第一群

(50%) と第二群(50%)の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析し

た遺物のなかには戸門第二群に帰属される遺物が全く見られないことから、戸門産地からの原石は使

用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さく、分析した遺物よりも小さい

ため、本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。膳森山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原

石を使用した遺物の産地分析では、 これらの産地に同定された遺物の帰属確率の差は十分の一～百分

の一がほとんどで、 中には、赤井川、十勝、瘡森山の各群の帰属確率の差がほとんどないものがあり、

原石産地の特定に苦慮する。 この場合は、客観的な産地分析法により赤井川産、十勝産、麿森山産と

限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、蔭森山産地のいずれに多

いかを考慮して、原石産地を判定した遺物も一部ある。また、 白滝地域のあじさい滝、八号沢、 白土

沢、 ’幌加沢の一部の原石は、相互に元素比組成が似ていて産地分析の結果で区別できない場合があり、

梨肌表面の遺物を八号沢・白土沢地区の原石、滑らかな表面の遺物をあじさい滝または幌加沢地区の

原石と肉眼で判断し判定の欄に記した。

今回分析を行なった山越2遺跡出土の黒曜石製遺物12個の産地別使用頻度をみると、最も多く使用

された産地は、遺跡から直線距離約100Kmはなれた赤井川産地の原石で83%(10個）が占められ、

遺跡から約300Km離れた白滝・赤石山原産地の原石が17%(2個）使用されている。遺跡と原石産

地間の交流、原石産地地方の情報の入手量は遺跡で使用されている各産地の原石の使用頻度に比例的

であると考えると、山越2遺跡では、約100Km圏内の交流または情報は約83%を占め、約300Km"

れた白滝・赤石山産地の交流または情報が17％あったと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。 し

かし、分析個数が少ないために分析個数が1個増減するだけで結果が大きく変動するため、定量的に

正確に交流を推測するには分析個数を増加する必要がある。

参考文献

1）藁科哲男・東村武信（1975)，蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定（Ⅱ)。考古

学と自然科学， 8 ： 61-69

2）藁科哲男・東村武信・鎌木義昌（1977)， （1978)，蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原

産地推定（Ⅲ)｡ (W)。考古学と自然科学, 10, 11 : 53-81 : 33-47

3）藁科哲男・東村武信（1983)，石器原材の産地分析。考古学と自然科学， 16 ： 59－89

4）束村武信（1976)，産地推定における統計的手法。考古学と自然科学， 9 ： 77－90

5）東村武信(1990),考古学と物理化学。学生社

＊編集注原材産地の同定は、調査の都合上、平成11年度・ 12年度の2回に分けて依頼した。本報告

については、分析者の許可の上、表・本文の一部をまとめて掲載させていただいた。

157



骨 、 “
易 墹 雪 Ｅ 億 厘 陣 雲

~~
頓
~‐

壱
岐
地
域

グ
ヂ

ー
ゆ

"｡
， 〆

0
2
0
K
m

l
」

西
北
九
州
地
域

三

5
4
：
佐
渡

6
8
：
上
石
川

14
:
板
山

15
:
大
白
川

71
:
金
津

富
山
県

一
一

、

○
鹿
児
島
県

10
:
花
泉

青
森
県

山
形
県

5
：
出
来
島

13
:
月

山
6
:
深
浦

宮
城
県

八
森
山

l
l
:
湯
倉

52
:
折
腰
内

12
:
塩
釜

57
:
戸
門

栃
木
県

58
：
鶴
ケ
坂

16
:
高
原
山

鷹
森
山

東
京
都

大
釈
迦

22
：
神
津
島

74
：
下
湯
川

47
：
安
島

4
8
：
三
里
山

神
奈
川
県

'
壱
岐
地
域

長
野
県

34
；
久
喜
ノ
辻

23
：
麦
草
峠

35
：
君
ケ
浦

双
子
池

36
：
角
川

24
：
霧
ケ
峰

37
：
貝
畑

男
女
倉

大
分
県

和
田
峠

33
：
塚
瀬

67
：
大
窪
沢

77
：
荻
台
地

兵
庫
県

緒
方
下
尾
平

75
：
香
住

西
北
九
州
地
域

宮
崎
県

佐
賀
県

63
：
桑
ノ
木
津
留
3
9
：
腰
岳

長
崎
県

69
：
椎
葉
川

38
：
松
浦

松
尾

40
：
淀
姫

77
：
梅
野

41
:
中
町
、
古
里

中
野

42
：
大
崎

福
岡
県

松
岳

78
：
八
女
昭
和
池

：
間
根
平

：
出
水

(日
東
）

：
五
女
木

：
上
牛
鼻

：
平
木
場

：
竜
ケ
水

：
長
谷

３ ４

６ ４
1
7
：
箱
根
・
笛
塚

18
:

〃
・
畑
宿

19
:
鍛
冶
屋

静
岡
県

熊
本
県 小
国

南
関 轟

冠
ケ
岳

白
浜

９ ０ １ ３ ２

５ ６ ６ ４ ６

４ ５ ６ ５ ６

６ ６ ６ ４ ４

5
9
：
魚
津

7
3
：
二
上
山

石
川
県

上
多
賀

柏
峠
西

小
豆
峠

０ １

２ ２

5
3
：
比
那

72

図
1

黒
曜
石
原
産
地



表
1
－
1

各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

分
析

個
数

原
産

地
原
石
群
名

素
比

R
b
/
Z
r
S
r
/
Z
r

Y
/
Z
r
N
b
/
Z
r
A
l
/
K

S
i
/
K

~兀 F
e
/
Z
r

C
a
/
K

T
i
/
K

M
n
/
Z
r

北
海
道

名
寄
第
一

〃
第
二

0
.
4
7
8
±
0
．
0
1

1
0．
1
2
1
±
0
．
0
0
5
0
．
0
3
5
±
0
．
0
0
7

2．
01
1
士
0
．
0
6
3
0
．
6
1
4
±
0
．
0
3
2

0．
5
7
4
±
0
．
0
2
2

（)
．
1
2
0
±
0
．
0
1
7
0
．
0
2
4
±
0
．
0
1
6
0
．
0
3
3
±
0
．
0
0
2

0
．
4
5
1
士
0
.
0
1
(
）

0
.
3
0
9
士
0
．
0
1
5

0．
1
0
3
±
0
．
0
0
5
0
．
0
2
1
±
0
．
0
0
6

1
．
7
7
4
±
0
．
0
5
5
0
．
6
9
6
±
0
．
0
4
4

0．
2
6
5
±
0
．
0
1
1

0
．
3
0
1
±
0
．
0
2
2
0
．
0
2
6
士
0
．
0
2
0
0
．
0
2
8
±
0
．
0
0
7
0
．
3
9
4
±
0
.
0
1
0

４ ５
１ ３

１

白 滝 地 区

赤
石
山

八
号
沢

幌
加
沢

あ
じ
さ
い
滝

0．
1
7
3
士
0

0．
1
3
8
±
0

0．
1
3
9
士
0

0．
1
4
2
±
0

０ ０ ３ ９

３ ３ ２ ２~
４ ０ ９ ０

１ １ ０ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

0
6
1
±
0
．
0
0
3

0
2
2
±
0
．
0
0
2

0
2
3
±
0
.
()
01

0
2
3
±
0
.
0
0
1

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 士 士 士

９ ５ ９ １

７ ０ ９ ０

０ １ ０ １

0
2
8
士
0
．
0
0
2

0
2
7
±
0
.
0
0
8

(
)
2
7
±
0
．
0
0
2

0
2
7
±
0
．
0
0
5

３ ７ ５ ４１ １ １ １

０ ０ ０ ０

２ ３ ２ ３

０ ０ ０ ０

士 士 士 士

４ ３ ５ ８

１ ２ ７ ３

７ １ ９ ０

２ ７ ２ ５

４ ２ ０ ２

１ １ １ １

０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士

０ ６ ４ ７

４ ４ ９ ８

３ ８ ７ ７

９ ５ ７ ６

５ ６ ７ ７

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 士 士 士

３ ５ ４ ５

８ ０ ０ １

２ １ １ １

０ ０ ０ ０

９ ９ ０ ５

１ １ １ １

０ ０ ０ ０

0
．
3
4
1
士
0

0
.
4
7
5
±
0

0
.
4
7
0
±
0

0
.
4
5
7
±
0

０ ５ ７ ５

３ ４ ３ ３

０ ０ ０ ０

0
．
0
7
3
士
0
.
0
2
6

0

0
.
0
7
6
±
0
．
0
4
6

0

0．
1
0
3
士
0
.
0
2
7

0

0
.
0
7
6
±
0
．
0
4
4

0

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

４ ９ ９ ５

７ ５ ６ ６

３ ３ ３ ３

０ ２ ７ １

１ ４ ０ １

０ ０ ０ ０

ｌ ｌ ｌ ｌ

近
文
台
第
一

〃
第
二

〃
第
三

秩
父
別
第
一

〃
第
二

滝
川
第
一

〃
第
二

置
戸
・
所
山

置
戸
・
置
戸
山

ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
一

第
二

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士 士 士 士 士 十 一 十 一 十 一

９ ７ ４ ９ ６ ３ ０ ６ ４ ５ ６

１ １ １ ４ ０ ５ １ ２ ６ ７ ７

８ ５ ５ ２ ５ ２ ５ ３ ４ ５ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0．
1
6
5
±
0
．
0
0
6

0
．
0
9
9
±
0
.
0
0
5

0
.
0
9
8
±
0
．
0
0
5

0．
1
2
2
±
0
.
0
0
6

0
.
0
9
8
士
0
．
0
0
5

0．
1
2
2
±
0
．
0
0
6

0
．
0
9
8
±
0
．
0
0
5

0．
1
2
8
±
0
．
0
0
5

0．
1
3
8
±
0
．
0
0
5

0．
1
1
0
±
0
．
0
1
1

0．
1
4
5
±
0
.
0
0
5

０ ７ ７ １ ５ １ ５ ５ ８ ８ ５

３ ０ １ ５ ２ ３ １ ６ ５ ６ ６

１

３ １ ２ ７ ６ ８ ５ ８ ６ ６ １

１ １ １ １ １ １ １ ０ １ ５ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
8
1
士
0
.
0
1
0

0
6
7
士
0
．
0
9
0

0
6
6
±
0
．
0
1
4

0
7
8
±
0
.
0
1

1

0
7
0
±
0
．
0
1

1

0
7
7
±
0
．
0
0
9

0
6
8
±
0
.
0
0
9

0
4
5
±
0
.
0
0
8

0
4
9
±
0
．
0
0
8

0
5
1
±
0
．
0
1

1

0
5
6
±
0
．
0
1
4

３ ２ ２ １ ２ １ ２ １ １

2
6
6
±
0
．

1
1
7

7
7
3
±
0
.
0
9
7

7
6
5
±
0
．
1
2
5

6
1
4
±
0
．
0
6
8

7
5
0
±
0
.
0
9
9

6
1
3
±
0
.
0
9
0

7
4
0
±
0
．
0
7
2

8
1
3
±
0
.
0
6
2

7
2
6
±
0
.
0
7
2

5
5
5
±
0
.
0
8
6

6
3
1
±
0
．
1
2
6

0
3
9
±
0
.
0
0
2

0
3
5
±
0
．
0
0
2

0
3
4
±
0
．
0
0
2

0
2
2
±
0
．
0
0
4

0
2
7
±
0
.
0
0
3

0
2
5
±
0
.
0
0
3

0
3
0
±
0
．
0
0
4

0
3
0
±
0
．
0
0
2

0
3
2
±
0
．
0
0
3

0
3
0
±
0
．
0
0
3

0
3
0
±
0
．
0
0
3

0
.
6
0
4
±
0
．
0
3
1

0

0
．
8
1
2
±
0
.
0
3
7

0

0
.
8
1
4
±
0
.
0
6
8

0

0
.
9
9
5
±
0
.
0
3
7

0

0
.
8
0
5
±
0
．
0
4
2

0

1
．
0
1
7
±
0
．
0
4
5

0

0
．
8
0
2
±
0
．
0
1
9

0

0
．
8
2
4
±
0
．
0
3
4

0

0
．
4
4
9
±
0
.
0
2
4

00

０００００００００

４４９５２７

．
9
4
1
±
0
.
0
3
0

0
.
8
1
8
±
0
.
0
3
4

0
.
8
1
5
±
0
．
0
4
2

0
．
4
5
8
±
0
．
0
2
3

0
．
8
0
8
士
0
．
0
3
2

0
．
4
5
9
±
0
．
0
2
5

0
．
8
1
2
士
0
.
0
1
9

0
.
4
5
4
±
0
.
0
2
0

0
.
4
0
7
±
0
.
0
2
3

0
.
6
3
6
±
0
．
0
2
7

0
．
7
1
2
±
0
．
0
3
2

0．
1
6
5
±
0
．
0
2
0

0．
1
9
7
±
0
．
0
2
4

0．
1
9
9
±
0
．
0
3
9

0．
2
3
5
±
0
．
0
2
4

0．
1
9
7
±
0
．
0
2
6

0．
2
3
3
±
0
.
0
2
9

0．
1
9
2
±
0
.
0
2
6

0．
1
7
9
±
0
.
0
2
3

0．
1
3
3
士
0
.
0
1
9

0．
1
6
7
±
0
.
0
2
7

0．
1
7
0
±
0
．
0
2
8

0
.
0
3
9
±
0
．
0
1
6

0
．
0
4
1
±
0
.
0
1
9

0
.
0
7
8
士
0
.
0
0
8

0
.
0
2
3
±
0
.
0
2
1

0
.
0
2
7
±
0
.
0
1
6

0
.
0
3
8
±
0
．
0
1
8

0
．
0
3
2
±
0
．
0
2
3

0
．
0
4
4
±
0
.
0
2
0

0
.
0
2
6
±
0
．
0
1
4

0
．
0
3
7
士
0
.
0
2
0

0
.
0
3
0
±
0
．
0
1
3

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ９ ８ １ ６ ８ ３ ０ ４

１ １ ０ ２ １ １ ２ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 士 士 士 士 士 十 一 十 一

７ ２ ３ ４ １ ０ ３ ２ ６ ７ ２

５ ４ ４ ３ ７ ７ ９ １ ５ ９ ９

４ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ４ ４ ３ ３

８ ９ １ ３ ０ ３ １ ０ ０ ３ ０

０ ０ １ １ １ ２ ３ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ ０

士 士 十 一 十 一 士 士 十 一 士 士 士 士

４ ２ ４ ５ ５ ７ ２ ４ ９ ５ ６

０ １ １ ９ ０ １ ０ ２ ４ ９ ０

６ ８ ８ ９ ８ ０ ８ ８ ４ ５ ６
８ ０

３ ４ ４ １ ３ ２ ５ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ ０

２ ２
０ ０

０ ０
０ ０

十 勝

十
勝
三
股

美
蔓
第
一

〃
第
二

０ １ ８

６ ４ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 士

６ ９ ３

５ ９ ９

２ ４ ５

８ ０ ６

１ ２ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

４ ４ ４

７ ２ ４

０ １ １

５ ７ ２

０ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

８ ２ ６

６ ５ ５

０ ０ ０

３ ５ ９

１ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０１ １ １

０ ０ ０

２ ２ ３

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

１ ５ ８

８ ３ ２

２ ６ ０

７ １ １

８ ８ ５

０ １ ２

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

７ ２ ２

９ ０ ６

０ ８ ７

５ １ ０

５ ６ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

４ ７ ４

３ ０ ６

４ ７ ７

３ ４ １

２ ４ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

４ ９ ７

３ ９ ９

３ １ １

９ ９ ６

２ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

４ ９ ８

６ ３ ３

０ ０ ０

５ ３ ２

２ ２ ２

０ ０ ０

0
2
9
±
0
．
0
0
2

0
3
3
±
0
.
0
0
2

0
3
4
±
0
.
()
02

０ ０ ０

士 士 十 一

６ ２ ９

９ ４ ４

３ ４ ４

ｌ Ｏ Ｏ

０ ０ ０

０ ０ ０

赤
井
j|
|第
一

〃
第
二

豊
泉
第
一

〃
第
二

０ ０ ５ ０

５ ３ ７ ４

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 土 士 士

４ ８ ３ ７

５ ５ ７ ７

２ ２ ４ ３

９ ５ ９ ９

２ ６ １ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

０ ２ ８ ３

７ ７ ４ ３

０ ０ １ １

４ ２ ７ ６

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

0
．
3
7
1
±
0
．
0
0
9

0．
3
7
1
±
{
)
.
0
0
7

0
．
4
6
9
±
0
．
0
1
3

0
．
4
3
1
±
0
.
0
1
0

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士

６ ０ ０ ５

８ ８ ６ ５

０ ０ ０ ０

０ ０ ５ ８

１ １ １ ０

０ ０ ０ ０

３ ７ ４ ３

１ ０ ６ ２

２ ２ ７ ７

２ ２ １ １

０ ０ ０ ０

４ ３ ２ ６

０ ８ ７ ６

１ ０ ０ ０~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一

９ ０ ８ ６

６ ７ ３ １

９ ９ ４ ５

０ ５ ７ ９

６ ４ ２ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

4
2
8
±
0
．
0
2
1

4
3
6
±
0
．
0
2
6

6
0
7
±
0
．
0
2
8

5
1
3
士
0
.
0
1
8

４ １ ０ ６

２ ２ ２ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士

９ ５ ７ ７

４ ４ ５ ７

２ ２ １ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

８ １ ５ ７

５ ２ ２ ０

０ ０ ０ ０

３ ９ ７ ５

２ ２ １ １

０ ０ ０ ０

0
2
7
±
0
.
0
0
2

0
2
5
±
0
.
0
0
7

0
3
2
±
0
．
0
0
2

0
3
0
±
0
.
0
0
5

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

青
森
県

折 出
内 島

腰 来
５ ７

３ ２
0．
1
9
0
±
0
．
0
1
5
0
．
0
7
5
±
0
．
0
0
3
0
．
0
4
0
±
0
．
0
0
8

1
．
5
7
5
±
0
．
0
6
6

1
．
2
4
1
±
0
．
0
4
6
0
．
3
1
8
±
0
．
0
1
4

0．
1
4
1
士
0
．
0
3
3
0
．
0
7
6
±
0
．
0
2
1

0
．
0
2
4
±
0
．
0
0
2

0．
3
4
8
±
0
．
0
1
0

0．
3
4
6
士
0
．
0
2
2

0．
1
3
2
±
0
．
0
0
7

0．
2
3
1
士
0
．
0
1
9

2．
2
6
8
±
0
．
0
8
5
0
．
8
6
5
±
0
．
0
4
4

1
．
1
0
6
±
0
．
0
5
6
0
．
3
9
9
±
0
.
()
38

0．
1
7
9
±
0
．
0
3
1

0
．
0
3
8
±
0
．
0
0
3
0
．
4
9
9
±
0
.
0
1
3

角 森
深 浦

沢 山
６ １

３ ４
0
.
0
8
0
士
0
．
0
0
8
0
．
0
9
7
±
0
．
0
1
1

0
．
0
1
3
±
0
．
0
0
2

0．
6
9
7
±
0
．
0
2
1

0．
1
2
8
±
0
．
0
0
8
0
．
0
0
2
±
0
.
0
0
2
0
.
0
6
4
±
0
．
0
0
7
0
．
0
3
5
士
0
．
0
0
4
0
．
0
2
6
±
0
．
0
0
2

0．
3
7
9
士
0
．
0
1
0

0
．
0
7
7
±
0
．
0
0
5
0
．
0
9
8
±
0
．
0
0
3
0
．
0
1
3
士
0
．
0
0
2

0．
7
0
1
±
0
．
0
1
8

0．
1
3
4
士
0
．
0
0
5
0
．
0
0
2
士
0
．
0
0
2
0
．
0
7
0
±
0
．
0
0
5
0
．
0
3
4
士
0
．
0
0
6
0
．
0
2
7
士
0
．
0
0
5
0
．
3
8
4
士
0
.
0
0
9

ノ
、

八

青 森 市

戸
門
第
一

〃
第
二

鶴
ケ
坂

鷹
森
山

下
湯
川

８ ８ ３ ７ ６

２ ２ ３ ４ ３

０ ０ ０ ０ ９

４ ６ ７ ７ ９

２ ０ １ １ ７

０ ０ ０ ０ ４

０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 士

０ ４ ４ ２ ３

５ ８ ４ ５ ７

２ ０ ３ ２ ６

0
6
9
±
0

1
0
4
±
0

1
3
2
±
0

0
6
8
±
0

7
0
3
±
0

３ ４ ７ ９ ９

０ ０ ０ ０ ４

０ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ３

０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 士

８ ３ ２ ９ ７

６ １ ３ ７ ６

０ ０ ２ ０ ２

0
1
2
2
．
3
5
8
±
0
．
2
5
7

1

0
0
2

0．
6
9
1
±
0
．
0
2
1

0

0
2
3

2．
26
1士
0．
1
4
3

0

0
3
3

2．
54
8±
0．
1
3
1

1

2
1
7
21

．
6
4
8
±
1
．
5
0
0

0

1
6
8
±
0
．
0
6
2

1
2
3
±
0
.
0
0
6

8
6
1
±
0
.
0
5
2

1
4
9
±
0
.
0
6
9

0
9
0
±
0
．
0
2
1

5
2
1
±
0
．
0
6
3

0
0
2
±
0
.
0
0
2

0
8
1
±
0
．
0
6
0

5
6
8
±
0
．
1
0
8

7
0
8
士
0
．
1
0
2

０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 土

７ ９ ０ ８ ５

７ ６ ９ ８ ５

２ ０ ３ ２ １

0
2
6
±
0
．
0
0
2

0
2
5
±
0
．
0
0
2

0
3
7
±
0
．
0
0
2

0
2
8
±
0
.
0
0
5

0
5
3
±
0
．
0
4
2

０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士 士

２ ９ ６ ３ ８

６ ６ ９ ８ ５

３ ３ ４ ３ ８

５ ７ ８ ８ ８

１ ０ １ １ ８

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ２

０ ０ １ ０ １

０ ０ ０ ０ ０

５ ０ ９ ７ ５

６ ｌ ３ ３ ｌ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士

６ ３ ６ ９ ９

７ ３ ８ ４ ６

０ ０ １ ０ １

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

５ ５ ７ ６ １

２ ０ ３ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０

ぐ こ 沸 堂 ~ 排 Ｓ 州 蕗 丙 時 が 申 葦 誰 瓶

大
釈
迦

黒
石

７ １
６ ４

0．
2
5
3
±
0
．
0
1
6

8
．
9
0
5
±
0
．
2
4
3

0
6
7
±
0
.
0
0
8
0
.
0
7
7
士
0
．
0
2
9

4
8
4
±
0
．
0
5
5

0．
1
6
1
±
0
.
0
1
8

０ ２
5
1
9
±
0
．
1
4
8

1
．
1
4
7
±
0
．
0
6
5
0
．
5
5
8
±
0
．
0
8
7
0
．
2
8
6
±
0
．
0
3
5
0
．
0
4
7
±
0
.
0
4
0
0
.
0
2
8
±
0
．
0
0
3

0．
3
8
5
士
0
．
0
1
8

5
7
0
±
0
.
3
3
6
0
.
0
6
8
±
0
．
0
1
4

1
．
6
2
1
±
0
．
0
6
3

0．
2
4
4
±
0
．
0
2
2
0
．
0
2
7
±
0
．
0
1
4

0．
1
2
4
±
0
．
0
1
4

1
．
4
0
9
±
0
．
0
4
4

２ ７

秋
田
県

金
ケ
崎

脇
本

男 鹿
３ ５

４ ４
0
.
2
9
4
士
0
．
0
0
9
0
．
0
8
7
士
0
．
0
0
4
0
．
2
2
0
±
0
.
0
1
8

1
.
6
4
4
±
0
．
0
8
1

1
．
4
9
3
±
0
．
0
8
1

0．
9
3
0
±
0
．
0
4
3

0．
2
8
7
士
0
．
0
3
9
0
．
0
9
8
±
0
．
0
4
0
0
．
0
2
9
±
0
.
0
0
2
0
.
3
6
8
±
0
.
0
0
8

0
.
2
9
5
±
0
．
0
0
8
0
．
0
8
7
±
0
．
0
0
4

0．
2
1
9
±
0
．
0
1
7

1
．
6
7
1
±
0
．
0
7
7

1
．
5
0
3
±
0
．
0
7
2
0
．
9
3
9
±
0
．
0
5
4
0
．
2
8
6
±
0
．
0
4
5

0．
1
0
8
士
0
．
0
3
4
0
．
0
2
8
士
0
．
0
0
6
0
．
3
6
7
±
0
．
0
0
9

胃 。 ②



表
1
－
2
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

』 ③ つ
ヌ 朏 雪 Ｅ 偉 い 降 雪

原
産

地
原
石
群
名

分
析

個
数

兀 F
e
/
Z
r

1
．
9
0
6
士
0
.
0
9
6

1
．
8
0
6
±
0
.
0
5
4

1
．
7
6
4
±
0
．
0
6
1

1
．
7
5
1
±
0
.
0
6
2

1
．
7
4
2
±
0
．
0
7
2

2
．
5
4
4
±
0
．
1
4
9

11
．
3
6
2
±
1
．
1
5
0

2
．
0
1
6
±
0
．

1
1
0

1
．
7
2
9
士
0
.
0
7
9

1
．
8
3
3
±
0
．
0
6
9

1
．
8
0
5
±
0
．
0
9
6

素
比

R
b
/
Z
r

0
．
9
6
6
±
0
.
0
6
9

0
．
5
8
0
±
0
．
0
2
5

0
．
3
0
5
±
0
.
0
1
6

0
．
3
0
6
±
0
．
0
3
3

0
．
3
1
4
±
0
．
0
1
9

0．
1
1
6
±
0
.
0
0
9

0．
1
6
8
±
0
．
0
1
8

0．
3
8
1
±
0
．
0
2
5

0
．
4
7
1
±
0
.
0
2
7

0
．
6
1
5
±
0
.
0
3
9

0．
6
1
4
±
0
.
0
3
6

C
a
/
K

0．
2
8
5
±
0
．
0
2
1

0
．
3
8
5
±
0
．
0
0
8

0
．
6
3
6
±
0
．
0
3
3

0
．
6
1
5
±
0
．
0
5
5

0
．
5
9
6
±
0
.
0
4
6

2．
1
7
4
±
0
．
0
6
8

4
．
8
2
8
±
0
．
3
9
5

0
．
7
3
8
士
0
．
0
6
7

0
．
3
8
1
±
0
．
0
1
4

0
．
3
1
7
±
0
．
0
1
6

0
．
3
1
8
士
0
．
0
2
0

T
i
/
K

0，
1
2
3
±
0
．
0
0
7

0．
1
1
6
±
0
．
0
0
5

0．
1
8
7
±
0
．
0
1
2

0．
1
8
0
±
0
．
0
1
6

0．
1
7
7
士
0
．
0
1
8

0
．
3
4
9
士
0
.
0
1
7

1
.
6
3
0
士
0
．
1
0
4

0．
2
0
0
士
0
．
0
1
0

0．
1
3
6
±
0
.
0
0
5

0．
1
2
0
±
0
.
0
0
8

0．
1
2
0
士
0
．
0
0
5

S
r
/
Z
r

1
.
0
2
2
±
0
．
0
7
1

0
．
4
4
1
±
0
.
0
2
3

0
.
4
3
1
±
0
．
0
2
1

0
．
4
2
1
±
0
．
0
5
1

0
．
4
2
0
±
0
．
0
2
5

0
．
6
5
8
±
0
．
0
2
4

1．
2
9
8
±
0
.
0
6
3

0
.
5
0
2
±
0
.
0
2
8

0
.
6
8
9
±
0
．
0
3
7

0
．
6
5
6
±
0
.
0
5
0

0
.
6
6
4
±
0
．
0
4
5

M
n
/
Z
r

0．
1
8
2
±
0
．
0
1
6

0
．
0
4
9
±
0
．
0
1
7

0
．
0
5
2
±
0
.
0
0
7

0
.
0
5
8
±
0
.
0
0
7

0
.
0
5
6
±
0
.
0
0
8

0
.
0
5
7
±
0
．
0
0
5

0．
1
7
8
±
0
.
0
1
7

0
.
0
4
4
±
0
．
0
0
7

0．
1
0
2
±
0
．
0
1
1

0．
1
1
4
±
0
．
0
1
4

0．
1
1
8
±
0
.
0
1
4

Y
/
Z
r

0．
2
7
6
±
0
．
0
3
6

0．
2
1
2
±
0
．
0
2
0

0
．
2
0
9
±
0
．
0
1
6

0
．
2
2
8
±
0
．
0
7
9

0
．
2
2
0
士
0
．
0
1
6

0．
1
3
8
±
0
．
0
1
5

0．
1
5
5
±
0
．
0
1
6

0．
1
9
0
±
0
.
0
1
7

0.
2
4
7
±
0
．
0
2
1

0
．
3
0
3
士
0
．
0
3
4

0
．
2
9
1
±
0
.
0
2
9

N
b
/
Z
r

0．
1
1
9
±
0
．
0
3
3

0
．
0
5
6
±
0
．
0
1
5

0
．
0
4
5
±
0
．
0
1
4

0
．
0
4
5
±
0
.
0
1
1

0
.
0
4
4
±
0
.
0
1
3

0
.
0
2
0
±
0
.
0
1
3

0
.
0
3
7
±
0
.
0
1
8

0
.
0
2
3
±
0
．
0
1
4

0
．
0
9
0
±
0
.
0
2
6

0.
1
0
7
±
0
.
0
2
6

0
.
0
9
3
±
0
.
0
3
9

A
l
/
K

0
.
0
3
3
±
0
．
0
0
2

0
．
0
3
3
±
0
．
0
0
3

0
．
0
4
1
±
0
．
0
0
3

0
．
0
4
1
±
0
.
0
0
5

0
.
0
4
1
±
0
.
0
0
3

0
.
0
7
3
±
0
．
0
0
3

0
．
0
7
7
士
0
.
0
0
2

0
.
0
3
6
士
0
．
0
0
2

0
．
0
3
6
±
0
．
0
0
3

0
．
0
3
3
±
0
．
0
0
2

0
．
0
3
4
±
0
．
0
0
6

S
i
/
K

0
.
4
4
3
±
0
.
0
1
4

0
．
4
6
0
±
0
．
0
1
0

0
．
5
9
4
±
0
．
0
1
4

0
．
5
9
4
±
0
．
0
5
5

0
．
5
8
6
±
0
．
0
3
0

0
．
9
5
6
士
0
．
0
4
0

0
．
7
2
0
±
0
.
0
3
2

0
．
5
1
6
±
0
.
0
1
2

0．
5
0
4
±
0
．
0
1
2

0
．
4
7
1
±
0
．
0
0
9

0
．
4
7
6
±
0
．
0
1
2

山
形
県

月
山

寒
河
江

４ ８
４ ４

岩
手
県

雫 折 花

石 居 泉

５ ２ ０

２ ２ ３

宮
城
県

倉 釜
湯 塩

１ ７
２ ３

栃
木
県

高
原
山

4
0

神
津
島
第
一
津

〃
第
二
島

長
根

東
京
都

６ ３ ０

５ ２ ４

神
奈
川
県

箱
根
・
笛
塚

〃
・
畑
宿

鍛
冶
屋

０ １ １

３ ４ ３

静
岡
県

上 柏 小

多 峠 豆

賀 西 峠

１ ５ ０

３ ３ ４

魚
津

富
山
県

1
2

高 岡 市

~ ~ ~ ~ ~ ~

第 第 第

山
ト ユ ″ ″

~~
６ ０ ５

３ ４ ４

霧
ケ
峰

和
田
峠
第
一

〃
第
二

〃
第
三

〃
第
四

〃
第
五

〃
第
六

鷹
山
・
和
田

男
女
倉

麦
草
峠

双
子
池

大
窪
沢

横
川

長
野
県

0
6
6
±
0
．
0
0
3

0
4
9
±
0
.
0
0
8

0
3
2
士
0
.
0
0
3

0
6
4
士
0
.
0
1
2

0
6
3
±
0
.
0
0
4

0
7
5
±
0
．
0
1
0

0
5
5
±
0
．
0
0
5

0
4
2
±
0
．
0
0
2

1
0
2
±
0
．
0
1
0

1
3
8
±
0
．
0
1
1

1
2
9
±
0
．
0
0
7

4
6
6
±
0
.
0
2
1

0
7
1
±
0
．
0
2
6

１ ３ ７ ２ ７ ７ ３ ３ ９ ８ ３ ２ １

７ ４ １ ６ ３ ４ ５ ５ １ ６ ８ ４ ４１ １ １

1
3
8
±
0
．
0
0
9

1
6
7
±
0
．
0
2
8

1
4
6
士
0
．
0
0
3

2
4
8
±
0
．
0
4
8

1
4
4
±
0
．
0
1
7

1
7
6
±
0
．
0
1
9

1
5
6
±
0
．
0
1
1

1
3
8
±
0
．
0
0
4

2
2
3
±
0
．
0
2
6

2
6
3
±
0
．
0
2
0

2
5
2
±
0
．
0
2
7

4
8
1
±
0
．
1
1
7

0
4
7
士
0
.
0
6
6

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1
0
4
±
0
．
0
1
1

1
1
7
±
0
．
0
1
1

1
5
1
±
0
．
0
1
0

1
1
4
士
0
．
0
1
1

0
9
4
±
0
．
0
0
9

0
7
3
±
0
．
0
1
1

0
9
5
±
0
．
0
1
2

1
2
3
±
0
．
0
1
0

0
5
9
±
0
.
0
0
8

0
4
9
±
0
.
0
0
8

0
5
9
±
0
．
0
1
0

0
4
2
±
0
．
0
0
6

1
1
5
±
0
.
0
1
5

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ２ ７

3
3
9
±
0
.
0
5
7

3
4
6
±
0
.
0
8
5

4
6
1
±
0
．
0
3
9

5
2
0
±
0
．
1
8
2

3
7
3
±
0
．
0
8
5

2
8
2
±
0
．
0
8
6

3
3
3
±
0
．
0
6
4

2
5
9
士
0
．
0
4
1

1
6
9
±
0
．
0
8
1

4
0
3
±
0
．
0
6
9

6
3
0
±
0
．
1
7
9

00
5±
0．
1
3
5

3
8
0
±
0
．
3
6
6

0
7
6
±
0
．
0
4
7

85
3±
0．
1
2
4

44
9±
0．
1
3
5

67
3±
0．
1
4
0

3
1
1
±
0
.
0
3
7

05
3±
0．
1
9
6

5
2
3
±
0
.
0
9
3

9
7
8
±
0
.
0
6
7

70
1±
0．
1
0
9

5
3
2
±
0
.
0
4
8

6
6
9
±
0
．
0
5
2

1
8
2
±
0
．
0
1
1

1
5
8
±
0
.
0
1
6

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

3
6
0
±
0
．
0
2
3

1
1
2
±
0
．
0
5
6

0
3
6
±
0
．
0
1
2

27
4±
0．
1
0
4

2
0
6
±
0
.
0
3
0

2
7
5
±
0
．
0
5
8

1
3
4
±
0
．
0
3
1

0
4
5
±
0
.
0
1
0

4
0
9
±
0
．
0
5
2

7
6
4
±
0
．
0
3
1

8
0
2
±
0
．
0
5
8

8
4
1
±
0
.
0
4
4

8
3
3
±
0
.
0
4
0

2
7
5
±
0
．
0
3
0

4
0
9
±
0
．
0
4
8

5
1
7
±
0
．
0
4
4

3
7
4
±
0
.
0
4
8

2
6
3
±
0
．
0
3
8

1
8
4
±
0
.
0
4
2

2
7
9
±
0
.
0
3
9

4
4
2
士
0
.
0
3
9

1
2
8
±
0
.
0
2
4

1
0
1
±
0
.
0
1
8

1
1
1
±
0
．
0
2
4

1
0
5
±
0
．
0
1
0

1
8
6
士
0
.
0
1
5

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1
1
2
±
0
．
0
2
3

1
3
9
±
0
．
0
2
6

1
8
6
±
0
．
0
2
5

1
2
2
±
0
．
0
2
4

0
9
0
±
0
．
0
2
2

0
6
6
±
0
．
0
2
3

0
1
0
±
0
．
0
1
7

1
4
2
±
0
．
0
2
2

0
5
3
±
0
.
0
1
7

0
5
6
±
0
．
0
1
6

0
3
7
±
0
．
0
3
2

0
0
9
±
0
．
0
0
8

0
2
3
±
0
．
0
1
2

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
2
6
士
0
．
0
0
2

0
2
5
±
0
.
0
0
2

0
2
7
±
0
．
0
0
2

0
2
5
±
0
.
0
0
3

0
2
3
±
0
．
0
0
2

0
2
1
±
0
.
0
0
2

0
2
1
±
0
．
0
0
2

0
2
6
±
0
．
0
0
2

0
2
6
±
0
．
0
0
2

0
2
9
±
0
．
0
0
2

0
2
7
±
0
．
0
0
7

0
3
3
±
0
．
0
0
5

0
4
5
士
0
.
0
0
5

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

3
6
1
±
0
.
0
1
3

3
5
5
±
0
．
0
1
6

3
6
8
±
0
.
0
0
7

3
4
8
±
0
.
0
1
7

3
3
1
±
0
.
0
1
9

3
0
6
±
0
．
0
1
3

3
1
3
±
0
．
0
1
2

3
6
0
±
0
．
0
1
0

3
5
4
±
0
．
0
0
8

4
0
1
±
0
．
0
1
7

4
0
1
±
0
．
0
1
1

4
5
9
±
0
.
0
1
2

5
1
3
±
0
．
0
2
1

１ １ ｎ ム ー ｌ ｌ ｑ １ １ ｎ Ｕ ｎ Ｕ ｎ Ｕ ｎ Ｕ 八 Ｕ

Ｕ Ｏ 》 〈 Ｕ く り 〈 Ｕ ｎ Ｕ 〔 Ｕ ｎ Ｕ （ Ｕ ｎ Ｕ Ｏ ） ハ リ ハ リ



表
1
－
3
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産

地
原
石
群
名

分
析

個
数

元
素

比
F
e
/
Z
r
R
b
/
Z
r
S
r
/
Z
r

Y
/
Z
r
N
b
/
Z
r
A
l
/
K

S
i
/
K

C
a
/
K

T
i
/
K

M
n
/
Z
r

新
潟
県

佐
渡
第
一

〃
第
二

上
石
川

板
山

大
白
川

金
津

羽
根
川

2
2
8
±
〔
)
.
0
1
3

2
6
3
±
0
．
0
3
2

3
2
1
±
0
.
0
0
7

2
3
2
士
0
．
0
1

1

5
6
9
±
0
．
0
1
2

3
3
1
士
0
．
0
1
1

1
6
3
士
0
．
0
1
9

０００００００
士士一十士

一十一十土
８３３１９２１

６３６３２６２
３５２３２２１

４ ２ ５ ４ ２ ６ ５

３ １ ４ ４ ２ ４ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ２ ７ １ ２ １ ９

0
7
8
士
0
．
0
0
6

0
9
7
±
0
.
0
1
8

0
7
0
±
0
.
0
0
3

0
6
8
土
0
．
0
0
3

1
4
2
士
0
.
0
0
7

0
9
7
士
0
.
0
3
7

0
5
3
士
0
．
0
0
5

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 一 士 士 士 士

８ ８ ９ ９ １ ２ ０

３ ３ ５ ５ ９ ０ ４

３ ３ ３ ３ ４ ４ ３

３ ９ ９ ９ ４ ２ ０

１ ０ ０ ０ １ １ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
2
0
士
0

0
2
0
±
0

0
6
9
±
0

1
6
9
士
0

0
3
3
土
0

0
3
0
±
0

0
9
9
±
0

５ ６ １ ７ ５ ７ １

０ ０ １ １ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士 士 士 士

２ １ １ ８ ８ １ ４

９ ０ ５ ７ ０ １ ５

４ ５ ０ １ ６ ７ ３

１ １ ２ ２ １ １ １

９ ３ ０ ０ ９ ６ ８

７ ５ ７ １ ４ ６ ５

０ ０ ０ ｌ Ｏ Ｏ Ｏ

0
．
8
2
1
±
0
．
0
4
7

0
．
7
1
7
土
0
．
1
0
6

0．
9
8
1
±
0
．
0
4
2

1
．
7
7
2
±
0
．
0
9
8

0．
2
6
1
±
0
.
0
1
2

0
.
6
1
8
±
0
．
0
2
7

1
．
6
1
5
±
0
．
0
6
3

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ６ ２ ８ ２ ７ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ９ ４ ６ １ ２ ２８ ９ ４ ６ １ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
4
9
士
0
．
0
1
7

0
4
6
±
0
．
0
1
5

0
3
8
±
0
．
0
2
7

1
5
4
±
0
．
0
3
4

0
3
3
士
0
．
0
1

1

0
3
5
±
0
．
0
1
8

1
0
0
±
0
.
0
2
8

0
.
0
2
4
±
0
．
0
0
4

0

0
．
0
2
6
±
0
．
0
0
2

0

0
．
0
2
6
±
0
．
0
0
7

0

0
．
0
2
7
±
0
.
0
0
2

0

0
.
0
3
6
±
0
.
0
0
3

0

0
.
0
2
7
士
0
．
0
0
9

0

0
．
0
2
3
土
0
．
0
0
7

0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 士 士 士

８ ６ ３ ２ ２ ３ ４

８ ２ ７ ７ ３ ８ ８

２ ３ ７ ７ ３ ２ ０

１ ２ ３ ４ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士

２ １ ２ ４ ０ １ ９

４ ９ ８ ７ ５ ８ ０

１ ０ １ ３ １ １ ３

８ ２ ３ ７ ５ ６ ６

１ ２ ２ ４ １ １ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1－
レ

那
歩
し

石
川
県

1
7
且
1

0
.
3
7
0
i
0
.
0
1
4
0
.
0
8
7
r
0
.
0
0
4
0
.
0
6
0
=
t
0
.
0
0
9

2
.
6
9
9
±
0
．
1
6
7

0．
6
3
9
±
0
．
0
2
8
0
．
5
3
4
±
0
．
0
2
3

0．
1
7
2
±
0
．
0
2
8
0
．
0
5
2
士
0
．
0
1
8
0
．
0
3
2
±
0
．
0
0
2
0
．
3
9
6
±
0
．
0
1
7

島 山
里

安 三
福
井
県

~ ~２ ２
0
.
4
0
7
士
0
．
0
0
7

0．
1
2
3
±
0
．
0
0
5
0
．
0
3
8
±
0
．
0
0
6

1
．
6
2
8
士
0
.
0
5
1

0
.
3
5
0
±
0
．
0
1
8

0．
1
2
3
±
0
．
0
0
8
0
．
0
3
6
±
0
．
0
0
6

1
．
5
6
1
±
0
．
0
8
1

0.
6
4
3
±
0
．
0
4
1

0
．
6
0
8
±
0
．
0
3
1

0
.
6
7
5
±
0
．
0
3
0

0．
1
1
3
±
0
．
0
2
0
0
．
0
6
1
±
0
．
0
1
6
0
．
0
3
2
±
0
．
0
0
2
0
．
4
5
0
±
0
．
0
1
0

0
．
7
9
8
±
0
．
0
3
9

0．
06
9±
0．
02
(）

0
．
0
6
2
士
0
．
0
1
3
0
．
0
2
8
±
0
．
0
0
2
0
．
3
8
1
±
0
.
0
0
8

香
住
第
一
群

〃
第
二
群

兵
庫
県

0
.
2
1
6
±
0
．
0
0
5
0
．
0
6
2
±
0
．
0
0
2
0
．
0
4
5
±
0
．
0
0
7

1
．
8
2
8
士
0
．
0
5
6

0．
8
8
3
±
0
．
0
3
4

0．
2
6
5
±
0
．
0
1
2
0
．
0
9
7
±
0
．
0
2
1

0．
1
3
9
±
0
．
0
1
8
0
．
0
2
4
±
0
．
0
0
7
0
．
3
6
5
±
0
．
0
0
8

0
．
2
7
8
士
0
．
0
1
2

0．
1
0
0
土
0
．
0
0
4
0
．
0
4
8
士
0
．
0
0
9

1
．
7
6
4
士
0
．
0
6
6
0
．
8
1
3
士
0
．
0
4
5
0
．
3
9
7
±
0
．
0
2
0

0．
1
1
2
±
0
．
0
2
6

0．
1
3
8
±
0
．
0
2
4
0
．
0
2
6
±
0
．
0
1
2
0
．
4
4
6
±
0
．
0
1
2

０ ０
３ ４

島
根
県

茂 井 見

加 津 久

０ ０ １

２ ３ ３

0．
1
6
6
土
0
．
0
0
6

0．
1
6
1
土
0
．
0
0
8

0．
1
4
5
士
0
.
0
0
6

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

３ ２ １

９ ３ ６

０ １ ０

８ ２ ３

０ ８ ０

０ １ ０

１ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

９ ４ ５

４ ４ １

２ ２ ３

６ ８ ６

１ ０ ０

０ ０ ０

0
．
0
1
4
±
0

0
.
0
1
5
±
O

(
)
．
0
2
1
±
0

３ ３ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 十 一

９ ０ ０

９ ４ ８

８ ９ ９

１ １ ３

３ ４ ２

０ ０ ０

2
7
8
士
0
.
0
1
7

3
0
1
±
0
.
0
1
4

3
8
6
士
0
．
0
1

1

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

９ ５ ７

０ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ’ 十 ’

１ ０ ９

６ ６ ０

０ ０ １

５ ３ ３１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 士

４ ４ ８

５ ４ ３

１ １ ２

８ ８ １

１ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

０ ０ ３

２ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

３ ５ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

香
川
県

奥
池
第
一
群

〃
第
二
群

雄
山

神
谷
・
南
山

大
麻
山
南
第
一
群

〃
第
二
群

ｌ Ｏ Ｏ ｌ ９ ４

５ ５ ５ ５ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士 士 士

２ ５ ４ ６ ７ ８

０ ８ ２ ８ ６ １

２ ５ ２ １ ４ ０

１ １ １ １ １ １

202
±
0

．
0
7
7

5
8
5
±
0
．
1
2
6

2
2
4
±
0
．
0
8
1

1
8
6
±
0
.
0
5
7

4
6
7
士
0
．
1
2
0

0
1
8
士
0
．
0
4
3

０ ０ ０ ０ ０ ０

1
4
1
±
0
．
0
1
0

1
9
4
±
0
．
0
1
8

1
4
4
±
0
．
0
1

1

1
4
3
±
0
.
0
0
8

2
0
3
士
0
．
0
2
3

1
1
6
±
0
．
0
1
2

5
0
7
±
0
．
0
1

1

5
0
7
±
0
.
0
1
3

5
0
0
±
0
．
0
1
2

5
0
0
±
0
．
0
1
4

4
8
7
±
0
．
0
1
6

4
7
6
±
0
.
0
1
2

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 十 一 士 士 十 一

２ ５ ５ ８ ２ ３

３ ３ ３ ３ ４ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ２ ３ ３ ３ ３

８ ７ ２ ２ ９ ４

０ ０ １ １ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 士 十 一

６ ０ ８ ２ ５ ５

２ ６ ３ ０ ２ ０

１ ８ １ ２ １ ３

０ ０ ３ ３ ９ ９

７ ６ ６ ６ ７ ９１ １ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 十 一 士 十 一

６ ３ ９ ７ ４ ５

８ ２ ６ ０ ９ ９

６ ４ ６ ７ ４ ８

５ ８ ８ １ ０ ８

６ ５ ７ ６ ８ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士 十 一 十 一

０ ４ ５ ６ ０ ６

５ ４ ３ ８ １ ５

３ ０ ３ ３ ０ ２

２ ７ １ ８ ３ ０

８ ７ ９ ８ ７ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 十 一 十 一

６ ４ ３ ９ ８ ９

２ ２ ２ ２ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ９ ７ ５ ３ ０

２ １ ２ ２ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

0
6
5
±
0
．
0
1
9

0
4
2
士
0
．
0
1
3

0
6
1
±
0
.
0
2
0

0
7
3
±
0
．
0
2
1

0
4
7
±
0
.
0
1
3

0
7
2
±
0
.
0
1
8

０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ３ ０ １ ３ ８１ １ ２ ２ １ １

0
4
1
±
0
．
0
0
4

0
4
5
±
0
．
0
0
4

0
4
1
±
0
．
0
0
3

0
4
1
±
0
．
0
0
5

0
4
1
±
0
．
0
0
3

0
3
8
士
0
.
0
0
4

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

八
女
昭
和
溜
池

福
岡
県

6
8

0．
2
6
1
±
0
．
0
1
0

0．
2
1
1
±
0
．
0
0
7
0
．
0
3
3
±
0
．
0
0
3
0
．
7
9
8
士
0
．
0
2
7
0
．
3
2
6
±
0
．
0
1
3
0
．
2
8
3
±
0
．
0
1
5

0
．
0
7
1
±
0
．
0
(
)
9
0
．
0
3
4
±
0
．
0
0
8
0
．
0
2
4
±
0
.
0
0
6
0
.
2
7
9
±
0
.
0
0
9

佐
賀
県

中
野
第
一
鞘

〃
第
二
鞘

梅
野

腰
岳

椎
葉

jl
松
尾
第
一
鞘

〃
第
二
鞘

９ ０ ９ ４ ９ ０ ０

３ ４ ３ ４ ５ ４ ４

2
6
7
±
0
.
0
0
7

3
4
5
±
0
．
0
0
7

6
5
7
±
0
．
0
1
4

21
1
±
0
.
0
0
9

4
1
4
±
0
.
0
0
9

6
0
0
±
0
．
0
6
7

9
5
3
±
0
.
0
2
7

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士 士 士 士 士

７ ４ ２ １ １ ３ ７８ ０ ０ ３ ７ ５ ０

０ １ ２ ０ ０ １ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

087
±
0

．
00
3

1
0
4
±
0
．
0
0
3

2
0
2
±
0
．
0
0
6

0
3
1
±
0
．
0
0
5

0
7
1
±
0
．
0
0
3

1
5
3
±
0
．
0
2
9

3
0
7
士
0
．
0
1
0

７ ７ １ ５ １ ５ ６

２ ２ ７ ７ ０ ２ ２

０ ０ ０ ０ １ １ １~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０027
1
0
3
±
0
．
0
1
8

0
6
9
±
0
．
0
1
6

1
0
4
±
0
．
0
3
2

31
1
±
0
．
0
4
6

1
4
7
±
0
．
0
3
5

1
7
1
±
0
．
0
3
2

1
4
7
士
0
．
0
2
9

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ６ ２ ６ ５ ２ ９

１ １ ３ ４ ３ ３ ２

0
7
5
±
0
.
0
1
8

0
5
9
±
0
.
0
1
4

3
8
0
±
0
．
0
4
7

2
5
6
±
0
．
0
4
3

2
5
5
±
0
．
0
4
0

2
5
5
±
0
．
0
3
7

1
9
4
±
0
．
0
2
8

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
2
3
±
0
.
0
0
7

0
2
6
±
0
.
0
0
8

0
2
8
±
0
.
0
0
5

0
2
5
±
0
．
0
0
2

0
3
0
±
0
．
0
0
7

0
3
2
士
0
.
0
0
3

0
3
3
±
0
.
0
0
8

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 十 一 十 一

１ ８ ５ ５ ８ ６ ３

２ ２ ４ ３ ８ ７ ８

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

１ ８ ９ ８ ９ ８ ０

１ ０ ０ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

±
0
.
0
0
5

0
2
7
±
0
．
0
0
5

0
7
1
±
0
.
0
1
3

0
7
5
士
0
．
0
1
9

1
0
1
±
0
．
0
1
7

1
2
5
士
0
.
0
1
8

1
2
6
±
0
．
0
1
3

＋ ’ 十 ’ 十 ｜ 士 士 士 士

９ ５ ９ ２ ７ ２ ６

１ ３ ３ ７ ４ ９ ６６ ５ ２ ５ ９ ６ ６

１ １ ４ ２ ２ ４ ６

619
±

0
．
0
8
3

5
3
5
±
0
.
0
3
9

2
3
9
±
0
．
2
0
5

5
7
2
±
0
．
2
1
2

9
4
7
±
0
．
1
4
2

6
9
2
±
0
．
3
6
9

6
6
6
±
0
．
3
4
2

０ ０ １ １ １ １ ０

３ ９ ５ ２ ２ ９ ２

８ ３ ０ １ ４ ６ ４

6
2
8
±
0
．
0
2
8

4
5
5
±
0
．
0
1
7

0
4
6
±
0
．
0
6
5

6
0
0
±
0
.
0
8
6

2
5
3
±
0
．
0
8
1

1
7
0
±
0
．

1
1
4

8
5
6
±
0
.
0
7
0

3
4
8
±
0
．
0
1
5

3
9
7
±
0
.
0
1
4

2
6
9
±
0
．
0
5
8

4
1
4
±
0
．
0
4
2

0
1
5
±
0
.
0
9
9

0
2
3
±
0
．
1
2
2

9
0
7
±
0
．
1
1
9

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５ ４ ８ ２ ９ ２ ９

屯 Ｉ Ａ １ ｊ ｌ Ｆ 、 ソ “ ４ 士 、 イ ゾ 印 〃 白 ・ ’ １

０ ０ １ ０ ２ ２ １

大
分
県

観
音
崎

両
瀬
第
一

＊
〃
第
二

＊
〃
第
三

＊
オ
イ
崎

＊
稲

積

2
1
6
±
0
．
0
1
7

2
2
1
±
0
．
0
2
1

6
3
4
±
0
.
0
4
7

0
1
3
±
0
．
1
4
0

0
7
4
士
0
．
1
1
0

6
5
3
士
0
.
0
6
6

4
1
8
±
0
．
0
1
1

4
1
9
±
0
.
0
0
9

4
5
1
±
0
．
0
1
1

4
7
1
±
0
.
0
1
7

4
6
9
±
0
．
0
1
4

4
4
8
±
0
．
0
1
5

１ ３ ２ ０ ９ ５

４ ３ ３ １ ２ ２

０ ０ ０ １ １ ０

0
.
0
4
5
±
0
.
0
0
3

0
0
.
0
4
5
±
0
．
0
0
3

0

0．
1
4
0
±
0
．
0
1
3

0

0．
2
1
1
±
0
.
0
2
6

0

0.
2
2
4
±
0
.
0
2
4

｛）

0．
1
4
1
±
0
，
0
1
6

0

８ ７ １ １ ２ ３

８ ５ ３ ２ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士

５ ５ ４ ９ １ １

２ ５ ４ ０ ０ ５

３ ３ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ５ １ ８ ５ ０

９ ０ ４ ２ ２ ５

０ １ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 土

２ ９ ０ ７ ３ ５

２ ６ ４ ３ ３ ４６ ６ ２ １ １ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ２ ４ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 十 一

５ ５ ８ ０ ０ ７

３ ３ ３ ４ ４ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 土 十 一 士 士

８ ０ ４ ６ ２ ９

２ ５ ９ ２ ２ ８

４ ４ １ １ １ １

７ １ ６ ６ ２ ０

５ ６ ２ １ １ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ７ ４ ３ ３ ４

8
9
7
±
0
．
8
0
6

2
4
8
±
0
．
6
6
8

3
9
9
±
0
．
3
2
2

4
9
1
±
0
．
2
3
1

4
6
0
±
0
．
3
0
1

3
9
8
士
0
．
4
2
5

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 十 一 士 士

９ ７ ４ ５ ６ ５

２ １ １ ０ ８ ０

８ ９ ６ ３ ２ ６

０ ４ ７ ７ ８ ６

２ ９ ７ ６ ４ ９

２ １ ０ ０ ０ ０

１ １ ３ ４ ４ ３

5
7
2
士
0
．
1
8
0

6
6
0
±
0
．
1
7
3

1
6
2
±
0
．
1
8
9

0
0
2
±
0
．
1
7
4

0
1
0
±
0
．
1
9
7

2
3
4
±
0
．
2
6
4

ｌ ｌ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

０ ０ ０ ０ ０ ０

姫 島 地 域

く 工 謀 堂 ． 伸 君 梢 蕗 丙 労 が 卑 雪 誰 湘

塚
瀬

荻
台
地

緒
方
下
尾
平

０ ０ ４

３ ５ ６

0
．
3
1
3
±
0

1
．
6
1
5
±
0

0
．
4
8
2
±
0

９ １ ６

０ １ １

０ ０ ０

３ ２ ６

２ ４ ３

０ ０ ０

1
2
7
±
0

6
7
0
±
0

2
8
6
士
0

９ ３ ５

０ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

５ ６ １

６ ９ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 士

９ ９ １

８ ０ ６

４ ５ ３

４ ９ ５

２ ６ ９

１ ２ ０

０ ０ ０

士 十 一 士

０ ４ ３

０ ８ ０

６ ２ ３

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士

５ ７ ９

７ ９ ８

１ ０ ０

０ ０ ０

８ ６ ８

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

２ ２ ５

０ ３ ５

１ ０ ０

０ ８ １

２ １ ２

０ ０ ０

0
.
0
2
8
士
0

0
.
0
3
2
士
0

0
.
0
1
2
士
0

２ ５ ０

０ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 土

１ ０ ８

７ １ ８

３ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ８ ８

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

１ １ ９

５ ３ １

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 土

６ ６ ２

８ ２ １

６ ５ ７

０ １ ０

２ ３ ３

８ ５ ４

０ ０ ０

１ ５ １

胃 ③ 胃



表
1
－
4
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

旨 つ い

男 燗 雪
素

比
原

産
地

原
石
群
名

分
析
個
数

兀 F
e
/
Z
r

1．
1
7
6
±
0
．
0
4
3

1
．
1
7
4
士
0
．
0
3
5

1
．
69
1±
0．
1
0
0

1
．
7
4
6
±
0
．
0
7
3

2．
55
4±
0．

18
1

2．
2
8
8
±
0
．
3
1
9

1
．
9
3
6
±
0
．
2
3
1

1．
89
0±
0．
1
5
7

1
．
7
4
4
±
0
．
0
6
9

1．
84
9±
0．
1
0
4

1
．
78
8±
0．
1
0
8

2
．
6
4
9
±
0
．
1
9
5

2．
86
6士
0．
1
7
3

1．
84
7±
0．
1
4
6

1
．
68
6士
0．

1
14

1
．
7
1
0
士
0
．
0
8
1

ヘ
l
/
K

O
2
3
±
0
.
0
0
2

0
2
3
±
0
.
0
0
3

0
2
3
±
0
．
0
0
2

0
2
1
±
0
．
0
0
9

0
2
5
±
0
.
0
0
2

0
2
4
±
0
.
0
0
2

0
2
5
±
0
.
0
0
2

0
2
6
±
0
.
0
0
2

0
2
7
±
0
．
0
0
2

0
2
6
±
0
．
0
0
2

0
2
6
±
0
．
0
0
2

0
2
4
±
0
．
0
0
2

0
2
8
±
0
.
0
0
2

0
2
5
±
0
.
0
0
2

0
1
8
±
0
．
0
1

1

0
2
3
±
0
．
0
0
2

S
r
/
Z
r

Ol
l
±
0
.
0
0
4

0
1
3
士
0
．
0
0
5

0
3
5
±
0
．
0
0
8

0
2
2
±
0
.
0
1
3

4
2
9
±
0
.
0
2
6

.
3
0
9
±
0
．
0
8
3

，
4
0
5
±
0
．
0
9
3

．
4
5
4
±
0
．
0
3
6

．
4
8
5
±
0
．
0
3
9

‘
3
9
8
士
0
.
0
2
8

.
4
8
5
±
0
．
0
4
2

．
4
2
1
士
0
．
0
6
0

．
87
4±
0，
1
0
6

．
4
1
9
±
0
．
0
4
8

．
2
5
1
士
0
．
0
2
5

．
1
8
1
±
0
.
0
2
2

N
b
/
Z
r

S
i
/
K

2
7
6
±
0
．
0
0
7

2
7
5
±
0
．
0
0
8

3
3
8
±
0
.
0
1
0

3
3
9
±
0
．
0
1
5

3
4
0
±
0
.
0
0
6

3
3
7
士
0
．
0
1
0

3
3
3
±
0
．
0
1
4

．
3
4
3
±
0
．
0
1
0

．
3
5
3
±
0
．
0
1
1

3
4
5
±
0
.
0
0
9

,
3
3
8
±
0
.
0
1
5

,
3
3
3
±
0
．
0
0
9

，
3
5
7
士
0
．
0
0
8

，
3
3
5
±
0
.
0
1
0

.
3
3
1
±
0
．
0
1
7

．
3
1
9
士
0
．
0
1
0

＋｜＋
｜士士十一十一十一士
士十一士士

０７３３３５８３７５１９
４３３４５４３３５３３１

３３３３３３３３３３３３

T
i
/
K

､
0
6
6
士
0
.
0
0
2

.
0
6
5
±
0
.
0
0
2

.
0
3
8
±
0
.
0
0
2

.
0
3
7
±
0
.
0
0
2

.
0
3
2
±
0
．
0
0
8

．
0
3
1
±
0
．
0
0
5

．
0
6
2
±
0
．
0
0
6

．
0
6
6
±
0
．
0
0
8

．
0
8
0
±
0
．
0
0
4

．
0
5
9
±
0
．
0
0
7

．
0
8
1
±
0
.
0
1
5

.
0
3
0
士
0
．
0
0
4

．
0
7
6
±
0
．
0
0
5

．
0
6
5
±
0
．
0
1
0

．
0
5
4
±
0
．
0
0
5

．
0
5
3
±
0
．
0
0
2

Y
/
Z
r

l
3
5
±
0
．
0
1
8

1
2
9
±
0
.
0
1
4

3
4
4
±
0
.
0
4
0

3
3
4
±
0
．
0
4
6

2
7
1
±
0
．
0
6
4

2
4
4
±
0
．
0
7
4

1
4
8
±
0
．
0
5
2

1
2
0
±
0
．
0
4
4

0
9
4
±
0
．
0
2
2

1
3
5
±
0
．
0
3
5

1
1
8
±
0
．
0
2
5

3
0
6
±
0
．
0
5
5

1
4
4
±
0
．
0
3
7

1
2
7
±
0
.
0
4
0

1
9
2
±
0
.
0
3
2

2
0
2
±
0
．
0
2
9

M
n
/
Z
r

､
0
3
0
±
0
.
0
0
5

.
0
3
3
±
0
．
0
0
6

．
0
5
9
±
0
．
0
0
9

．
0
5
6
±
0
.
0
0
9

C
a
/
K

R
b
/
Z
r

3
8
5
±
0
．
0
1
2

3
8
9
±
0
．
0
1
2

，
7
2
6
±
0
．
0
8
5

，
8
3
4
±
0
.
0
6
4

.
5
3
8
±
0
．
1
7
6

．
5
2
3
±
0
．
1
9
3

．
85
6±
0．
1
1
2

．
7
7
4
±
0
．
1
7
9

．
5
3
3
±
0
．
0
3
0

．
81
1
±
0
．
0
8
9

．
6
5
4
±
0
.
0
8
5

.
7
1
4
±
0
．
1
9
5

．
2
0
4
±
0
．
0
7
1

．
78
8±
0．
1
0
8

．
8
3
3
±
0
．
0
5
8

．
9
1
2
±
0
.
0
3
6

0．
3
5
4
士
0
．
0
1
4

0

0
．
3
5
6
±
0
．
0
1
2

0

0
．
7
1
7
±
0
．
0
4
7

0

0
．
7
1
4
±
(
)
.
0
4
0

0

０ ０ ０ ０

０ ０ １ １

３ ５ ０ ３

０ ０ ０ ０

久
喜
ノ
辻

君
ケ
浦

角
川

貝
畑

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

長
崎
県

壱 岐 島

０ ０ ０ ０

９ ７ ９ ０

０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 土 十 一

２ ４ ６ ５

７ ７ ４ ３

１ １ １ １

０ ０ ０ ０

７ ８ ８ ９

３ ２ ２ ４

Ｅ 隣 国 晦 雲
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

2
5
4
±
0
．
0
4
6

2
0
4
±
0
．
0
4
9

1
3
9
±
0
．
0
3
1

1
3
2
±
0
.
0
3
6

1
1
9
±
0
．
0
1
7

1
4
7
±
0
.
0
2
3

0
9
9
±
0
．
0
1
6

2
6
5
±
0
．
0
4
4

2
4
7
±
0
.
0
3
3

1
3
7
±
0
．
0
4
0

1
2
4
±
0
.
0
3
9

1
3
3
±
0
．
0
2
4

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
0
7
2
±
0
．
0
1
6

2
．
5
5
4
±

0
.
0
7
1
±
0
．
0
2
4

2．
2
8
8
±

0
．
0
5
1
±
0
．
0
1
6

1
．
9
3
6
±

0
.
0
4
5
±
0
．
0
1
2

1
．
8
9
0
±

0
.
0
4
4
±
0
．
0
0
9

1
．
7
4
4
±

0
.
0
5
7
±
0
．
0
1
5

1
．
8
4
9
±

0
.
0
4
5
±
0
．
0
1
1

1
．
7
8
8
±

0
.
0
8
3
±
0
．
0
1
8

2
．
6
4
9
±

0
．
0
9
4
±
0
．
0
2
3

2
．
8
6
6
士

0
．
0
5
1
±
0
．
0
0
9

1
．
8
4
7
±

0
.
0
4
0
±
0
．
0
0
8

1
．
6
8
6
士

0
．
0
4
1
±
0
．
0
1
2

1
．
7
1
0
士

０００００００００００
＋｜士十

一十一十
一

十一土
十一十

一士
士

４３５７４５１１１０１
７５４４５４８９５４４

０００００００００００

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０

６ ３ ２ ９ ０ ９ ５ ５ １ ８ ８ ６

７ ９ １ ７ ３ ８ ８ ９ ７ ０ ５ ３

１ １ １ １ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

一 二 三 四 姫 一 二 一 二 三 岳 崎

第 第 第 第 第 第 第 第 第

浦 〃 〃 〃 町 〃 里 〃 〃

松 淀 中 古 松 大

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 士 十 一

５ ３ ９ ４ ４ ３ ２ ９ ３ ６ ４ ６

１ ８ ４ ８ ３ ４ ２ ９ １ ６ ９ ７

２ １ ２ ２ ３ ２ ３ １ ４ ２ １ １

８ １ ３ ２ ４ ９ ４ １ ３ ５ ９ ２１ １ ２ ２ １ １ ３ １ １ ３ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ｌ ｌ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ ０ ０ ０

３ ７ ６ ２ ４ ５ ７ ８ ９ ９ ３ ４

２ １ １ ２ ４ ２ １ ３ １ １ ４ ７

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
2
3
±
0
．
0
0
2

0
2
1
±
0
．
0
0
2

0
2
0
±
0
.
0
0
3

0
3
0
±
0
.
0
0
3

0
2
5
±
0
．
0
0
2

0
2
7
±
0
.
0
0
4

0
3
1
±
0
．
0
0
9

0
3
1
±
0
．
0
0
3

0
2
7
±
0
．
0
0
3

0
3
0
±
0
.
0
0
4

0
2
2
士
0
．
0
0
7

７ ８ ８ ０ ９ ６ ３ ２ ０ ０ ９

０ ０ ０ １ ０ １ ３ １ ２ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ２ １ ８ １ ４ ２ ６ ４ ６ ７３ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
9
7
±
0
.
0
1
7

0
3
1
±
0
．
0
0
9

0
3
3
±
0
．
0
0
9

0
4
1
±
0
.
0
1
2

0
3
7
±
0
.
0
0
6

0
4
7
±
0
.
0
1
3

0
2
9
±
0
．
0
1
4

0
4
0
士
0
．
0
0
8

0
4
3
±
0
.
0
1
3

0
4
0
士
0
．
0
0
9

0
2
7
士
0
．
0
2
2

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士 士 士

０ ３ ３ ２ ７ ７ ６ ５ ５ １ ７

２ ４ ４ ９ ７ ４ ６ ９ ６ ９ １

３ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ３

0．
61
1
±
0
．
0
3
2

0

0
．
3
2
6
±
0
．
0
1
2

0

0
．
3
2
9
±
0
.
0
1
7

0

0
-
2
4
7
±
0
.
0
1
4

1

0
.
3
2
4
±
0
．
0
1
1

0

0．
2
5
6
±
0
.
0
1
8

1

0
.
2
7
9
±
0
．
0
1
8

0

0
．
2
5
3
±
0
．
0
1
5

1

0
．
2
5
2
±
0
．
0
1
6

1

0
．
2
5
7
±
0
．
0
1
6

1

1
．
0
2
1
±
0
．
0
9
9

0

7
0
3
士
0
．
0
4
4

2
7
8
士
0
．
0
1
5

2
7
5
±
0
．
0
1
0

2
3
6
±
0
.
0
9
2

2
7
9
±
0
．
0
1
7

1
5
4
±
0
.
0
5
5

81
1
±
0
．
0
4
6

3
3
5
±
0
．
1
0
4

2
8
8
±
0
．
1
2
4

2
5
2
士
0
．
1
1
2

3
5
1
±
0
．
0
3
7

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一

５ ９ ６ ０ ４ ３ ６ ８ １ １ ２

７ ６ ６ ９ ６ ０ ４ ９ ０ ９ ６

１ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １

0．
1
2
7
±
0
.
0
0
5

0

0.
2
1
4
±
0
.
0
0
7

0

0
.
2
1
4
±
0
．
0
0
6

0

0
．
6
6
5
±
0
．
0
3
5

0

0．
21
1
±
0
.
0
0
8

0

0
.
7
2
2
±
0
．
0
4
6

0

0
．
2
7
9
±
0
.
0
0
9

0

0
.
6
9
4
±
0
．
0
3
6

0

0
．
6
0
2
±
0
．
0
4
1

0

0
．
6
5
1
±
0
．
0
3
0

0

0．
1
0
1
±
0
．
0
0
9

0

0
6
3
±
0
．
0
0
7

0
3
4
±
0
.
0
0
3

0
3
3
±
0
.
0
0
5

0
7
5
±
0
.
0
0
8

0
3
2
±
0
.
0
0
3

0
8
5
±
0
．
0
1
1

0
4
5
±
0
．
0
0
5

0
8
0
±
0
．
0
1
0

0
7
8
±
0
．
0
1
1

0
7
5
±
0
．
0
1

1

0
2
4
±
0
．
0
0
6

4
4
1
±
0
.
0
7
0

7
8
8
±
0
.
0
3
3

7
9
4
±
0
.
0
7
8

4
9
4
±
0
．
4
6
0

7
8
0
±
0
．
0
3
8

2
0
5
士
0
．
3
0
5

2
0
8
±
0
.
0
2
3

9
7
7
±
0
．
5
8
7

8
3
8
±
0
．
6
3
4

5
7
1
±
0
．
5
7
2

3
8
2
±
0
．
0
8
6

熊
本
県

小
国

南
関

轟
大

柿
冠
ケ
岳

滝
室
坂

箱
石
峠

長
谷
峠

五
ヶ
瀬
川

御
船

白
浜

3
1
7
±
0
.
0
2
3

2
6
1
±
0
．
0
1
6

2
5
8
±
0
.
0
0
9

5
3
4
±
0
．
1
3
9

2
6
1
±
0
.
0
1
2

5
9
9
±
0
．
1
0
7

7
9
1
±
0
．
0
8
2

6
6
8
±
0
．
1
6
5

4
7
1
±
0
．
1
3
6

5
5
8
±
0
．
1
4
6

2
0
8
±
0
．
0
2
1

■ⅡｌｒｒＬ毎ＬＬｒｒＬトグｑＬｒ』ＬｒートｒＬｑｔＩＦーレク

３２２５２５７６４５２

ｌ Ｏ Ｏ ４ ０ ６ １ ４ ４ ４ １

０ ０ ４ ３ １ ７ ４ ３ ８ ９ ８

３ ３ ４ ５ ２ ５ ８ ５ ４ ４ ７

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ １ １ ０

桑
ノ
木
津
留

〃
第
一
群

〃
第
二
群

霧
島

宮
崎
県

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

３ ７ ０

６ ４ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

４ ６ ０

２ ３ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 十 一

０ ２ ５

２ ２ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 一

４ ３ ６

１ ２ ４

３ ３ ４

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

６ ５ ５

６ ０ ３

２ ２ ０

４ ９ ９

３ ２ １

０ ０ ０

０ ０ ０

３ ２ ９

０ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

１ ９ ２

１ １ ２

０ ０ ０

９ ０ ２

０ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

１ ３ ８

２ ４ ３

５ ７ ０

５ ５ ２

７ ９ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

０ ２ ９

８ ４ ０

０ ２ ０

８ ０ ４

４ ６ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

土 十 一 士

８ ３ ５

１ ５ ５

４ ７ １

０ ９ ５

２ ３ ０

０ ０ ０

６ ６ ５

０ ０ ７

０ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

０ ６ １

７ ６ ４

０ ０ ０

ｌ ｌ Ｏ

０ ０ ０

０ ０ ５
３

2
0
7
±
0
．
0
1
5

2
6
1
±
0
．
0
1
5

1
5
8
±
1
．
1
1
8

０ ０ ０

士 士 十 一

４ ４ １

９ ９ ０

０ ０ ０

ｌ ｌ Ｏ

７ ３ ６

４ ３ ３

０ ０ ５

間
根
ヶ
平

〃
第
一
群

〃
第
二
群

〃
第
三
群

日
東

五
女
木

上
牛
鼻

平
木
場

竜
ケ
水

長
谷

鹿
児
島
県

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ８ ４ １ １ ２ ３ ３ ３０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士 士 士 士 士 士 士

８ ８ ０ ５ ５ １ ８ ４ ４

５ ７ ９ ７ ７ ９ ０ ９ ２

３ ３ ３ ２ ２ ３ ４ ４ ５

５ ４ １ ８ ７ ３ １ ９ ８

５ ３ ３ ２ ２ １ １ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 一 土 十 一 士 士 士 十 一

８ ８ ９ ２ ５ ８ ４ １ ４

４ ６ ４ １ ０ ８ ８ １ ４

９ ７ ４ ７ ７ １ １ ６ ６

3
4
0
±
0
.
0
3
2

4
2
8
士
0
.
0
4
9

6
7
5
±
0
．
0
4
9

4
0
8
士
0
.
0
2
5

4
0
5
±
0
．
0
2
1

1
0
5
±
0
.
0
5
6

2
6
6
±
0
.
0
4
9

6
8
8
±
0
.
0
5
2

5
5
3
±
0
．
0
2
9

2
8
1
士
0
．
0
3
1

2
3
5
±
0
．
0
2
0

1
4
3
±
0
．
0
2
3

1
0
0
±
0
.
0
1
8

1
0
8
±
0
.
0
1
5

0
8
7
士
0
.
0
0
9

0
9
3
±
0
．
0
1
0

1
2
7
±
0
．
0
2
3

1
4
6
±
0
．
0
2
1

０００００００００
士十一士十一十

一十一十一十一
士

６７３７８０３５１
８３４００４２９８２２１１１００１１

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
4
1
士
0
.
0
3
2

0
3
9
±
0
.
0
2
7

0
3
6
士
0
．
0
2
2

0
2
9
±
0
．
0
1
3

0
2
8
±
0
．
0
1
3

0
2
2
士
0
.
0
0
9

0
2
1
士
0
．
0
1
0

0
6
9
±
0
．
0
2
2

0
6
6
±
0
．
0
2
0

0
2
2
±
0
．
0
0
8

0
2
4
±
0
．
0
0
8

0
2
3
±
0
.
0
1
4

0
1
9
±
0
．
0
0
1

0
1
9
±
0
．
0
0
1

0
3
6
±
0
.
0
0
2

0
3
8
±
0
．
0
0
3

0
3
3
±
0
.
0
0
3

0
3
7
±
0
．
0
0
3

４ ３ ９ ６ ６ １ ０ １ ２

１ １ １ ０ ０ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ４ ７ ０ ４ ５ ２ ３ ２

７ ７ ９ ４ ６ １ ８ ９ ６

０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
0
8
3
±
0
．
0
0
5

0

0．
1
0
6
±
0
.
0
0
6

0

0．
1
7
6
±
0
．
0
0
5

0

0．
1
4
3
±
0
．
0
0
6

0

0．
1
4
0
±
0
.
0
0
6

0

0
.
8
0
4
±
0
．
0
3
7

0

0
．
9
1
2
±
0
．
0
2
8

0

0．
1
6
7
±
0
．
0
0
6

0

0．
1
3
7
±
0
．
0
0
6

0

0
4
7
±
0
.
0
0
8

0
4
7
±
0
．
0
0
8

0
3
7
±
0
.
0
0
7

0
2
2
±
0
.
0
0
4

0
1
9
±
0
．
0
0
3

0
5
3
±
0
.
0
0
6

0
6
2
±
0
．
0
0
5

0
6
1
±
0
．
0
1
3

0
6
5
±
0
.
0
1
0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ 一 十 一 土 十 一 士 士 士 士 士

１ ８ ４ ８ ０ ２ ５ ４ ５

１ ８ ８ ７ ７ ４ ７ ９ １

６ ４ ４ １ １ ３ ９ ４ ８

1
8
6
±
0
.
0
1
0

2
4
7
±
0
.
0
1
8

5
8
4
±
0
.
0
1
2

2
6
2
±
0
．
0
1
8

2
6
6
士
0
．
0
2
1

6
2
9
±
0
.
0
9
8

9
4
4
±
0
．
0
5
4

5
3
3
±
0
.
0
2
9

5
5
3
±
0
．
0
3
2

１ １ １ １ １ ３ ３ １ １

５ ５ ２ ２ ７ １ ４ ８ ０

４ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ４ ３

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ 0.
51
0±
0．
01
0

0．
19
8±
0．
00
7
0
．
0
3
8
±
0
.
0
0
7
1
.
8
6
2
±
0
.
0
7
9
0
.
3
5
3
±
0
.
0
1
9
0
.
5
1
9
±
0
.
0
1
7

0.
1
2
3
~
0
.
0
1
2
0
．
0
2
4
±
0
.
0
1
7
0
.
0
2
9
±
0
．
0
0
7
0
.
4
0
7
±
0
．
0
1
0

0．
47
3±
0．
01
2

0．
1
6
6
±
0
.
0
0
7
0
.
0
4
6
±
0
．
0
0
7

1
．
5
7
2
±
0
．
0
5
9

0．
19
9±
0．
01
1

0．
49
7士
0．
01
6

0．
12
6±
0．
01
1
0
．
0
0
9
±
0
.
0
1
4
0．
03
9±
0．
01
0
0．
46
0±
0．
03
0

台
東
山
脈

台
湾

q
7
U
O

7
9
0
ム

ロ
シ
ア

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ



表
1
－
5
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

分
析

個
数

原
産

地
原
石
群
名

~フE F
e
/
Z
r

素
比

R
b
/
Z
r
S
r
/
Z
r

Y
/
Z
r
N
b
/
Z
r
A
l
/
K

S
i
/
K

C
a
/
K

T
i
/
K

M
n
/
Z
r

北
海
道

群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群

物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物

遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺

１ ２ １ ２ ３ ４ １ １ ２ １ ２ ３ ９

Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｈ Ｔ Ｔ Ｓ Ｓ Ｓ １

Ｈ Ｈ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

２ ５ ７ ３ ７ ６ １ ５ ０ ０ １ ５ ９

４ １ ４ ４ ３ ３ １ １ １ １ １ １ ００ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
1
8
±
0
．
0
1
2

0
3
4
±
0
．
0
1
0

0
2
9
±
0
.
0
1

1

0
2
7
±
0
．
0
0
9

0
2
3
±
0
．
0
0
6

0
1
8
±
0
．
0
0
8

0
3
7
±
0
．
0
0
3

0
4
3
士
0
．
0
0
7

0
4
2
±
0
，
0
0
8

0
2
5
±
0
．
0
0
7

0
2
3
±
0
．
0
1

1

0
2
4
士
0
．
0
0
2

0
2
3
±
0
．
0
0
2

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 士 士 十 一 士 士 十 一 土 十 一 士

５ ０ ７ ３ ２ ８ ７ ６ ９ ５ ９ ７ ０

２ ０ ０ ７ ９ ５ ４ １ １ ４ ７ ３ ６

３ ５ ４ ３ ２ ２ ４ ５ ５ ３ ３ ３ ２

７ ０ １ ９ ７ ４ ２ ６ ８ ２ ２ ８ ８

６ ６ ５ ５ ３ ４ ３ ５ ３ ３ ６ ４ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

2
4
1
±
0
．
0
2
1

4
5
3
±
0
．
0
1
1

6
4
3
±
0
.
0
1
2

5
3
5
±
0
.
0
6
1

3
8
0
±
0
.
0
3
7

2
6
1
±
0
.
0
4
3

8
9
8
±
0
．
0
3
2

1
0
3
±
0
.
0
5
0

9
5
9
±
0
．
0
2
7

2
7
5
±
0
．
0
0
7

2
4
4
±
0
．
0
1
1

1
6
4
±
0
．
0
0
8

1
8
5
±
0
.
0
0
7

７ ５ ４ ６ ４ ４ １ ６ ４ ７ ０ １ ９０ ３ ２ ０ ８ ７ ２ ４ ５ ０ ７ ４ ４

１ １ １ １ ０ ０ ２ １ １ １ ０ ０ ０~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

107
±
0
.
0
0
5

1
3
5
±
0
．
0
0
8

1
2
4
±
0
.
0
0
8

1
0
6
±
0
．
0
1
2

0
8
4
±
0
.
0
0
7

0
7
4
±
0
．
0
1
0

2
2
1
±
0
．
0
0
7

1
4
6
±
0
．
0
0
7

1
5
4
±
0
．
0
0
5

1
0
7
土
0
．
0
0
5

0
7
0
±
0
．
0
0
4

0
4
1
±
0
.
0
0
2

0
4
9
±
0
,
0
0
3

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
1
8
士
0
．
0
0
6

0
4
1
士
0
.
0
0
8

0
5
2
±
0
．
0
0
7

0
5
3
士
0
.
0
0
9

0
5
2
±
0
.
0
0
9

0
5
1
土
0
．
0
0
8

0
5
4
士
0
．
0
0
6

0
8
1
±
0
.
0
0
8

0
8
5
±
0
.
0
1
0

0
4
7
±
0
.
0
1
0

0
5
6
±
0
．
0
1
3

0
8
0
±
0
．
0
1
3

0
8
1
±
0
．
0
1
3

７ ０ 頁 Ｕ Ｑ Ｊ （ ｘ Ｕ Ｒ Ｕ 毎 ｆ Ｉ ｄ ｌ Ｌ ｎ く ｕ ⑥ ｆ 凸 剋 ’ 八 ， 八 》 〆 ｈ Ｕ ｎ ４

７ Ｉ ７ Ｉ ． 〃 ま り Ｊ ４ ４ △ も １ １ 八 Ⅱ Ｕ ｏ く リ ハ ｕ Ｊ Ｆ Ｒ Ｕ 戸 肘 Ｕ ｎ ″ ム リ ム

ハ Ⅲ 〉 八 Ｍ Ｕ ● Ｉ Ｌ Ｇ Ⅱ 且 。 Ⅱ １ ９ Ⅱ １ 。 ’ 几 。 Ⅱ Ⅱ 八 Ⅲ 〉 ｎ Ⅱ Ｕ 勺 Ｉ 且 。 １ １ 口 Ⅱ ｌ

ｎ Ｕ ハ ｍ Ｕ 〈 Ⅱ Ｕ 〈 Ⅱ Ｕ ｎ 叩 Ｕ 〈 Ⅲ Ｕ （ ｎ Ｕ ｎ Ｕ （ Ⅱ Ｕ 〈 Ⅲ Ｕ ｎ Ｕ 《 Ⅱ Ｕ ｎ Ｕ

士 士 士 士 士 十 一 士 士 士 十 一 士 十 一 士

６ ５ ７ ５ ８ ０ ０ ２ ２ １ ９ ５ ２

９ ６ ４ ４ ４ ０ ４ ４ ８ ５ ４ ６ ６

２ ７ ５ ５ ５ ５ ５ ９ ８ ７ ７ ５ １

0
．
4
3
0
±
0
．
0
1
6

0

0
．
4
4
8
±
0
．
0
2
1

0

0．
5
3
0
±
0
．
0
3
2

0

0
．
5
5
7
±
0
．
0
5
1

0

0
．
5
8
6
±
0
．
0
5
6

0

0
．
6
3
9
±
0
.
0
5
7

0

0
.
4
2
6
±
0
．
0
1
8

0

0
．
3
1
4
±
0
.
0
5
3

0

0
.
5
4
2
±
0
.
0
2
8

1

0
.
8
3
6
±
0
．
0
3
8

0

1
．
08
0±
0．
1
0
8

0

1
．
4
6
0
±
0
．
0
5
7

0

1
．
0
3
1
±
0
．
0
4
1

0

1
5
3
±
0
．
0
0
9

4
1
9
±
0
．
0
1
9

6
8
9
±
0
．
0
3
2

6
8
5
±
0
．
0
2
9

6
8
1
±
0
.
0
3
3

6
7
9
±
0
．
0
3
2

8
0
2
±
0
．
0
2
3

7
7
5
±
0
．
0
8
2

1
1
1
±
0
．
0
4
0

4
6
8
±
0
．
0
2
1

4
2
4
±
0
．
0
3
6

1
6
2
±
0
．
0
1
9

4
3
5
±
0
.
0
2
5

1
4
0
±
0
．
0
1
5

1
3
0
±
0
．
0
1
5

1
5
6
±
0
．
0
1
5

1
6
5
±
0
．
0
2
1

1
6
4
±
0
．
0
2
1

1
5
5
士
0
．
0
2
1

1
0
9
±
0
．
0
1
3

1
3
3
±
0
．
0
1
6

1
0
7
±
0
．
0
1
5

1
8
0
±
0
．
0
1
9

3
2
7
±
0
．
0
4
2

3
8
9
±
0
．
0
4
2

2
6
3
±
0
．
0
2
8

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
0
8
±
0
．
0
1
3

0
1
5
±
0
．
0
1
9

0
0
4
±
0
.
0
0
8

0
1
6
±
0
．
0
2
2

0
1
7
±
0
．
0
2
3

0
0
9
±
0
．
0
1
7

0
1
7
±
0
．
0
2
1

0
1
9
±
0
．
0
2
1

0
1
2
±
0
．
0
1
6

0
2
3
±
0
．
0
2
8

0
3
7
±
0
．
0
3
1

0
6
9
±
0
．
0
2
8

0
5
0
±
0
.
0
1
9

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ ２ ２

青
森
県

群 群

群 物 物

物 遺 遺

遺 １ ２

Ｙ Ｎ Ｎ

Ｈ Ｓ Ｓ

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

１ ９ ３

８ ２ ８

４ ３ ３

８ ６ ５

６ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 十 一

８ ７ ９

３ ８ ０

２ ２ ２

１ ６ ６

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 ’

１ ７ ６

３ ８ １

１ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

８ ４ ６

１ ４ １

４ ２ ７

０ ０ ０

８ １ ５

２ １ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

２ １ ４

８ ８ ６

４ ２ ２

４ ２ ９

２ １ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

９ ９ ８

２ ０ ２

０ ０ ０

８ ２ ０

２ １ ３

０ ０ ０

0
2
0
±
0

0
2
1
±
0

0
2
3
±
0

５ ６ ９

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

１ ３ ９

３ ３ ２

０ ０ ０

６ ４ ６

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士

８ ３ ６

４ ３ ７

０ ０ ０

８ ５ ８

０ ０ ０

０ ０ ０

６ ７ ２

６ ３ ８

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

６ ７ １

３ ９ ７

６ ５ ５

4
4
1
±
0
.
0
1
5

2
5
8
±
0
．
0
1
1

2
9
2
±
0
．
0
1
7

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

ｌ ｌ ｌ

ｌ Ｏ Ｏ

K
N
遺
物
群

T
B
遺
物
群

秋
田
県

0
.
3
5
1
±
0
．
0
1
1

0．
1
2
1
±
0
．
0
0
6
0
．
0
5
3
±
0
．
0
0
7
1
．
5
8
1
±
0
．
0
7
1
0
．
3
4
7
±
0
．
0
2
0

0．
2
1
9
±
0
．
0
1
4

0．
2
1
6
±
0
．
0
1
5
0
．
0
5
4
±
0
．
0
1
7
0
．
0
2
9
±
0
．
0
1
1

0
．
4
7
5
±
0
．
0
4
0

0．
2
5
2
±
0
．
0
1
4

0．
1
1
3
±
0
．
0
0
7

0．
1
2
4
士
0
．
0
1
5

1
．
8
0
5
±
0
．
0
8
8
0
．
8
7
5
±
0
．
0
5
6
0
．
6
6
3
±
0
．
0
3
8

0．
2
7
2
±
0
．
0
2
9
0
．
0
8
3
±
0
．
0
3
7
0
．
0
2
6
士
0
．
0
0
8
0
．
3
7
8
±
0
．
0
2
1

７ ０
０ ６

１

1遺
馴

2
遺
Z

3
遺
4

4遺
！

5
遺
I

遺
物
遺
物

岩
手
県

癖 癖 癖 癖 癖 鮮 群

0
5
8
±
0
．
0
1
7

0
8
3
±
0
.
0
2
9

0
2
8
士
0
.
0
0
6

0
6
4
±
0
．
0
2
5

0
9
1
±
0
．
0
2
0

0
1
7
±
0
．
0
1
1

0
8
3
±
0
．
0
1
3

０００００００

９ ３ ０ １ ４ ９ ５

２ ５ ６ ６ ３ ３ ９

９ ３ ３ ０ ２ ３ １~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ １ ０ １ １ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士 士 十 一 士 士

９ ３ ０ １ ４ ９ ５

２ ５ ６ ６ ３ ３ ９

９ ３ ３ ０ ２ ３ １

４ ９ ９ ５ ２ １ ９

２ ４ ０ ０ ５ １ ２

０ ０ ０ １ ０ ０ ０

0
0
9
±
0
.
0
1
2

0
0
8
±
0
．
0
1
4

0
1
4
±
0
．
0
1
6

0
1
1
±
0
．
0
1
3

0
0
6
±
0
．
0
1
2

0
2
9
士
0
．
0
2
7

0
0
8
±
0
．
0
1
7

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ Ｄ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｆ Ｓ

１ １ １ ２ ２ ５ ８

４ ６ ６ ２ ２ ４ ４

１ １

5
1
9
±
0
．
0
2
6

1
4
1
±
0
.
0
7
4

9
5
0
±
0
．
0
1
3

8
5
0
±
0
．
0
5
9

1
6
7
±
0
．
0
9
2

2
7
2
±
0
．
0
9
0

9
0
0
±
0
.
0
5
0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ４ ３ ９ ２ ０ ０

２ ７ １ ５ ９ ９ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ １ ４ ５ ７ ９ ６

１ ２ ０ ２ ２ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士

７ ２ ５ ４ ６ ７ １

７ ５ １ ７ ９ ９ ４

２ ５ ２ ４ ６ ０ ７

士 十 一 十 一 士 士 十 一 士

８ ０ ７ ７ １ ３ ８

７ ８ １ ６ ０ ５ １

０ ０ １ ０ １ ０ １

■ ■ 申 ｑ ■ ■ ■

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

078
±

0
.
0
0
6

0
8
0
±
0
．
0
0
8

1
1
7
±
0
．
0
0
9

0
6
7
士
0
．
0
0
7

1
0
1
士
0
.
0
0
9

0
5
3
±
0
．
0
0
7

1
1
8
±
0
．
0
1
0

２ ２ ４ ２ ３ １ ３

8
4
9
±
0
．
0
7
3

7
5
2
±
0
.
0
6
2

3
0
6
±
0
．
1
0
0

0
5
5
±
0
.
0
7
7

7
8
7
±
0
．
1
0
8

7
9
1
±
0
．
0
8
3

9
2
2
±
0
.
0
7
7

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1
6
7
±
0
．
0
1
0

0
9
4
±
0
．
0
0
9

1
1
4
±
0
．
0
0
8

0
8
3
±
0
．
0
0
6

1
1
4
±
0
．
0
1
0

3
2
7
±
0
．
0
1
9

1
1
7
±
0
．
0
1
2

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

5
2
6
士
0
.
0
1
7

7
1
6
±
0
．
0
1
9

9
0
9
±
0
．
0
2
8

5
3
1
±
0
．
0
3
0

8
9
2
士
0
．
0
2
6

4
5
3
±
0
.
0
2
4

9
0
6
土
0
.
0
2
6

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一

１ ２ ８ ７ １ ７ ６

５ ４ ４ ７ ４ ０ ４

２ ２ ２ １ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ １ ２ ０ ２ ８ ３１ １ １ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ ３ ０ １ ３ ０ ２

新
潟
県

群 群 群 群

物 物 物 物

遺 遺 遺 遺

ｌ ２ ３ １

Ｃ Ｃ Ｃ Ｎ

Ａ Ａ Ａ Ｉ

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 十 一

７ ９ ６ ８

２ １ １ ３

４ ４ ６ ３

６ ７ ３ ７

１ ０ １ ０

０ ０ ０ ０

0．
1
9
2
±
0

0
．
0
8
1
±
0

0．
1
4
4
±
0

0
．
0
7
8
±
0

０ ０ ０ ０

５ ６ １ ７

７ ７ ５ ７

０ ０ ０ １

4
4
0
±
0
.
0
1
9

4
0
6
士
0
．
0
2
0

3
8
1
士
0
．
0
1
7

7
5
1
±
0
.
0
4
5

９ ４ ８ ０

１ ２ １ ３

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

５ ３ ２ ６

１ ２ １ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 十 一

１ ８ １ ８

６ ０ ４ ６

０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士

３ ６ ９ ８

３ ３ ４ ２

０ ０ ０ ０

５ ３ ５ ０

０ ０ ０ ３

０ ０ ０ ０

３ ８ ６ ８

６ ４ ３ ４

0
.
4
7
9
±
0
．
0
1
4

0
．
2
5
1
±
0
.
0
0
7

0
.
6
5
7
±
0
.
0
1
6

0
.
3
2
6
士
0
．
0
1
2

６ ３ ５ ４

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

0
5
4
±
0

1
1
2
±
0

0
8
3
±
0

0
6
6
±
0

８ ３ ０ ０

０ １ １ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 ｜ 士

１ １ １ ６

６ ８ ９ ５

５ ０ ８ ０

4
0
0
±
0
.
(
)
1
7

9
0
4
±
0
．
0
3
5

2
0
2
±
0
.
0
1
0

9
0
1
±
0
．
0
4
8

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 士

９ ９ ６ ２

６ ０ ８ ７

１ ４ ２ １

０ ０ ０ ０

１ ２ １ ２

０ ０ ０ ０

長
野
県

N
K
遺
物
群

0
.
5
6
6
±
0
．
0
1
9

0．
1
6
3
±
0
．
0
0
7

0
．
0
8
6
±
0
．
0
1

1
1

．
8
2
2
±
0
．
0
8
4
0
．
4
6
7
±
0
．
0
3
1

1
．
6
9
1
±
0
．
0
6
4

0．
1
0
2
±
0
．
0
2
1

0
．
0
4
1
±
0
．
0
2
8
0
．
0
3
8
±
0
．
0
0
3
0
．
5
0
0
±
0
．
0
1
4

E
7
J
l

群 群 荊 君

物 物 物 物

遺 遺 遺 遺

Ｍ Ｍ Ｊ 丑

Ｙ Ｎ Ｋ Ｋ

Ｍ Ｍ

山
口
県

0
0
3
0
．
3
3
1
±
0
．
0
1
3

0
0
3
0
．
3
2
6
±
0
．
0
1
1

0
0
2
0
．
3
3
7
±
0
.
0
1
0

0
0
2
0
.
2
6
8
±
0
．
0
0
7

ド ド 羊 羊

０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 十 一

３ ２ ２ １

２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０

６ ０ ８ ８

５ ４ ４ ４

０ ０ ０ ０

3
8
1
±
0
．
0
1
6

3
3
0
±
0
．
0
1
0

0
8
7
±
0
.
0
0
8

2
5
8
±
0
.
0
1
0

５ ３ ２ ２

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 十 一

８ ３ ９ ６

３ ０ ５ ２

１ １ ０ ０

0
3
8
±
0
.
0
1
2

0
4
2
±
0
.
0
1
2

0
1
0
±
0
.
0
0
3

0
5
5
±
0
.
0
1
3

1
．
61
1±
0．
1
0
2

0

1
．
7
5
1
±
0
．
0
8
3

1

0
．
6
7
7
±
0
．
0
2
3

0

1
．
74
5±
0．
1
2
1

1

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士

１ ８ ０ ９

２ ４ ７ ４

７ ０ ３ １

９ ７ ７ ２

３ ５ ９ ９

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

4
9
7
±
0
.
0
2
6

5
1
8
±
0
．
0
3
4

0
0
6
±
0
.
0
0
2

2
9
7
±
0
.
0
2
9

０ ０ ０ ０

２ ７ ２ ７

２ ３ １ ３

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士

８ ６ ５ ２

２ ９ ２ ０

１ １ １ ２

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 十 一 土 十 一

７ ８ ２ ７

４ ５ ９ ７

０ ０ ２ １

０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 一

８ ２ ７

６ ８ ０ ２

１ １ １ ２

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０
ぐ 垂 巽 堂 惟 雪 冊 蕗 丙 時 が 印 葦 誰 湘

鹿
児
島
県

K
I
l
g
4

K
I
2
i
g
4

U
T
E

S
G
進

O
K
i
g

０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一

９ ３ ０ ３ ８

０ ４ ９ ５ １

４ ４ ３ ５ ５

９ ２ ４ ３ １

０ ２ １ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０

0
2
8
±
0
．
0
0
2

0
2
9
±
0
．
0
0
3

0
2
4
±
0
．
0
1
1

0
2
7
±
0
．
0
2
1

0
2
7
±
0
．
0
1
8

０ ０ ０ ０ ０

癖 癖 辨 僻 辨

５ ６ ６ ８ ２

４ ４ ４ ４ ３

０ ０ ０ １ １

２ ５ ３ ４ ４

１ １ １ ３ ７

０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０

土 士 士 士 十 一

３ ２ ７ ８ １

８ ０ ９ ６ ７

３ ４ ２ ６ ３

０ ０ ０ ０ ０

1
0
1
±
0
．
0
0
5

1
4
6
±
0
．
0
0
8

1
0
7
±
0
．
0
0
5

7
7
8
±
0
.
0
3
8

6
8
7
土
(
)
.
0
2
5

０ ０ ０ ０ ０

0
6
1
±
0
.
0
2
4

0
6
0
±
0
．
0
1
7

0
5
3
±
0
．
0
1
0

0
8
2
士
0
．
0
1
0

0
6
1
±
0
．
0
0
8

０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一

３ ９ ８ ６ ９

１ ２ ３ ０ ０

９ ５ ６ １ １

1
5
8
0
．
9
8
5
±
0
．
0
5
7
0
．
5
2
7
±
0

1
4
8
0
．
7
2
9
±
0
．
0
5
2
0
．
5
6
5
±
0

1
0
4

1
．
0
1
2
±
0
．
0
5
6
0
．
7
3
6
±
0

2
2
2
0
．
2
0
2
±
0
．
0
1
4
0
．
6
9
9
±
0

1
6
1
0
．
2
0
2
±
0
．
0
1
2

0．
5
7
9
±
0

０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 一 土

７ ７ ８ ３ ２

９ ３ ６ ３ ２

１ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０

０ ４ ７ ３ ４

３ ２ ２ １ １

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

８ ６ ８ ９ ４

２ ２ ２ １ １

０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

９ ３ ４ ５ ９

７ ８ ３ １ ０

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

８ ８ ９ ５ ７

３ ３ ３ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０

１ １ １ ４ ３

』 つ い



表
1
－
6
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

舜 燗 弓 三 億 里 碑 写

胃 の 吟
素

比
R
b
/
Z
r
S
r
/
Z
r

Y
/
Z
r
N
b
/
Z
r
A
l
/
K

S
i
/
K

分
析

個
数

元 F
e
/
Z
r

原
産

地
原
石
群
名

C
a
/
K

T
i
/
K

M
n
/
Z
r

0．
1
3
5
±
0
．
0
1
2
0
．
0
6
2
±
0
．
0
0
6
0
．
0
1
7
±
0
．
0
0
3

1
．
1
1
8
±
0
．
0
5
1

0
．
5
8
5
±
0
．
0
3
6
0
．
0
6
8
±
0
．
0
1
9

0．
1
5
0
±
0
.
0
2
2
0
.
3
7
2
±
0
.
0
3
5
0
.
0
2
5
±
0
.
0
0
4
0
.
3
1
9
±
0
．
0
1
2

会
寧
城
外
遺

跡
遺
物
群

北
朝
鮮

7
0

0
3
6
±
0
.
0
3
0

0
1
5
±
0
．
0
0
8

0
1
6
±
0
.
0
0
6

0
1
3
±
0
.
0
6
2

0
2
4
±
0
．
0
0
6

0
6
4
±
0
.
0
2
3

0
2
4
±
0
.
()
07

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ８ ６ ２ ６ ３ ７

３ ０ ０ ６ ０ ２ ０

ｌ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

９ ４ ３ ３ ２ ３ ３

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ０ ６ ７ ４ ６ ４

３ １ ０ ０ ０ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 士

３ ８ １ ３ ９ ９ ９

９ ４ ３ ４ ２ ９ ２

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 土 十 一 十 一 士

３ １ ４ ２ ９ １ １

６ ５ ０ ４ ６ ６ ２

９ ８ ６ ６ ０ ２ １

2
.
6
0
8
0
.
0
5
5
±
0
．
0
1
7

2

0．
1
8
0
0
．
2
4
6
±
0
．
0
1
4

0

0
．
0
4
3

0．
1
1
9
±
0
.
0
0
7

0

0
.
0
5
3
0
.
2
6
2
±
0
．
0
1
1

0

0
．
0
2
5
0
．
2
0
3
±
0
．
0
0
7

0

0
．
0
6
2

0．
6
0
8
士
0
．
0
2
8

0

0
．
0
3
4

0．
1
9
2
±
0
．
0
0
7

0

7
1
6
±
0
．
1
6
2

7
5
2
±
0
．
0
7
0

3
9
8
±
0
．
0
1
6

7
5
3
±
0
.
0
2
6

1
5
0
±
0
.
0
0
6

5
0
0
±
0
.
0
2
6

1
5
1
±
0
．
0
0
8

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 士 士 士 十 一 士

３ ５ ５ ６ ６ ２ ６

６ ７ ９ ６ ０ ２ ０

１ ０ ０ ０ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ６ ８ ６ ９ ０ ９

１ １ ０ ２ ０ ３ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1
7
3
±
0
．
0
2
9

0
4
1
±
0
．
0
0
4

0
3
1
±
0
．
0
0
3

0
1
7
±
0
.
0
0
3

0
1
6
±
0
．
0
0
2

0
2
4
±
0
．
0
0
3

0
2
6
±
0
．
0
0
3

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 十 一 士 十 一

４ ２ ２ ６ ６ ０ ３

７ ８ ０ ７ ４ ４ ０

６ ４ ４ １ １ ３ ３

０ ２ ０ ９ ４ ６ ７

４ ２ １ ０ ０ ０ ０

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

6
.
0
8
8
±
0
.
8
6
8

0
0
.
2
2
5
±
0
．
0
1
1

0

0
－
2
6
9
±
0
.
0
0
6

0

0
.
0
9
7
±
0
.
0
0
4

0

0
.
0
7
4
±
0
．
0
0
3

0

0．
1
0
4
±
0
．
0
0
4

0

0．
1
6
0
±
0
．
0
0
5

0

７ １ １ １ １ １ １

２
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

イ
リ
ス
タ
ヤ

パ
ラ
ﾄｳ
ﾝｶ
ｰl

ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾄ
ｳ
ﾝ
ｶ
ｰ
2

ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾄ
ｳ
ﾝ
ｶ
ｰ
3

ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾄ
ｳ
ﾝ
ｶ
ｰ
4

ナ
チ
キ

ア
バ
チ
ャ

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 十 一

８ ６ ７ ４ １ ０ ５

８ ０ １ ８ ４ ２ ５

８ ７ ７ ３ １ ２ ２

０ ８ ８ ８ ７ ８ ７

０ ４ １ ０ ０ ０ ０１ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ６ ０ ８ ８ ８ ０

２ ５ ４ ４ ４ ４ ４

８ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１
ロ
シ
ア

0
．
7
5
5
±
0
．
0
1
0
0
．
2
0
2
±
0
．
0
0
5
0
．
0
7
6
±
0
．
0
1

1
3．
75
9±
0．
11
1
0
．
9
9
3
±
0
．
0
3
6

1
．
3
3
1
士
0
．
0
4
6
0
．
2
5
1
±
0
．
0
2
7

0．
1
0
5
±
0
．
0
1
7
0
．
0
2
8
±
0
．
0
0
2
0
．
3
4
2
±
0
.
0
0
4

標
準
試
料

1
2
7

J
G
－
1
制

H
S
2
群
＝
置
戸
・
置
戸
山
群
に
一
致
、
F
R
2
群
＝
ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
一
群
に
一
致

平
均
値
±
標
準
偏
差
値
、

＊
：
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

N
K
遺
物
群
：
中
シ
原
遺
跡
、
H
Y
遺
物
群
：
日
和
山
遺
跡
S
N
遺
物
群
：
三
内
丸
山
遺
跡
出
土
、
K
N
遺
物
群
：
此
掛
沢
遺
跡
、
H
S
遺
物
群
：
北
進
遺
跡
、

KI
遺
物
群
：
桐
木
遺
跡
、
UT
遺
物
群
：
内
屋
敷
遺
跡
、
AI
遺
物
群
：
相
ノ
沢
遺
跡
、

FS
遺
物
群
：
房
ノ
沢
遺
跡
、
SD
遺
物
群
：
下
舘
銅
屋
遺
跡
、
F
R
遺
物
群
：
東
麓
郷
1
,
2遺
跡
、
F
H
遺
物
群
：
東
9
線
8
遺
跡
、

K
T
遺
物
群
：
北
区
1
遺
跡
、
K
S
遺
物
群
：
キ
ウ
ス
4
遺
跡
A
-
R
地
区
、

SG
遺
物
群
：
志
風
頭
遺
跡
、
O
K
遺
物
群
：
奥
名
野
遺
跡
、
T
B
遺
物
群
：
戸
平
川
遺
跡
、
N
M
遺
物
群
：
長
桝
遺
跡
、
M
K
遺
物
群
：
南
方
遺
跡
、

Y
M
遺
物
群
：
南
方
、
藤
尾
、
岩
上
遺
跡
、
A
C
1
，

2，
3遺
物
群
：
ア
チ
ヤ
平
遺
跡
、
1
N
遺
物
群
：
岩
野
原
遺
跡
、
K
1
9
遺
物
群
:
K
3
9
遺
跡
な
ど
出
土
遺
物
の
産
地
不
明
の
原
石
群
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
付
近
：
イ
リ
ス
タ
ヤ
遺
跡
、
南
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
：
パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
、
ナ
チ
キ
、
ア
バ
チ
ャ
遺
跡

a)
:
A
n
d
o
,
A
.
,
K
u
r
a
s
a
w
a
,
H
.
,
0
h
m
o
r
i
,
T
.
&
T
a
k
e
d
a
,
E
.
(
1
9
7
4
)
．
1
9
7
4
c
o
m
p
i
la
l
i
o
n
o
f
d
a
t
a
o
n
t
h
e
G
J
S
g
e
o
c
h
e
m
i
c
a
l
re
fe
re
nc
e
sa
mp
le
s
JG
-l
gr
an
od
io
ri
te

a
n
d
J
B
-
1
b
a
s
a
l
t･
G
e
o
c
h
e
m
i
c
a
l
J
o
u
r
n
a
l
V
o
l
.
8
,
1
7
5
-
1
9
2
.



表
2
山
越
2
遺
跡
出
土
黒
曜
石
製
石
器
・
剥
片
の
元
素
分
析
結
果

分
析

番
号

一 系
比

R
b
/
Z
r
S
r
/
Z
r

Y
/
Z
r
N
b
/
Z
r
A
l
/
K
S
i
/
K

元

F
e
/
Z
I

C
a
/
K
T
i
/
K
M
n
/
Z
'

８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

０ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７

６ １ ３ ５ ８ ３ ８ ４ ８ １ ４ ６

６ ８ ５ ８ ５ ６ ０ ７ ４ ７ ５ ６

２ ４ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ２ ５ ９ ２ ６ ３ １ ５ ８ ６ １

７ ４ ７ ５ ７ ７ ６ ７ ７ ６ ７ ７

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ ０ ４ ６ ４ ２ ３ １ ０ １ ９ ９

７ ６ ０ ８ ６ ９ ８ ９ ８ ８ ８ ８

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

５ ０ ２ ５ ７ ２ ７ ２ ２ ２ １ ０

０ ２ ８ ２ ７ ９ ９ ０ ５ ８ ４ ５

１ ８ ２ ０ ０ ３ ７ ０ ２ ２ １ １

０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０

７ １ ０ ３ ５ ３ ３ ０ ４ ２ ９ ０

４ ６ ７ ７ ３ １ ３ ５ ８ ７ ７ ３

９ ４ ０ ３ ９ ０ ３ ９ ９ ９ ９ ９

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ５ ８ ０ ８ ９ ６ ９ １ ８ １ ６

３ ９ ８ ９ ７ ５ ６ ８ ３ ２ ２ ２

４ ５ ４ ２ ３ ４ ２ ３ ４ ４ ４ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ７ ０ ５ ９ ９ １ ９ ４ １ ６ ９

４ １ ８ １ ２ １ ８ ７ ０ ６ ８ １

２ ２ ２ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ８ ５ ７ ４ ４ ０ ０ ６ ３ ４ １

５ ２ ３ ５ ５ ７ ０ ２ ４ ４ ３ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５ ２ ６ ８ ２ ４ ２ ３ １ ４ ６ ９

２ ３ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５ １ ９ ３ ７ １ １ ０ ７ ７ ２ ２

３ ５ ３ ４ ２ ５ ４ ３ ３ ２ ３ ２

３ ４ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
標
準
試
料
-
A
n
d
o
,
A
.
,
K
u
r
a
s
a
w
a
,
H
.
,
0
h
m
o
r
i
,
T
.
&
T
a
k
e
d
a
,
E
.
1
9
7
4

c
o
m
p
i
l
a
t
i
o
n
o
f
d
a
t
a
o
n
t
h
e
G
J
S
g
e
o
c
h
e
m
i
c
a
l
r
e
f
e
r
e
n
c
e

s
a
m
p
l
e
s
J
G
-
l
g
r
a
n
o
d
i
o
r
i
t
e
a
n
d
J
B
-
l
b
a
s
a
l
t
.

G
e
o
c
力
e
m
/
c
a
ノ
‘
ﾉ
0
"
m
a
/
,
V
o
l
.
8
1
7
5
1
9
2
(
1
9
7
4
)

J
G
－
1

J
G
－
l

0.
7
8
2
0
.
2
1
9

0.
0
8
0

4.
1
3
0

1
.
0
2
9

1
.
3
1
0

0.
2
9
1

0.
0
7
6

0.
0
2
3

0.
3
0
7

表
3
山
越
2
遺
跡
出
土
黒
曜
石
製
石
器
・
剥
片
の
原
産
地
推
定
結
果

遭絢
蕎嘗
|
"鯉

鰐
種

｜
醤

分
析
番
号

資
料
番
号
鼎
十
位
置

原
石
産
地
（
確
率
）

判
定

自
然
礫
面
’

備
考

４ ５

８ ８

７ ７

５ ５

６ ６

赤
井
川
第
1
群
(
5
1
%
)
,
戸
門
第
1
群
(
1
0
%
)
,
十
勝
三
股
(
2
%
)

赤
井
川
第
1
群
(
4
3
%
)
,
赤
井
川
第
2
群
(
1
%
)

赤
井
川
第
1
群
(
1
7
%
)
,
赤
井
川
第
2
群
(
1
8
%
)
,
大
釈
迦
(
8
%
)

赤
石
山
(
1
1
%
)

妬 一 Ｗ

州 州 卸 即 開

吃 一 別 一 Ⅲ 師 一 別

赤
井
川

赤
井
川

赤
井
川

赤
石
山

赤
井
川

赤
井
川

赤
石
山

Ⅲ
l
l
年
度
依
頼

l
1
年
度
依
頼

図
Ⅳ
-
2
1
-
1
2

図
Ⅳ
-
2
1
-
1
0

図
Ⅳ
-
2
3
-
3
7

フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

Ⅲ ｜ Ⅲ
０ １

１ １

７ ７

３ ３

７ ７

１ ２ ’ ３

読 一 稲

” 肋
Ⅲ

赤
井
川
第
1
群
(
2
4
%
)
,
赤
井
川
第
2
群
(
2
7
%
）

赤
井
川
第
1
群
(
2
4
%
)
,
赤
井
川
第
2
群
(
4
%
)
,戸
門
第
1群
(3
%）

赤
石
山
(4
%）

２ ３ ４

１ １ １

７ ７ ７

３ ３ ３

７ ７ ７

Ⅲ ｜ Ⅲ

両
面
加
工
石
器

石
鐡

ス
ク
レ
イ
パ
ー

ぐ 皿 謀 堂 伸 Ｓ 蝋 蕗 丙 貯 が 津 葦 誰 潅

４ ’ ５ ’ ６ ７ ８

３ ３

１ １
~ Ｉ Ｋ

４ ｜ 胆

図
Ⅳ
-
2
1
-
6

胞 一 肋
Ⅲ

赤
石
山
(4
%）

Ⅳ
赤
井
川
第
1
群
(
6
%
)
,
赤
井
川
第
2
群
(
1
0
%
)

図
Ⅳ
2
2
2
3

7
3
7
1
5

N
2
0

1
6

赤
井
川

赤
井
川

赤
井
川

フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

赤
井
川
第
1
群
(
2
7
%
)
､
赤
井
川
第
2
群
(
2
3
%
)
,戸
門
第
1群
(3
%）

赤
井
川
第
1
群
(
9
7
%
)
,
赤
井
川
第
2
群
(
4
0
%
)

赤
井
川
第
1
群
(
6
1
%
)
!
赤
井
川
第
2
群
(
4
9
%
)
,
十
勝
三
股
(
3
%
)

赤
井
川
第
1
群
(
9
3
%
)
,
赤
井
川
第
2
群
(
5
2
%
）

7
3
7
1
6

N
-
2
4

N
-
2
4

0
3
0

Y
F
C
-
2
~~囲駝別－７

Ⅲ Ⅲ
７ ８ ９

伽 一 酬 棚
角
礫

9
角
礫
？

９ ｜ Ⅲ

Ⅲ
|
-
位

赤
井
川

フ
レ
イ
ク

赤
井
川

石
嫉
未
成
品

Ⅲ

注
意
:近
年
産
地
分
析
を
行
う
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
､判
定
根
拠
が
暖
昧
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
の
み
を
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ
ま
す
。

本
報
告
で
は
日
本
に
お
け
る
各
遺
跡
の
産
地
分
析
の
判
定
基
準
を
一
定
に
し
て
産
地
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
｡判
定
基
準
の
異
な
る
研
究
方
法
(土
器
様
式
の
基
準
も
研
究
方
法
で
異
な
る
よ
う
に
）

に
も
関
わ
ら
ず
､似
た
産
地
名
の
た
め
に
同
じ
結
果
の
よ
う
に
思
わ
て
い
ま
す
が
、
全
く
関
係
(相
互
チ
ェ
ッ
ク
)あ
り
ま
せ
ん
｡本
研
究
結
果
に
連
続
さ
せ
る
に
は
本
研
究
法
で
再
分
析
が
必
要
で
す
。

本
報
告
の
分
析
結
果
を
考
古
学
資
料
と
す
る
場
合
に
は
常
に
同
じ
基
準
で
判
定
さ
れ
て
い
る
結
果
で
古
代
交
流
圏
な
ど
を
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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V I'1然科学的手法による分析結果

2 山越2遺跡放射性炭素年代測定結果

㈱地球科学研究所

報告内容の説明

14C年代"measuredradiocarbonage

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。

半減期はリビーの5568年を用いた。

74cageO'B"

補正14C年代''conventional radiocarbonage''

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り
14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の 13C値を-25(%o)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

続正74Cage

(j'BPノ

試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%｡)
で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準l× 1Coo613C(%｡)=

｡, /3c(be'γ刀〃

(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

暦年ff : 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を

算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と
14C年代の比較により、補正曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（

"INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration'' Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3))
により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し､ 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。

′'The.calendarcalibrationswerecalculatedusingthenewestcal ibrationdataaspublished inRadiocarbon,Vol.40,

No.3, 1998usingthecubicsplinefitmathematicsaspubl ishedbyTalmaandVogel ,Radiocarbon,Vol､35,No.2,pg
317-322, 1993:ASimpl ifiedApproachtoCal ibratingC14Dates・ ResultsarereportedbothascalBCandcaIBP.
Notethatcalibrationforsamplesbeyondabout lO,000years isstil l verysubjective. Thecalibrationdatabeyond
about l3,000years iSa''bestfit''compilationofmodeleddataand,althoughan improvementontheaccuracyofthe
radiocarbondate, shouldbeconsidered i llustrative. lt isverylikelythatcalibrationdatabeyondlO,000yearswili
changeinthefuture. Becauseofthis, it isveryimportanttoquotetheoriginalBPdatesandthesereferences in
yourpublicationssothatfuturerefinementscanbeappl iedtoyourresults.''

認定方法などX員灘するデータ

測定方法 AMS : 加速器質量分析
~ ~

Radiometric : 液体シンチレーシヨンカウンタによるβ‐線計数法

処理･調製･その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

酸洗浄前処理_ acid-alkal i-acid :酸一アルカリ

acidwashes : 酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none ：未処理

調製その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction ; 骨､歯などのコラーゲン抽出

CBl lulosBExtraction : 木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Miaml,F1, U.S.A33155

分析機関
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八雲町 lll越2遺跡

表分析試料一覧

試料名出土位置出土層位 時期 備考

YK2-1 F-16 焼土層縄文時代中期中葉H－3覆土中層の生活面

YK2-2 H-3 HF-2 縄文時代中期中葉床面地床炉

YK2-3 H-10 HP-3 縄文時代中期中葉主柱穴

YK2-4 P-3 坑底直上縄文時代中期後葉貯蔵穴?

３２１

~~~２２２
ＫＫＫ

ＹＹＹ

F-16

H－3

H-10 聿柱穴

貯蔵穴？

分析結果

~ ~ ~ ~ ~ ~

試料データ C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)
. . ．.~. . . ． . . . . .. . .~．. . . . .. . . . . .". .． . . .…~"...~. , . . . , , , , . , . ,..." ~. . .. . . , . .~.. ‘ ‘ 今.． . . . .::. . . .

4300＋40

613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)
~ ~

Beta- 150573 －27．0 4270+40~

試料名( 16502) YK2-1

測定方法､期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~ ~ ~ ~ ~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~ ~ ~~ ~~~ ~~

Beta- 150574 4430＋40~ －26．3 4410＋40~

試料名( 16503) YK2-2

測定方法､期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~ ~

Beta- 150575 4410+40~ －28．1 4360＋40~

試料名( 16504) YK2-3

測定方法、期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~ ~ ~ ~~ ~~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~~~~ ~ ~~ ~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~Beta- 150576

~ ~ ~ ~ ~ ~~~~ ~ ~~ ~~ ~ ~~ ~~ ~
~~ ~ ~~~ ~~~~~~ ~~ ~ ~ ~ ~~~~~ ~ ~ ~~~~~~~ ~~ ~~

4410±40 －27．6 4370+40~

試料名( 16505) YK2-4

測定方法､期間AMS-Standard

試料種、前処理など challedmaterial acid/alkali/acid

年代値はRCYBP(1950A.Dを0年とする)で表記。 モダンリファレンススタンダードは、国際的な慣例として､NBSOxalicAcidの

C14濃度の95%を使用し､半減期はリビーの5568年を使用した｡エラーは1シグマ(68%確率)である。
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山越2遺跡から出土した土壌に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源科学料

㈱ズコーシャ・総合料学研究所

3

中野益男

中野寛子、清水了

門利恵、星山賢一

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸糖質（炭水化物）および脂質（脂肪・

油脂）がある。 これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受

けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと( 1 ) 、古代遺跡から出土した約2千

年前のトウモロコシ種子(2) 、約5千年前のハーゼルナッツ種子(3)に残存する脂肪の脂肪酸は安定し

た状態に保持されていることがわかった。 このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・

万年という長い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明した( ~”・

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。 これらの脂質を構成している主要なクラス（種）が

脂肪酸であり、その種類含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまつすぐに延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物

は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物は種ごとに|古|有の脂肪酸を持っている。ステロー

ルについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴス

テロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構

成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、 目に見える形では遺存しない

原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」 という。 この「残

存脂肪分析法」を用いて山越2遺跡から出土した住居跡に伴う土壌の性格を解明しようとした。

1 ．土壌試料

北海道山越郡八雲町に所在する山越2遺跡は縄文時代中期中葉から後期前半にかけてのものと推定

されている。 この遺跡から出土した縄文時代後期初頭のものと推定されている住居跡に伴う土壌HP-

1内外の土壌試料を分析した。遺跡内での土壌の配置状況および土壌内外での土壌試料採取地点を図

1に示す。試料No. 1～No.3はHP-1内のもので、No. 1とNo.2を墳底直上から、No.3を曠底

(V層）から、No.4とNo.5はこの土曠から離れた北東壁セクションから採取した対照試料で、No.

4をⅢ層、No.5をV層から、それぞれ採取した。

2．残存脂肪の抽出

土壌試料69～4239に3倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1)混液を加え、超音波浴槽中で30

分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液をろ過後、残湾に再度クロロホルムーメタノール混液を加え、

再び30分間超音波処理をする。 この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽

出溶媒に1％塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の1容量力I Iえ、 クロロホルム層と水層に分配し、下層

のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。
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残存脂肪の抽出量を表1に示す。抽出率は0.0024～0.0444%、平均00141%であった。 この値は全

国各地の遺跡から出土した土壌石器、土器などの試料の平均抽出率0.0010～0.0100%よりも少し高

いものであった。 しかし、各試料をみると対照試料No.4の抽出率のみが突出して高く、他のすべて

の試料の抽出率は0.0024～0.0092%であった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。そ

の中では遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸が結合したトリアシルグリセロール

(トリグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在してい

た。

3．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに5％メタノール性塩酸を加え、 125℃

封管中で2時間分解し、 メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロ

ホルムで分離し、 さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンー

エチルエーテルー酢酸（80 ： 30 ： 1）またはへキサンーエチルエーテル（85 ： 15）を展開溶媒とする

ケイ酸薄層クロマトグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した(5) 。

残存脂肪の脂肪酸組成を図2に示す。残存脂肪から9種類の脂肪酸を検出した。 このうちパルミチ

ン酸(C16 : 0)、ステアリン酸(C18: 0)、オレイン酸(C18: 1)、 リノール酸(C18 : 2)、アラ

キジン酸(C20 : 0)、ベヘン酸(C22 : 0)、 リグノセリン酸(C24: 0)の7種類の脂肪酸をガス

クロマトグラフィー－質量分析により同定した。

試料中の脂肪酸組成をみると試料No.2とNo.3、No.4とNo.5が各々それらのみで類似していた。

このうち炭素数18までの中級脂肪酸は試料No. 1～No.4では主要な脂肪酸がパルミチン酸で、No.5

では主要な脂肪酸がパルミチン酸とオレイン酸で同程度分布していた。一般に考古遺物にはパルミチ

ン酸が多く含まれている。 これは長い年月の間にオレイン酸、 リノール酸といった不飽和脂肪酸の一

部が分解し、パルミチン酸を生成するためで、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ている

と推定される。オレイン酸の分布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えら

れ、植物性脂肪は特に根、茎、種子に多く分布するが、動物性脂肪の方が分布割合は高い。オレイン

酸はまた、 ヒトの骨のみを埋葬した再葬墓試料などにも多く含まれる。ステアリン酸は動物体脂肪や

植物の根に比較的多く分布している。 リノール酸は主として植物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20

以上のアラキジン酸ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級飽和脂肪酸はそれら3つの合計含有率が、

試料No.1とNo.5で約22～26%、No.2～No.4で約39～41%であった。通常の遺跡出土土壌中での

アラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸の高級飽和脂肪酸3つの合計含有率は約4～10%であるか

ら、すべての試料中で高級飽和脂肪酸含有量は多めで、特に試料No.2～No.4は非常に多かった。

高級飽和脂肪酸含有量が多い場合としては、試料中に高等動物の血液、脳、神経組織臓器などの特

殊な部分が含まれている場合と、植物の種子・葉などの植物体の表面を覆うワックスの構成分が含ま

れている場合とがある。高級飽和脂肪酸が動物、植物のどちらに由来するかはコレステロールの分布

割合によって決めることができる。概して、動物に由来する場合はコレステロール含有量が多く、植

物に由来する場合はコレステロール含有量が少ない。一般に試料No.2とNo.3にみられるように全

脂肪酸が谷状に分布する組成パターンは、試料中に動物性脂肪が含まれている場合の典型的なもので

ある。また、脳に特異的に存在するリグノセリン酸が、試料No.2に約23%と通常よりはかなり多く
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分布しており、 この試料中には特に高等動物の脳成分に由来する脂肪が残存していた可能性が高い。

以上、山越2遺跡の試料中の脂肪酸組成パターンはHP-1試料No.2，No.3，対照試料No.4と

No.5が各々それらのみで類似しており、対照試料No.5を除くすべての試料中で主要な脂肪酸がパ

ルミチン酸であることがわかった。対照試料No.5ではパルミチン酸とオレイン酸が同程度分布して

いた。高級飽和脂肪酸はすべての試料中に多めで、特にHP-1試料No.2，No.3、対照試料No.4

には非常に多く分布していた。また、脳に特異的に多く存在するリグノセリン酸がHP-1試料No.

2に通常よりはかなり多く分布しており、 この試料中に高等動物の脳成分に由来する脂肪が残存して

いた可能性があることもわかった。

4．残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸（80 ： 30 ： 1）を展開溶媒とするケイ

酸薄層クロマトグラフィーで分離・精製後、 ピリジンー無水酢酸（1 ： 1）を窒素気流下で反応させ

てアセテート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製してから、ガスクロマト

グラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図3に示す。残存脂肪から19～22種類

のステロールを検出した。 このうち．プロスタノール、 コレステロール、エルゴステロール、 カンペ

ステロール、スチグマステロール、シトステロールなど8種類のステロールをガスクロマトグラフィー－

質量分析により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは試料No.3に12%、他のすべての

試料中に約2～4％分布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは2～6％分布し

ている。従って、試料No.3のコレステロール含有量はかなり多く、他のすべての試料中のそれは通

常の遺跡出土土壌中の植物腐植十柿みであった。また、土壌の内外でコレステロール含有量を比べる

と、土塘内試料中のコレステロール含有量の方が土壌外対照試料中のそれよりも多かった。

植物由来のシトステロールは試料No.3に約3%、他のすべての試料中に約12～26%分布していた。

通常の遺跡出土土壌中にはシトステロールは30～40％、 もしくはそれ以上に分布している。従って、

試料No.3のシトステロール含有量は非常に少なく、他のすべての試料中のそれは通常の遺跡出土土

壌の植物腐植土中よりも少なめであった。土塘の内外でシトステロール含有量に差異はなかった。

クリ、 クルミなどの竪果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、すべての試料中に

カンペステロールが約0.3～5.1％、スチグマステロールが約1～7％分布していた。通常の遺跡出土

土壌中にはカンペステロール、スチグマステロールは1～10%分布している。従って、試料中のカン

ペステロール、スチグマステロール含有量はすべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植十柿みであった。

土壌の内外でカンペステロール、スチグマステロール含有量に差異はなかった。

微生物由来のエルゴステロールはすべての試料中に約1～3％分布していた。通常の遺跡出土土壌

中にはエルゴステロールは数％分布している。従って、 この程度の量は土壌微生物の存在による結果

と考えられる。土壌の内外でエルゴステロール含有量に差異はなかった。

哺乳動物の腸および糞便申に特異的に分布するコプロスタノールは、すべての試料中に約3～5％

分布していた。 コフ．ロスタノールは通常の遺跡出土土壌中には分布していないが、 1～2％程度の量

は検出されることがある。また、 コプロスタノールの分布により試料中での哺乳動物の存在を確認す

ることができる他に、 コプロスタノールが10％以上含まれていると、試料中に残存している脂肪の動

物種や性別、 また遺体の配置状況などが特定できる場合がある(6) 。今回はコプロスタノールが10%

以上含まれている試料はなかったが、すべての試料中に通常よりはわずかに多く含まれており、 これ
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らの試料中には哺乳動物の腸もしくは糞便由来の脂肪が残存していた可能性が考えられる。土壌の内

外でコプロスタノール含有量に大きな差異はなかった。 コプロスタノール含有量に差異が見られない

ことから、土壌周辺は動物性脂肪や糞便などで撹乱されている可能性も考えられる。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壌で06

以上(7) 、土器・石器・石製品で0.8～235である(8． 9) 。試料中のコレステロールとシトステロールの

分布比を表2に示す。表からわかるように、分布比は試料No.3が0.6以上、他のすべての試料が0~6

以下であった。従って、分布比は試料No.3に動物遺体もしくは動物由来の脂肪が残存し、他のすべ

ての試料中にはそれらが残存していないことを示唆している。

以上、山越2遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は、動物由来のコレステロールがHP-

1試料No.3にかなり多く、哺乳動物由来のコプロスタノールがすべての試料中にわずかに多めであ

る他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめであることがわかった。コレステロー

ルとシトステロールの分布比は、HP-1試料No.3が0.6以上を示し、 この試料中に動物遺体もしく

は動物由来の脂肪が残存している可能性があることがわかった。HP-1試料No.3を除くすべての

試料の分布比は0.6以下ではあるが、同じ0.6以下ではあっても土壌内試料の分布比の方が土壌外対照

試料の分布比よりも高めであった。今回は試料ごとのコプロスタノール含有量に大きな差異がなく、

高級飽和l1旨肪酸含有量とコレステロール含有量にも相関関係がみられないために、脂肪酸分析で多め

に含まれていた高級飽和脂肪酸が動物、植物のどちらに由来するかは判定できなかった。

5．脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に同じ北海道内の遺跡で出土

土壌にヒト遺体を直接埋葬した場合と類似の脂肪やヒトの骨部分をよく含むヒト遺体全般の脂肪が残

存していると判定した美沢3遺跡(io) 、納内3遺跡(''' 、滝里38遺跡('2) 、キウス4遺跡('3) 、キウス4

遺跡I地区(皿) 、キウス5遺跡A－2地区('5) 、キウス5遺跡B地区、 C地区('6) 、キウス7遺跡('7) 、

ユカンボシC15遺跡('8' 、ユカンボシE7遺跡('9) 、オバルベツ2遺跡“2'~ 22) 、出土土壌を土壌墓と

判定した兵庫県寺田遺跡(23) 、出土土器を幼児埋葬用甕棺と判定した静岡県原川遺跡(2‘!) 、 ヒトの体脂

肪、出土土曠や出土土器にヒトの骨のみを埋納した場合と類似の脂肪が残存していると判定した北海

道栄11115遺跡(25' 、出土土曠を再葬墓と判定した宮城県摺萩遺跡(26) 、 ヒトの骨油試料など、各種遺

跡試料や現生試料の脂肪酸との類似度も比較した。予めデータベースの脂肪酸組成と試料中のそれと

でクラスター分析を行い、その中から出土状況を考盧して類似度の高い試料を選び出し、再びクラス

ター分析によりパターン間距離にして表したのが図4である。

図からわかるように、 l l l越2遺跡の試料No. 1はオバルベツ2遺跡、キウス5遺跡A－2地区、キ

ウス4遺跡滝里38遺跡キウス5遺跡B地区、 C地区の試料と共に相関行列距離0.05以内でA群を

形成し、非常によく類似していた。山越2遺跡の試料No.4とNo.5はキウス7遺跡、キウス4遺跡

I地区の試料と共に相関行列距離0.1以内でB群を形成し、 よく類似していた。山越2遺跡の試料No.

2とNo.3はユカンボシC15遺跡の試料と共に相関行列距離0.05以内でD群を形成し、非常によく類

似していた。他の対照試料はC群E～G群を形成した。 これらの群のうちA群とB群は相関行列距

離0.1以内の所にあり、互いによく類似していた。また、A～E群は相関行列距離0.2以内の所にあり、

樹状図全体からすればIT1じ系統樹に属すといえる。

以上、 山越2遺跡のすべての試料中に残存する脂肪は、 ヒト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡
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試料の脂肪やヒトの体脂肪と類似していることがわかった。

6．脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸、オレイン酸、 リノール酸、 リノレン酸まで） と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジ

ン酸以上） との比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。

この比例配分により第1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織臓器などに由

来する脂肪、第1象眼から第2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位

置に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第2象限から第3象限にかけての

原点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限にかけての原点か

ら離れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた種特異性相関を図5に示す。図からわかるように、試料No.1は第

2象限内のY軸寄りの位置に分布し、単独でA群を形成した。試料No.4とNo.5は第1象限内の比

較的原点に近い位置でB群No.2とNo3は同じ第1象限内の原点から離れた位置でD群を、それ

ぞれ形成した。A群の分布位置は試料中に残存する脂肪が高等動物の体脂肪や骨油に由来し、 B群、

D群のそれは高等動物の血液、脳、神経組織、臓器などの特殊な部分に由来することを示唆している。

しかし、今回の試料中に含まれている高級飽和脂肪酸はステロール分析の結果を考え合わせても動物、

植物のどちらに由来するかが判定できなかったので、 これらB、D群を形成した試料中の脂肪が動物、

植物のいずれに由来するかは判定できなかった。

以上、山越2遺跡のHP-1試料No.1に残存する脂肪は高等動物の体脂肪や骨油に由来することが

わかった。HP-1試料No.2とNo.3，対照試料No.4とNo.5に残存する脂肪は、それらの試料が第

1象眼内に分布はしていたが、由来する脂肪を特定できなかった。

7．総括

山越2遺跡から出土した住居跡に伴う土曠の性格を判定するために、土曠内外の土壌試料の残存脂

肪分析を行った。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステロール分析、脂肪酸組成の分布に基づく数理解析

の結果、土曠HP-1に残存する脂肪はヒト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡試料の脂肪やヒト

の体脂肪と類似していることがわかった。土塘内試料No.2とNo.3は試料中に動物性脂肪が含まれ

ている場合にみられる典型的な脂肪酸組成パターンを示した。 さらに、試料No.2には高等動物の脳

成分に由来する高級飽和脂肪酸のリグノセリン酸が通常よりはかなり多く含まれており、No.3には

動物由来のコレステロールが他の試料中よりもかなり多いことからNo.2，No.3採取地点に特に土

壌内の内容物の特徴を示す脂肪が残存していた可能性が強い。土曠外対照試料中にもコプロスタノー

ルが土壌内と|可程度分布していたが、その理由については不明である。土壌周辺が動物性脂肪や糞便

などで撹乱されている可能性も考えられる。
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4 山越2遺跡から出土した炭化植物種子

吉崎昌一・椿坂恭代

1 ）遺跡と調査の概要

遺跡の名称：山越2遺跡(B-16-44)山越2遺跡-2

遺跡の所在：北海道山越郡八雲町山越362ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：熊谷仁志谷島由貴、笠原興広田良成、佐藤剛、柳瀬由佳

調査期間：平成12年(2000年) 9月1日～10月27日

遺跡の立地：八雲町の市街地から南へ約10km、西側を境川、東側を無名沢に挟まれ、現海岸線から

約500m内陸の標高36～41mで発達する海岸段丘上に位置する。

遺跡の年代：縄文時代中期の土器が主体で後期の土器が若干まざる。YH-3 (3号住居）床面から

採取された炭化物によるC14年代は、補正値で4410±40年BP｡

検出遺構：竪穴住居跡10軒、土曠30基、焼土17ケ所、 フレイクチップ集中2ケ所、集石2ケ所、炭

化物集中2ケ所、埋設土器2基、柱穴状ピットなどが検出された。

2）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、縄文時代中期後葉の各遺構から土壌を採取しフローテーション

法で処理後、種子の第一次選別を経て送付されてきた。 これらの資料について実体顕微鏡と走杳型電

子顕微鏡で観察並びに撮影を行った。検出された植物種子の計測表及び出土表は表1に示しておいた。

なお表中のYは山越2遺跡、Hとこれに続く数字は住居ナンバーを意味している。

担当者によれば、今回採取された土壌は、全て縄文時代中期後葉のものである。

3）各地区から検出された種子

ニワトコ属SambucusL(図版1-1)

表面構造に独特の凹凸のある偏卵形種子破片が2点検出された。図示した資料は破損のため計測で

きなかった。

キハダ属Phe//odendronRupr. (図版1-2)

キハダ属の果実破片が1点検出されている。図示したように、果実部分が炭化しており、その中に

種子の含まれるのが認められる。

クルミ属JugﾉansL. (図版1-3)

微細な核果破片が散漫に検出された。核果の表面構造からクルミ属JugﾉansL. として良いであろ

う。

不明

以上述べたもの以外に資料不足で分類が困難であったものが20点、他に菌核が4点出土している。

菌核はある種の菌類の菌糸が集まって形成される堅い塊状のもの。 しばしば種子類と誤認されるが、

内部組織は全く認められない。いろいろな状況下で形成されるため、時代の特定はできない。

4）若干のコメント

発掘時にかなりの土壌が採取されているが、種子の検出量が少ない。調査者によると、サンプルの
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土壌は全てフローテーション処理が行われた、 とのこと。 したがって種子の検出量の少なさは、第一

には炭化・酸化種子の保存が難しい土壌であった可能性がある。第二は土壌サンプリングが不適切で

あったかもしれない。現況では、そのどちらの影響が大であったのか不明である。ただ、 これまでの

私たちの経験によると、遺構や竪穴住居の床面の確認のために、かっての生活面が削り取られてしま

う例が少なくない。つまり、 当時の掘込み面確認に留意するあまり、生活面の堆積物が無意識に排除

されてしまうケースが少なくない。現場担当者と分析者のlN1の緊密な情報交流が必要だと思う。
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表1 山越2遺跡炭化種子出土表

資料
番号

遺構名

（出土区） 重量|体積浮謎重言 残涜
(9) | ( I ) | (9) | (9)
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Ⅵ成果と問題点

1 遺構

山越2遺跡は標高30～40mの舌状に延びる海岸段丘上に位置する。調査区は、東側に向かって緩や

かに傾斜する台地部分と、南から北西に流れる旧河道部からなっている。遺構及び遺物の分布は主に

この台地上から河道部の縁辺部にかけて検出されている。

検出された遺構は竪穴住居跡10軒、土坑30基、焼土14ケ所、 フレイク・チップ集中2ケ所、集石2

ケ所、炭化物集中2ケ所、埋設土器2基、柱穴状ピットが8基検出された。

竪穴住居跡には土器埋設炉を伴う縄文時代中期中葉Ⅲ群A－3類のものが4軒(H-3･4･ 6 ． 9)

で、 Ⅲ群A－2類の時期のものが3軒(H-7･ 8･10)、いずれも河道部の縁辺部から検出されて

いる。また、石組み炉を伴うⅣ群A類の時期のもの(H-1･ 2･ 5)が台地部分で3軒検出された。

山越2遺跡と同時期の土器埋設炉を伴う遺跡に、 当センターで調査した山崎4遺跡がある。山崎4

遺跡の主体は中期中葉で当該期の住居跡が14軒検出されている。 （北埋調報162）

土坑は30基検出した。平面形には円形や楕円形のものがあり、浅い皿状のものから深さ約1,70mを

計る大形のものまである。 これらは河道部の縁辺部から検出された縄文時代中期中葉の時期の竪穴住

居周辺から多く検出されている。検出された30基の士坑のうち、Ⅲ群A－2類～Ⅲ群A－3類の時期

のものが80%を占めている。性格は土壌墓: 2基(P-15･ 19)、 フラスコ状ピット : 2基(P-22･

23)、用途不明の土坑が26基ある。 この他にⅣ群A類の時期のH-2HP-1についても残存脂肪酸分

析により、土壌墓である可能性が指摘されている （第V章3 ．図1参照)。

焼土は17ケ所で確認された。 10ケ所が台地部分で、他の焼土は河道縁辺部の住居の周辺で確認され

ている。検出された17ケ所のうち、Ⅲ群A－2類～Ⅲ群A－3類の時期のものが53％を占め、他はⅢ

群A－2類～Ⅳ群A類の範嬬にはいるものと考えられる。遺構との帰属関係が窺えるものに、 F-1 ･

2があり、両者はH-10に伴うものと考えられる。またF-15･ 16はH－3の覆土中から検出され、 F－

17はH－4の覆土中から見つかったものである。

遺物は各時期の土器、各種の石器類が出土している。特に住居跡の床面から、土器埋設炉や横倒し

状態の土器、 これに伴う石器が出土し、時期や土器・石器の組成を知る貴重な資料が得られている。

遺構出土の土器は4,789点で、Ⅲ群A－2類: 1,234点(26%)、Ⅲ群A－3類: 3,198点(67%)、Ⅳ群

A類： 291点（6％）で、Ⅲ群A－3類土器の出土が最も多い。包含層出土の土器は15,287点（河道部

含む）で、 Ⅲ群A－2類： 12,837点（84％)、Ⅲ群A－3類： 586点（4％)、Ⅳ群A類： 1,621点(11%)

となっており、Ⅲ群A－2類土器の出土が最も多い。

遺構と包含層で出土土器の比率が逆転していることは、非常に興味深い結果となっている。

石器は石鍼、スクレイパー等の剥片石器類の他に、礫石器ではすり石、石皿・台石等の出土が多い。

（笠原）
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遺物

(1) 土器

山越2遺跡ではI群A類、 Ⅱ群B類、Ⅲ群A類、Ⅲ群B類、Ⅳ群A類が出土している。 ここでは

遺跡から一番多く出土しているⅢ群A類土器に関してまとめてみたい。

Ⅲ群A類はA－2類サイベ沢Ⅶ式土器群A－3類：見ll青町式土器群として整理を行った。遺構

内や包含層での出土状況を重視し、次に土器の個体ごとの属性を検討し、土器群のまとまりとして

把握した。

a)出土状況について

A－2類土器群は包含層から多く出土し、主に土坑・土壌、焼土に伴い出土している。竪穴式

住居跡に伴う例もあり、H-7 ･ 8 ． 10から出土している。A-2類土器の伴う竪穴式住居跡の

特徴は、形状は7 ． 8は楕円形、 10は隅丸長方形で、掘り込みはA－3類の時期の竪穴式住居跡

に比べて浅い。主柱穴は6～8本で、掘り込みをもつ地床炉である。

A－3類土器は、主に竪穴式住居跡に伴う例が多く、H-3 ･4 ． 6 ･ 9から出土し、包含層

からの出土は少ない。A－3類の伴う竪穴式住居跡の特徴は、形状は3 ． 4は隅丸長方形、 6 ．

9は円形で、掘り込みはA－2類土器の時期の竪穴式住居跡に比べて深い。主柱穴は不明瞭で、

地床炉で土器埋設炉が伴う。

b)土器の特徴について

A－2類土器の特徴は、

1．丸みをもった、 または上面や外面に面をもち、やや角張る口唇

2． ’二I唇上の縄・へラ状・棒状工具による縦の刻み

3． 口縁部文様帯は地文の上に貼付け文または沈線文で構成

4．地文は結束や結節を顕著に残す

5．突起部は口縁部よりやや外面に張り出すものが多く、突起は4つが主体で、 1つまたは2

つのものもある

6．底部は内面が角をもち、外面はほぼ垂直か、張り出す

とまとめられる。

サイベ沢Ⅶ式土器の設定者である高橋正勝氏は「30cmの前後の小型が多く、器形はサイベ沢

Ⅵ式とほぼ同じであるが、 llil部の膨みは下り、底部はより小さくなる傾向がある。また突起はよ

り小型化して山形になるか棒状になる。 2分される突起も見られ、 しばしば同一土器に山形突起

とともに2個づつの対になる。

文様帯はⅥ式と同じく胴下半部までの幅広いものから突起部の周辺に残る土器まで各種ある。

貼付帯は口唇部や突起部にのみ付く土器が多く、 より細く縄文などをもたない、いわゆるソーメ

ン文となる。Ⅶ式文様の主たる特徴は、 2 ． 3本組の沈線で凸レンズ、弧状を描く。村越らが指

摘されているように、 この沈線文は大木式の影響に他ならない。地文は、斜行縄文か結節または

綾くりの斜縄文で、羽状縄文は少ない。底部付近は3～5cm幅で無文となり、磨かれている｡」

と説明している （前掲 1981)。

これらの特徴は山越2遺跡出土のA－2類土器とおおまかには共通しており、A－2類土器は

サイベ沢Ⅶ式土器としてよいと思われる。 しかし、型式学的に分離されているサイベ沢Ⅶ式土器

と見晴町式土器が、函館市石川1遺跡（北海道埋蔵文化財センター 1988)の竪穴住居跡H-1 ･

2 ． 4 ． 6， ビットP-2 ･34において、混在して出土している状況が報告されている。 ll1越2

2
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Ⅵ成果と問題点

遺跡ではその点を踏まえつつ、サイベ沢Ⅶ式土器と従来見晴町式土器とされている土器の一部を、

出土状況や土器の個体ごとの属性の共通性を検討したうえで、従来の見解に、今回1～6の特徴

を加えたものを、A－2類土器：サイベ沢Ⅶ式土器群と呼称した。サイベ沢Ⅶ式土器はさらにサ

イベ沢Ⅶa式．Ⅶb式に細分されている （前掲 1981)が、本遺跡ではサイベ沢Ⅶ式土器と見晴

町式土器の分離に終始してしまい、Ⅶa式．Ⅶb式の細分については検討できなかった。今後は、

函館市石川1遺跡（北海道埋蔵文化財センター 1988)、同市桔梗2遺跡（北海道埋蔵文化財セ

ンター 1988)で指摘されているサイベ沢Ⅶ式土器群における細分の問題が課題であろう。

A－3類土器の特徴は、

1．肥厚し断面三角形を呈し、外面に明瞭な面をもつ口唇

2． 口唇外面に、縄・へラ状・棒状工具による斜めの刻み、縄の回転施文、 口唇外面に沿った

沈線文、波頂部外面・口唇部に細い粘土紐の貼付け

3． 口縁部文様帯は地文の上に沈線文で構成、 2本組が多い

4．地文は単節の斜行縄文が多く、結節を残すものもあり、撚糸文もある

5． 口縁部は波状口縁で、波頂部は4つが主体であるが、 3のものもある

6．底部はやや広い角度で胴部に立ち上がり、内面は粘土を貼付け整形しているため中心付近

からなだらかに立ち上がる

とまとめられる。

見晴町式土器の設定者である高橋正勝氏は「この見晴町式は、 円筒土器の特徴である山形や棒

状の4突起を小さいながら有している。突起下にのみ孔や貼付帯、沈線文が付けられるか、全面

に斜行縄文が施文さえるだけである。 口唇上の刻目の消失した土器も多い。サイベ沢Ⅶ式との違

いの一つに底部の形態がある。Ⅶ式は、胴部より底に接する部分でほぼ垂直に降りるか、張り出

す底部をもつ。 しかし見晴町式は、底部の周囲にケズリが施され磨かれたためか、広角度で胴部

に立ち上がっている｡」 と説明している （前掲 1981)。山越2遺跡出土のA－3類土器は見晴町

式土器を含んでいると考えられるが、必ずしも個別の要素のすべてを満たしてはいない。逆にH－

4出土の1 ．22、H－6出土の1は、 口縁部や胴部に沈線文による文様帯を持っているもの、

H－6出土のlは口唇上に沿って沈線文があるといった別の要素もみられる。 このような、高橋

氏の設定した見晴町式土器の範I壽から外れる特徴の認められる土器も、出土状況から見晴町式土

器に伴うと考え、従来の見解に加え、今回1～6の特徴をもつまとまりとして捉え、A－3類土

器：見晴町式土器群と呼称した。

山越2遺跡では、 A－2類土器とA－3類土器、それぞれの土器群は包含層および遺構からの

出土傾向が異なっている。またA－2類土器とA－3類土器は、土器単体の個別の属性もそれぞ

れ特徴的である。A－2類土器の特徴である1～6は、土器製作のうえで円筒土器の伝統を残し

ていると考えられる。今回の調査では従来Ⅲ群B－1類（榎林式土器）に比定されるものも、出

土状況と1～6の特徴から一括してA－3類土器としている。Ⅲ群B－1類土器（榎林式土器）

の特徴は、 1． あまり肥厚しない口唇、 2．突起部外面に施文される渦巻き文、 3． 口唇下に横

環する直線的な横位の区画沈線文が挙げられるが、A－3類土器の2～6の特徴もあわせ持ち、

A－3類土器群は次のⅢ群B－1類土器（榎林式土器）に引き続く要素が強いといえ、共通性が

高いと考えられるからである。

山越2遺跡のA－3類土器を考える上で、南茅部町大船C遺跡（南茅部町教育委員会1996)

のⅢ群B類土器（榎林式土器）の分類を参考にした。大船C遺跡ではⅢ群B類土器が竪穴住居な
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八雲町 l ll越2遺跡

どに伴い出土している。住居の形態をA～Eの5タイプに分け、それぞれの住居形態に伴う土器

を整理し、土器編年を考えている。Ⅲ群B類（榎林式土器）の出土している住居形態は、A「平

面形がやや隅丸長方形を呈しており、主柱は4本のものが多い。埋甕炉の前に設置された先端ピッ

トは柱穴状の小土坑である場合がほとんどであるが、稀にIⅢ状の浅い土坑や先端ピットがないも

のもある｡｣、 B 「平面形がやや楕円形を呈しており、主柱は4本と6本のものがある。先端ピッ

トは形状が柱穴状のものが主体であるが、 Ⅲl状の先端ピットもやや多くなる。炉の形状は小型の

石組炉である｡」である。Aの住居形態からⅢ群B類1， Bの住居形態からⅢ群B類2が出土し

ており、住居形態の変遷などから、Ⅲ群B類（榎林式土器）のⅢ群B類1が古いタイプ、Ⅲ群B

類2が新しいタイプとしている。Ⅲ群B類1は「突起部に渦巻文、溝線文、孔を穿つもの。胴部

文様に弧線文、渦巻文を連繋するものや剣菱文を施すもの｡｣、Ⅲ群B類2は「突起部に渦巻文、

短刻線をもつもの。胴部文様は剣菱文が発達し弧線文が衰退してくる｡」 という特徴でまとめら

れている。Aの住居形態であるH-27出土土器の5は、山越2遺跡H－6出土の1に類似してお

り、H-27の時期は今回のA－3類土器群：見晴町式土器群の時期または近接した時期が想定さ

れよう。ただし、山越2遺跡H－6は遺構の全体が調査されておらず、大船C遺跡H-27出土土

器の5も住居内の他の土器とは若干出土状況に違いがみられ、同時併存していない可能性もある

ため、類例を待ちたい。

また大船C遺跡のAの住居形態と山越2遺跡のA－3類土器群の出土した竪穴式住居跡を比較

すると、山越2遺跡の竪穴式住居跡なかに、形状が隅丸長方形のものがあり、 また埋設土器を伴

うものがあることなど、山越2遺跡のA－2類サイベ沢Ⅶ式土器群からA－3類土器見晴町

式土器群、榎林式土器（Ⅲ群B－1類土器）への住居形態の変遷を考えることができるのではな

いかと思われる。

以上、山越2遺跡のⅢ群A類土器をA－2類サイベ沢Ⅶ式土器群A－3類見晴町式土器

群とし、それぞれの土器群の説明を行った。繰り返しになる部分もあるが、最後に当該期の問題

点を考えてみたい。

A－2類：サイベ沢Ⅶ式土器群については、サイベ沢Ⅶ式土器とそれに伴う土器の把握が重要

である。遺構におけるセット関係をどう捉えるかで土器群としてのまとまりが異なる場合があり、

山越2遺跡では、サイベ沢Ⅶ式土器と従来見晴町式土器とされている土器の一部を、出土状況や

土器の個体ごとの属性の共通性を検討したうえで、従来の見解に加え、今回1～6の特徴をもつ

まとまりとして捉え、A－2類土器：サイベ沢Ⅶ式土器群と呼称した。サイベ沢Ⅶ式土器群の特

徴である1～6は、 円筒土器の伝統を残していると考えられる。

A－3類：見晴町式土器群については、従来見晴町式土器とされている土器以外の要素をもつ

土器に対して、出土状況や土器の個体ごとの属性を検討したうえで、高橋氏の設定した見晴町式

土器の範晴から外れる土器も見晴町式土器に伴うと考え、従来の見解に、今回1～6の特徴を加

えA－3類土器：見晴町式土器群と呼称した。A－3類土器：見晴町式土器群は、文様帯や波頂

部に円筒土器の伝統を残している部分と大木系の土器の影響を受けた部分とが両方認められるが、

底部や波頂部のつくりなど、それ以前のA－2類：サイベ沢Ⅶ式土器群とは土器の製作技法に関

わる部分について大きな違いが認められる。今回の分類上は大きくⅢ群A類土器に含め円筒式土

器の終末に位置付けているが、今後は次型式である大木式の影響で成立するとされる榎林式土器

との関係を考えた場合、その共通性を考え、大木式の影響で成立する土器群の初現形態として積

極的に捉えることが必要であろう。 （佐藤）
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Ⅵ成果と問題点

(2) 石器

今回の調査では石器類が計8,306点出土した。本遺跡の出土土器はⅢ群A-2類およびⅢ群A－

3類が主体で、Ⅳ群A類も少量みられる。石器についても土器と同様、少量Ⅳ群A類に伴うものが

含まれるが、大部分はⅢ群A－2類～Ⅲ群A－3類に伴うものであると考えられる。

包含層出土の石器の傾向については本文中で記載したが、遺構出土のものも、傾向は大きくは変

わらない。 このことから、本遺跡のおもにⅢ群A－2類～Ⅲ群A－3類に伴う石器の構成について

は、次のように考えられる。主体となるものは、剥片石器では、茎の明瞭な有茎石鍼と、大量の、

側縁に刃部をもつ縦形スクレイパー、礫石器では、半円状扁平打製石器を含む大量のすり石、いわ

ゆるくぼみ石を主体とするたたき石、大形の石皿・台石である。 これらに少量の、石槍、剥片の一

部を加工するか、あるいは周縁加工のドリル、おもに周縁加工のつまみ付きナイフ、両面加工石器

石斧、砥石が加わるようである。スクレイパーの中に特徴的な形状のものがみられた。図Ⅳ-23-

34で、類例が、縄文時代中期末主体の臼尻B遺跡で出土している。 この例には側縁に摩滅がみられ

ることから、実用品と考えられる。本遺跡の例には明瞭な使用痕はみられないが、臼尻B遺跡の例

と同様実用品と思われる。

また、Ⅳ群A類に伴うと思われる、周縁を敲打で調整する特徴的な石皿が3点出土した。H－2

の床面および包含層K-10で出土しており、Ⅳ群A類の分布とも一致している。

石製品

今回の調査で出土した石製品について、若干の類例を挙げる。

図Ⅳ－23－75

棒状礫に、長軸方向に一周する敲打をめぐらすものである。縄文時代中期末が主体の森町御幸町

遺跡に類例がみられる。表面が研磨されるものや、直行する2条の溝をもつものもあり、石錘とさ

れている。本遺跡では、扁平礫の両端を打ち欠く石錘は出土しておらず、本例が石錘である可能性

はある。 しかし、わずか2点しか出土しておらず、出土数の点から、石錘とは断定はできない。

図Ⅳ－23－76

大形で角柱状に磨り整形され、両端にくぼみをもつ、安山岩製の石製品である。

敲打や磨りで整形された円柱状や角柱状の石製品は、石棒･石柱などとされており、縄文時代中

期後半～末葉主体の遺跡で出土例が多く、八雲町栄浜1遺跡、森町御幸町遺跡、南茅部町大船C遺

跡、泊村へロカルウス遺跡・茶津遺跡・宮丘1遺跡などで出土している。ヘロカルウス遺跡では、

墓曠と思われる士曠からの出土例もある。石材は安山岩や砂岩が多く、 また、多くは円柱や角柱を

輪切りにした形状で、 くぼみをもつものは多くはない。

本例のような両端がすぼまり、 くぼみをもつ形状のものは、八雲町栄浜1遺跡で出土している。

しかしこの例は、形状は非常によく類似している一方、軽石を素材としており、安山岩を素材とす

る本例とは、重さが大きく異なる。

本遺跡の出土例については、石材から前者により近いものと思われ、使用痕が認められないこと

や、墓曠からの出土例があることから、実用品ではないと考えられる。類例の増加を待って検討を

行いたい。

なお、図Ⅲ－9－23については、中央部に凹帯が巡ることからすり石6類：北海道式石冠とした

が、石材や形態が他のすり石とは大きく異なり、ヘロカルウス遺跡（峯山巖ほか1987）で取り上

げられている、 「研磨とわずかな敲打により整形され」る石製品に類するものの可能性がある。

以上、本遺跡から出土した石器の傾向と、石製品について若干触れたが、 さらに詳細な分析が必

要と思われる部分も多数ある。今後の課題としたい。 （柳瀬）
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表Ⅵ－1 遺構規模一覧
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Ⅲ
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~
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Ｈ

Ｈ
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表Ⅵ－4遺構出土掲載復元土器一覧 表Ⅵ－5遺構出土掲載拓本土器一覧

図番号

図
版
番
号

蕃

露
鍔
罐
区
調査

図
版
番
号

大きさ(cm)
番
号 号
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層位層莅
点
数数

△
口

計計
番
号

遺構番号
調査区

点
数

《
ロ
割
計

図番号
劉否言. 分類力頚 備考一

口径
号 区

Ⅲ－7 1 56H-3 床面 19 191ⅡA-321．6

1，”
Ⅲ－7 2 56H 3 3層撹乱 1 21 1ⅡA－

P－3 4層 11

1層 3

口径

Ⅲ－7 2 56 3層撹乱

~~~~~4層
ｌｕｌ３

ⅢA－(ヨ 23．02］

P-3
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高さ 底径
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婿
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ｌ
２
ｌ
１
ｌ
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Ⅲ
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２

２
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Ⅲ
Ⅲ

３

３
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一
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－
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２
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６
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９
ｌ
ｍ
ｌ

岬

咄

恥

一

恥

恥

隅
一
隅

~

~

砺
認
詔
一
砲
一
調

超

認魂

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~

~

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

－

Ａ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
一
Ⅲ

２

１

１

１

２

１

|Ⅱ1－8４
｜
扣
一
３

Ⅲ

、園倒木

0－22

Ⅲ

Ⅲ

帽

鍵

３

５

２

２

３

３

~
~
~
~

Ｏ

０

Ｈ

Ｈ

８

８

５

５

Ⅲ
一
幅
一
殿

４
１
’
２
｜
別
一
泌
狐

21mA-](-)|( )|3.6 1
541 mA M( )|(-)|10.5 1残存高26.5:三骨十： 11 |IIIA-2１

１

2

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｐ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

０

０

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

Ⅲ 11 32 57 H-3 貝ワ
JI '1ⅡA 3 22．0 8．031 ．43■生活面

~~3層 哩
一
昭
一
Ｍ
｜
晦
一
陥
一
Ⅳ
｜
旧
一
四
一
羽
一
弘
一
弱
－
４
’
５
’

２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

２

１

１

１

２

１

１

２

１

２

１

１

１

Ⅲ－11 〕6 59 H-3 厚0.8ⅢA-31 1 〕､43層生活面 円盤状土製品

未成品

Ⅲ l4 1 60H－4 床面 33 33ⅢA－312．4 16．6 6．3

m-l4 1 60H-4 埋設2 21 27mA-1240 (-) (-N 24 m l

埋設2
Ⅲ

２

60Ⅲ－14 (一） ／－

４１

mA-1
24．0

n弓

乙I

Ⅲ

1
1 ﾉ 2の底部と

同一個体
復元高31.6
口縁部

２

２

N 25

Ⅲ－11Ⅲ 14 ２ 埋設1 (－） (－） 2の口縁部と

同一個体
底部

60 H-4 20 IIIA-220 8．5

Ⅲ－14 Ⅲ 1431 601H-4 》
一
唖
輻
帽
延
緬
一
礪

54 54Ⅱ1A-312.6 25.0 6.5

3 87Ⅱ1A-324.8 33.7 8.7

1

58
〒
‘O

l 29111A-3 13.0 (-) (
3

17

6
苛
乙

87 ⅢA-2 24．8 qq7uu① ~ロ 8．7

' 1
1－ノ (IIIA-3 13．029

Ⅲ－17 22 61 H-4

床而直卜

4層

60 -4 ２
－
１

1 l1IIA-2b

柄
一
幅

７ 60 H-4 １
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
８
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

3 ⅡIA 2
Ⅲ－17 ワq

←凹 61 H-4 ）

垣
睡

[ |mA-21m-15-10と接合81 601H-4

１

幅
一
覆

Ⅲ－15 9 H-460 ７ ⅡIA－2

木倒風Ⅲ
｜
Ⅲ
Ⅲ

I－ll

~0－240－25 1Ⅲ

Ⅲ 17 24 61 握
蠣
Ⅲ

( ） (－）H-4
、、

邑乙 IⅡA 3’

９

吃

9．0
｜び弱
詞面=r 哩
一
瑁

囑
一
塘

恥
一 41mA-21m-14-8と接合’ ’ ’0－25 1Ⅲ

m 181 371 621 H-4 14層 H-411 60 ⅢA-241 1ⅢA－引（ ） ’ （－） ’ （－）ｌ
｜
嘔
一
舵
－
１
岨
５

床面
6層上面

3層

2層HP-l

Ⅲ－21 1 63 H 5 IVA
1，口

l乙｡ (－）29．1
#穴、

to．｡

l21 601H－4 81mA-2

帽
而

13 60脚
一
睡
一
雄

〕 |ⅢA-2

０

１

１

１

１

１

木倒風

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

~

141 611H-4 1床面到
一
ｑ

llmA-3
囑
一
帽
一
詮

15 61 H-4 4 mA－3’

２３

３

３

２

２

２

~
Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

緬
一
鍵
一
雨

’
’
２
｜
蝿 鱸

401ⅢA－引12.3

481mA-]17.9
1 1ⅡIA-〔N5．4

扣
一
帽
－
１

豈
厚0．8

”
｜
恥 １

ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
３
ｌ

円盤状土製品 161 611H-4 1覆土 11ⅢA-3
鍛
一
帽

IⅡ－30 1 猫 H-9
Ｆ
『
Ｊ
・
’
１

ハ
ム ⅡIA 3

、戸

畠0 21．1 23．5 8．2 6層
1ワ
上f

戸1

01 H-4 ⅢA-3３

4層
2層 ’ 7IⅡ－30 ２ 65 H－9

~0－30
躯 ⅢA-2

、1 1

‘1．1 24．8 8-0 礪
一
礪
一
帽

４

４
~~
Ｈ
Ｈ

１
１

６

６

８

９

１

１ 1器ⅡI

m風倒木

帽
－
３

Ⅲ－17 25 61 H-4 ⅢA-2７
IⅡ 301 31 651H－9 1床面

Ⅲ－321 11 67 H-lO l床面

里

些

４

１

591ⅢA－針13．8 121．1 1 7．3

~121ⅢA-25．6 1 4．7 1 2．5 3層

2層
糧土

’
’
２
’
１

4層

禧
Ⅲ－42 1 71 P l7 ⅢA 218 14．2 18．9

弓 1

1． 』

帽
漏

H 4 ２
’
１

ⅢA-2
n戸

乙0
戸1

01 ３遁
帽

H-4 ０

３

５

上直

土

面

層
層
層
層
焼

床

４

４

４

４

”
｜
詔
一
羽
一
鋤
一
別

７

４
４
４
４
１

~
~
~
~
~

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ

１

２

２

２

２

６
６
６
６
６

ｌ

１
－
１
－
２
ｌ
１

２

２

２

２

３

~
~
~
~
~

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

１

１

１

２

１

2層

~
~
~

雑
一
幅
一
幅
一
帽

2Ⅱ1 43 71研

恥

１
－
肥
一
’
’
１

19 ⅢA-2 24．3 30．3 6．8

Ⅲ－18

Ⅲ－54 5 Ⅲ
一
Ⅲ

Ⅲ
｜
Ｉ

IIIA-2 18．074 F l(）

K lO

K－ll

43 24．5 ⅢA-3４
’
１
拓

２

9．0 32 62 H-4 １
３

4

帽
鮭
帽
垂
囑
一
些
緬
一
幅
幅
一
雨
囑
些
緬
甦
柄
一
幅

17 ３

７

４

１

２

１

１

１

１

１

３

１

２

３
４
’
３
４
１
２
１
１
１
１
１
３
１
１
’
１

3

７

~

1ⅢA 3331 621F

ⅢA-334
〆n

o乙 H-4

Ⅲ－54 74 F ll Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
洞
一
幅

坐
２
両
万

28 IVA 13．6 16．8 4.71

｜K-lO

761埋股土器Ⅱ
761埋設土器2

叫
一
恥
一
恥
一
冊
一
恥
一
睡
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥

３
’
３
｜
ｌ
３
ｌ
３
－
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３

謁
一
猫
２
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９

~~
Ⅲ

Ⅲ Ⅲ－23

４

４

５

６

６

６

６

６

６

６

~
~~

~
~
~
~
~
~

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

２
２
３
４
４
４
４
４
４
４

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

131mA-122.01(-)|(一）
211ⅢA－別25．0 ’ （－） ’ （一）

Ⅲ 61

~Ⅲ－6】
ｌ
『
２

二

二二

ⅡIA－3H=610 64

199



山越2遺跡八雲町

図
版
番
号 卜図 ’

図
版
番
号

番
号

遺構番号
調査区

点
数

合
計

番
号

遺構番号
調査区

点
数

』

隻

今
ロ
ュ
則

図番号 出土層位 分類 備考 番号 出土層位 分類

囑
一
緬
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Ⅲ－23 ６

６
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Ｈ
Ｈ

４
４

６

６

１
２

１
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
１
ｌ
１
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３
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ｌ
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ｌ
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沌
泥
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６
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２
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６
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４
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２
’
３
１
１
２
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２
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３
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